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日本藻類学会第 22回大会(下回)案内

大会・懇親会会場

下回東急ホテル(下回市 5-12 -1) 

筑波大学下回臨海実験センターと鍋田湾を見下ろせる丘の上にあります。

日程

平成 10年 3月25日(水編集委員会評議委員会

平成 10年 3月26日(木) 口頭発表-総会懇親会

平成 10年 3月27日(金口頭発表 -展示発表

平成 10年 3月28日 (土) 磯採集 -海中林観察

磯採集 :下回に 12年間在籍された千原光雄先生に鍋田湾の磯を案内していただき，おしぱ標本を作製します。定

員 10名。

海中林観察 ・下回臨海実験センター職員の案内で，スノーケリングによる鍋回湾内のアラメ ・カジメ群落の観察

を行います。スノーケリング用具 ウエットスーツ ・ウェイ ト等は貸出し可能。定員約 10名。

宿泊

会場となる下回東急ホテルには大会参加者が格安料金で宿泊できるようお願いしてあります。料金について

は大会の詳細とともに次号でお知らせします。磯採集 ・海中林観察参加者は 3月27日から 29日まで下回臨

海実験センター宿泊棟に泊まれます。

世話人

干415静岡県下回市 5-10 -1 

筑波大学下回臨海実験センター

検演康縫・青木優和

Tel. 0558 -22 -6605 (横1貧)， 0558 -22 -1317 (青木)

Fax. 0558 -22 -0346 

e-mai1 : aoki@kuroFune.shimoda.tsukuba.ac.jp 
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緒言

過栄養湖茨戸湖(北海道)の浮瀞性藻類の

遷移に対する温度の影響

高野敬志l・日野修次2

1北海道立衛生研究所 (060札幌市北区北 19条西 12丁目)

2山形大学理学部物質生命化学科 (990山形市小白川町 1丁目 4-12)

Tak胡 o，K叩dHino， S. 1997. E百回tof temperature叩血esucce田 ionof planktonic a1gae in hypertrophic Lake Barato， 

Hokkaido. Jpn. J. Phycol.(Sorui) 45:89-93 

The effect of陪mpera加reon the succession ofplanktonic a1gae was examined from 1988101994 in hypertrophic Lake 

Barato， central Hokkaido， Japan. A blue-green a1gal bloom appeaτed in the summer of 1988 and 1989 but did not 

appear from 1990 to 1993. Annual difference was found in monthly average tempera加 問 fromMay to August (p<0.01). 

The average temperatures in May 1990叩 d1991 (11.75 and 11.95 OC) were higher白血 thosein May 1988血d1989 

(10.32 and 10.07 oc). Such high temperature might promote diatom growth and cause a lack of orthophosphate (PO 4 

P) in May and June 1990田 d1991.百lephosphorus shortage might be the 町田onof the absence of blue-green a1gal 

bloom in summer of 1990皿 d1991.τbetempe回佃毘sinJuly皿 dAugust 1993 (17.46胡 d18.62 oc) were significantly 

lower白血 inother 拘置"8，while the tempe回国間sin 1994 (20.52四 d23.05 OC) were significantly higher白血 inOther 

ye町 s.The summer blue-green a1gal bloom was observed in 1994. In these years，血e田 cu町田ceor absence of blooms 

may have been determined by su血血ertemperatures 

Key index words: Blue-green algal bloom-diatoms-phosphorus shoπ'age-temperature. 

I Hokkaido Institute of Public Heal血， Kita-ku Kita-19 Nishi-12， Sappro 060， Japan 

2Faculty of Science， Department of Material and Biological Chemistry， Y田nagataUniversity， Kozirakawa 1-4-12， 

Yamagata 990， J apan 

温帯地域の浅い富栄養湖における浮務性藻類の季節

的遷移は，貧栄養湖や中栄養湖と共通の春と秋のケイ

藻のブルームに加えて，夏のラン藻のブルームの形成

に特徴づけられる(坂本， 1976)。人間活動の影響を受

けやすい湖においては，過剰な窒素，リンが湖内に流

入し，ラン藻が大量発生して水の華と呼ばれる現象が

起きるようになった。一方で近年，琵琶湖と霞ヶ浦に

おいて水の華を形成するラン藻種の変化，あるいは水

の華の消失が観察されている (Takamuraet a1. 1992; 

Nakanishi et aJ. 1992)。この原因として栄養塩，特にリ

ンと窒素の存在比の変化が推定されているが

(Takamura et aJ. 1992)，日照時間などの物理的な要因

の影響が大きいことも同時に示唆されている

(Nakanishi et aJ. 1992)。

茨戸湖は石狩川の河口付近に位置する三日月湖であ

り，全国各地に存在する三日月湖と同様，非常に富栄

養化が進んだ湖である。このi胡においても，ラン藻に

よる水の華の消失という現象が観察された。茨戸湖で

は1980年代の夏にMicrocystisaeruginosaなどのラン藻

が優占種となり，湖水面に濃密な水の華が形成されて

いた (Hinoand Tada 1985; Hino 1991， 1992)。その後，

1990年以降，突然夏のラン藻の現存量が減少して水の

華の形成が起こらなくなり，直接的な原因としてリン

酸態リン (po4-p) 濃度の低下が推定された (Takano

and Hino 1994)。更に，ラン藻の成長の抑制には間接的

にケイ藻の現存量の増加が関連していることが示唆さ

れたが，このような浮瀞性藻類相の変化の根底には栄

養塩類の問題に加えて，物理的な環境要因の影響が関

わっていることも十分に考えられる。本報告では 1988
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年から 1994年までの 7年間の茨戸湖の調査に基づい

て，藻類の変遷に対する決定要因を明らかにすること

を目的とし，特に気温変動に注目して統計的解析を

行った結果について考察した。すなわち，気温変動と，

藻類の現存量または優占藻類の変化との関連，同時に

栄養塩 (p04-p)濃度の変動との関連について考察を

行った。

材料と方法

調査地点を図 Iに示す。この地点は水深が3mと浅

く，流入河川，海水の侵入の影響をほとんど受けない。

茨戸湖の中では特にクロロフィル a(Chl-a)濃度が高

く(中村ら 1975;日野・青井 1983;橘ら 1996)，藻類

の個体数密度が高いことが示唆されている。試料採取

は月一度の間隔で行った (1月と 3月を除く)。カラム

式採水器(直径4.4cm，長さ 2m)により，表面から水

深2mまでの区間を採水した。なお，ここで示すChl-a

濃度，栄養塩の濃度および優占浮務諜類種の季節変化

は， TakanoandHino (1994，1996)によった。また，年

ごとの月平均気温は，日本気象協会北海道支部 (1988

-1994)によった。 1988年から 1994年までの各月の

平均気温の変動は，一次元分散分析により評価し，更

に有意差のあった月に関してはフイツシャーの最小有

意差法を用いて各年の平均気温の多群比較を試みた。

， . 

5 k • 

Fig. 1. Map of L. Barato and sampling station (e). 
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Fig. 2. Dominant planktonic alga1 species in L. Barato from 

1988 to 1994. The dominating periods of the algae are 

indicated by Iines. Solid Iines， diatom species; broken Iines， 

blue-green algal species. Abbreviations to species: Aa， 

Auracoseira ambigua; Ag， Auracoseira granuJata; Ai， 

Auracoseira italica; Anf， Anabaena flos-aquae; Apf， 

Aphanizomenon flos-aquae; Asf， AstenoneJJa formosa; Cm， 

CycJoteJJa meneghiniana; C， CycJoteJJa spp.; Ma， Microcystis 

aeruginosa; 0， OsciJJatoria sp・-

結果および考察

1988年から 1994年までの浮毒性藻類の優占種の季

節変化を図2に示す。 1988年および1989年は， 7月か

ら9月までラン藻種の Microcystisaeruginosaや

Aphanizomenon flos-aquaeが優占して，湖水面に濃密な

水の華の形成が認められた。 1990年から 1993年は，同

時期のラン藻の現存量が著しく低下し，水の華の形成

が認められなくなり，入れ替わってケイ藻種 (1990年

はAuracoseiragranuJata (= MeJosira granuJata)， 1991， 

1993年はぐycJoteJJameneghiniana， 1992年はA.granuJata 

とCycJotelIaspp.が優占した。 1994年の 7，8月は

Auracoseira抑均ua(= MeJosira翻 bigua)とA.granuJata 

が優占したと同時に，Apha. flos-aquaeの現存量が増加

して薄い水の華の形成が認められた。

4月から 8月までの月平均気温の経年変動と， 1988 

年から1994年までの各月の平均気温の差について分散

分析検定を行った結果を図3に示す。図中のFの値は

分散分析検定の検定統計量を表し，大きな値ほど変動

が大きいことを示す。有意水準 1% (p<O.OI)および5
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Fig. 3. Annual change in average monthly temperature from 

April to August. The variations in the average t巴mperature

from 1988 to 1994 we陀 testedby one-way ANOV A for each 

month. Th巴barsrepresent standard deviation. 

% (p<0.05)で検定した結果， 4月を除く全ての月にお

いて年間の平均気温の値にpく0.01で有意差が認められ

たが， 4月はp<O.05で有意差は認められなかった。 F値

から考えて，平均気温の年変動は特に8月が大きく，次

いで6月， 7月， 5月のj頂に大きいことが明らかとなっ

た。

フィッシャーの最小有意差法による 5月から 8月ま

での月平均気温の年別の多群比較 (p<0.05) を図4に

示す。 1990，1991年の5，6月の平均気温は調査年の同

時期のそれらと比較して，高い気温の年のグループに

含まれた。 1990年と 1991年の5月の平均気温はそれぞ

91 
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Fig. 4. Multiple comparison of the average monthly 

temperatures by Fisher's least significant difference. The 

significance among the years (p<0.05) is indicated by the 

distinction using bars. 

れ11.75，11.950Cであり，ラン藻による水の華が観察

された 1988年と 1989年の 5月の平均気温(それぞれ

10.32， 1O.070C)よりも高く，有意差が認められた。ま

た， 1990年の 6月の平均気温は 17.210Cであり， 1988 

年6月の平均気温 15.500Cとの比較では有意差がない

が， 1989年6月の平均気温 14.020Cとの比較では有意

差が認められた。 1991年の6月の平均気温は 17.210C

であり， 1988年と 1989年のそれらよりも高く，有意差

が認められた。

1988年から 1994年までのChl-ai農度と P04-P濃度の

季節的変化を図5に示す。 1990年以降の Ch1-ai農度の

4月から 5月への増加量は， 1988， 1989年のそれらよ

りも大きく (t検定， p<O.OOJ)，同時にP04-P濃度の減

少量も大きくなっている (t検定， p<0.05)。各年の5月

の平均気温と4月から5月にかけてのChl-a濃度の増加

量の聞に順位相関が認められた (p =0.87， n=7， 

p<O.05)。一方， 5月の平均気温と 4月から 5月にかけ

てのP04-P濃度の減少量の問には相関は認められな

かったが，これは5月のP04-P濃度が4月の濃度に影

響され，特に 1991年と 1992年の4月のPo4-pi農度が

低いために4月から 5月にかけての減少量が過少に見

積られたことに原因すると考えられる。 Takanoand 

Hino (1994) は1990年から 1992年までの夏のラン藻

の現存量の減少は， 5， 6月に著しく増加したケイ藻に

よってP04-Pが消費されたことが原因であると推定し

ている。今回の結果から， 5月に気温が高い場合には，

この時期のケイ藻の成長が促進されることによって，
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Fig. 5. Seasonal changes in chlorophyll-a and P04-P concentrations in L. Barato from 1988 to 1994. 

れたと考えられる。

湖沼において，藻類にとって制限となる可能性のあ

る元素は，リンの他に窒素，ケイ素が通常考えられる。

茨戸湖では無機態の窒素，特に硝酸態窒素濃度が一年

を通じて高<，制限要因になるとは考えられない

(Hino and Tada 1985; Takano and 阻no1994)。また，ケ

イ素はラン藻にとって必要な栄養塩ではなく，一般の

湖沼ではラン藻の成長の制限要因となるとは考えられ

ない。また微量元素，特に鉄が藻類の成長に対して制

限要因となる可能性が指摘されている。しかし，茨戸

湖では，鉄濃度が高< (通常の場合，溶存鉄として数

百J.Ig・1-1存在する。三上，私信)，またキレートとなる

フミン質などの有機物が多く存在する。このような状

態において藻類の成長が制限される可能性は低いと考

えられる (Bayeret aJ. 1987)。

P04-Pが欠乏することの主原因となり，結果的にラン

藻の成長が抑制されたと推定できる。

1991年から 1993年までの7，8月は，他の年と比較

して気温が低くなる傾向にあった。特に1993年の平均

気温はそれぞれ17.460Cであり， 1988年の7月を除い

た他の年の同月の平均気温よりも低<，有意差が認め

られた (p< 0.05，図3，4)。一方で， 1994年の7，8 

月の平均気温はそれぞれ20.52，23.050Cであり， 1989， 

1990年の7月を除いた他の年の同月の平均気温よりも

高<.有意差が認められた (p<0.05，図3，4)0 1993 

年の夏のラン藻の現存量が少なかったことに対し，

1994年の7月は， 1980年代に出現した水の筆よりも規

模が小さいものであったが，Aphanizomenon fIos-aquae 

による水の華が出現した。従って，このような著しい

夏の気温の高低により，ラン藻の成長が大きく影響さ
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今回の調査において， 5月の高い気温と藻類(ほと

んどがケイ藻)の現存量に相関が認められた。一方，

Neale et aJ. (1991)は春のケイ藻 (AsterioneIla[onnosa) 

のブルーム開始時において，ケイ藻の個体数および

Chl・a濃度の増加は光の条件によって影響されることを

報告している。春のケイ藻のプルーム開始時には栄養

塩濃度が高く，ケイ藻の成長が栄養塩による制限をう

けるとは考えられないため，光や温度の物理的な要因

がケイ藻の現存量の決定に大きく影響するものと恩わ

れる。しかしながら，今回の茨戸湖の調査では，光の

強さや日照時間を調べておらず，それらの藻類種への

影響は評価できない。

ラン藻の水の撃の形成にはケイ漢が成長しはじめる

時期である 4月のP04-P濃度も関係していると思われ

る。 1992年の5月の Chl-a濃度は 1988，1989年を除い

た他の年のそれらよりも低く，ケイ藻の現存量が

1990， 1991年ほど高くなかったことを示唆している。

しかしながら， 1992年の4月のP04-P濃度が7同・1.1と

低く外部からの大きな供給源がないことから，ケイ藻

の利用に伴って5，6月にリンが欠乏しラン藻の成長が

抑制されたと考えられる(図5)。一方， 1993， 1994年

は4月のP04-P濃度がそれぞれ27，33陪・1.1と他の年

よりも 10陶・1-1以上高く，また，5月にも P04-Pが残

存していることから，ラン藻が比較的成長しやすい条

件であったと思われる。このような4月のP04-P濃度

の高低は冬期間の枯死生物の分解，および春の雪解け

に伴う外界からの流入負荷に影響されると考えられる

が，実際にどのような条件によって影響を受けるのか

は今後の調査課題である。

引用文献

Bayer， G. L.， Gillam， A. H. and Trick， C. 1987.lron chelation 

and uptake. p. 415-436. In: Fay. P. and Van Baalen. C. 

(eds.) The Cyanobacteria. EIsevier. Amsterdam. 

Hino， S. 1991. Characterization of several types of lake in 

Hokkaido， Japan: stuations of eutrophication and 

phytop如水tonbiomass in Lake Barato， Lake Akan， and 

Lake Shikaribetu. In: M. A包法iand H. Tachibana (eds.)， 

Limnological comp釘 isonof characteristics of water 

quality in Chinese andJapanese lakes， p. 123-140. Proc. 

Symp. Hokkaido Univ. "Limnological Comp訂isonof 

Chinese and Japanese Eutrophic Lakes". 

Hino， S. 1992.百lephysiological state of the phytoplankton 

community of three types of lakes as estimated by its 

adenylate energy charge. Hydrobiologia. 230: 179・192.

日野修次・青井孝夫 1983.茨戸川の水質変化について

一特に 1978年-1982年の水質変化一.北海道公害

防止研究所報.10: 142-146. 

Hino， S. and Tada， S. 1985. Seasonal changes of nu凶ents，

chlorophyll-a， and organic matter concentrations in 

highlyeu回 phicLake Barato， Japan. Jpn. J. Limnol. 46 : 

268-278. 

中村俊男・安藤和夫・青井孝夫 1975.富栄養化に関す

る研究2.茨戸川の富栄養化と藻類について.北海

道公害防止研究所報.1:157・170.

Naka首shiN.，Miy司jima，T.， Nak組 o，S.釦 dTez此a，Y.1992. 

Studies on occurrence of Anabaena and品ificrocystis

blooms in Akanoi Bay of the south basin of Lake Biwa， 

with special attention to nutrient levels. Ann. Rept. 

Interdiscipl. Res. Inst. Environ. Sci. 11 : 67・75.

Neale， P. J.， Talling， J. F.， Heaney， S.I.， Reynolds， C. S. and 

Lund， J. W. G. 1991. Log time siries from the English 

Lake District: Irradiance-dependent phytoplankton 

dynamics during the spring maximum. Limnol. 

Oceanogr. 36 : 751・760.

日本気象協会北海道支部.1988 -1994.北海道の気象.

No.4 -No.8. 

坂本充.1976.生態選移ll.共立出版，東京.

橘治国・吉田邦伸・井上隆信.1996.都市近郊湖沼(茨

戸湖)における栄養塩の形態と藻類増殖.水環境学

会誌 19:132・139.

Takamura， N.， Otsuki， A.， Aizaki， M. and Nojiri， Y. 1992. 

Phytoplankton species shift accompanied by transition 

from nitrogen dependence to phosphorus dependence 

of primary production in Lake Kasumigaura， Japan. 

Arch. Hydrobiol. 124: 129-148. 

Tak加 o，K.飢 dHino， S. 1994. What caused the summer 

replacemant of dominant planktonic algae in Lake 

Barato? Jpn. J. Limnol. 55 : 279・286.

Takano， K. and Hino， S. 1996. The effect of silicon 

concentration on replacement of dominant diatom 

species in a si1icate-rich lake. Jpn. J. Limnol. 57 : 153・

162. 

(Received Jun. 12 1996， Accepted M釘 .311997) 





藻類 Jpn.J. Phycol. (Sorui) 45:95・101，Ju1y 10， 1997 

広島湾産有毒渦鞭毛藻 Alexandriumtamarenseの増殖に及ぼす

水温，塩分及び光強度の影響
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from Hiroshima Bay， Japan. Jpn. J. Phycol.(Sorui) 45: 95-101. 

Effl田 tsof temperature， sa1inity四 dirradi四回onthe growth of toxic dinotlagella飽 AI，四 andriumtamarense isolated 
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growth was suppressed by low sa1inity at all temperatu問 examined.羽詰 optimumtempe回同居間dsa1inity for the 

grow曲of血isHirosbima Bay s回 in，15"C皿d30%o，we問a1so目前cord祖国withthose observed in situ when high 

cell density of this species was found. The irradiance-growth curve obtained at 150C岨 d30 %0 was described拙
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T副凶~iY田n誼noto血dKenjiT，町U阻止 Facultyof Applied Biologica1 Science， Hiroshima University， Higashi-Hiroshima 

739， Jap由1

Alexandrium t.制 arense(Lebour) Balechは温帯を中

心とした世界各地の沿岸域に広く分布し，麻簿性員毒

を産生する有毒プランクトンの一種として知られてい

る。近年，本種をはじめとする有毒プランクトンによ

る貝類の毒化は，世界的規模で拡大の傾向にある

(Anderson 1989， Hallgraeff 1993)。我が国においても

例外ではなく， 1992年春にはこれまで貝毒の発生が報

告されていなかった広島湾で本種によるマガキおよび

アサリの大規模な毒化が起こり，貝類生産，特にマガ

キの関連産業に甚大な被害をもたらした(広島県

1993)。その後，毎年，二枚員類の蓄積毒量が厚生省の

定めた規制値 (4阻 Jg-I)を超えており，貝毒の発生に

は恒常化の兆しが見られる(広島県 1993，1994， 

1995)。広島湾では，全国生産量の約 7割を占めるマガ

キの養殖が古くから行われていることから，このよう

な貝毒の発生は，出荷規制に伴う直接的な被害はもち

ろんのこと，商品イメージの低下という点からも広島

県下の水産業に深刻な影響を及ぼしている。

A. tamarenseの増殖機構を解明するためには，その

生理的特性を明らかにすることが必要となる。本種の

生理的特性に関する実験報告はこれまでいくつかなさ

れているが (Prakash1967， Watras et aJ. 1982，石丸

1985，阿知波・岩崎 1990，山本ほか 1995)，株の違い

によって，その生理的特性も異なると考えられるため

(Gallagher 1982)，ここでは広島湾における本種の発

生・増殖機構の解明という観点から，向湾から採取し

た株を用いて実験を行った。

一般的に現場海域での植物プランクトンの増殖に

は，水温，塩分，光強度，潮流，風などの物理的要因，

栄養塩濃度などの化学的要因，他の生物による捕食な

どの生物的要因など，様々な要因が複雑に関係してい

る。本研究では，これらのうち，水温，塩分および光

強度の違いが広島湾産A.畑町!nseの増殖に及ぼす影

響を実験的に明らかにすることを目的とした。また，
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同様の方法で得られた三河湾産株での結果との差異に

ついても検討した。

材料および方法

実験に用いたA.tamarenseは高山晴義氏(広島県水

産試験場)が 1992年に広島湾から採取，分離した株

(A'叩 S92) を譲り受け， ピペット洗浄法(西i宰・千原

1979)と対数増殖期の植え継ぎを繰り返してバクテリ

アによる汚染を最小限に抑えたクローン株である。培

地にはケイ酸塩を除いた f/2培地 (Gui11ard1975) 1∞ 
m1に対し 50mgの割合でTrisを加え，希HC1でpHを

8.2に調整したものをメンプランフィルター(ポアサイ

ズ0.22阿1，Mi11ipore，タイプGS)でろ過滅菌して使

用した。

培養容器には，ネジ口試験管(13X 100mm， Pyrex 

製)を用いた。実験に使用したガラス器具類は全て充

分に洗浄し，自然乾燥させた後，オートクレープ滅菌

(121'C， 20分)あるいは乾熱滅菌 (170'C， 3時間)を

施してから使用した。

増殖に及ぼす水温と塩分の影響

培養実験温度は 5，10， 15， 20， 25'Cの5段階，塩

分は 10，15， 20， 25， 30， 32， 35 %。の7段階とし，こ

れらを組み合わせてお通りの設定で実験を行った。

培養株を上記の実験条件に馴致させるため以下の継

代培養を行った。まず，水温15'C，塩分35%0，光強度

150μE.m-2.s-1，明暗周期 12L:12D(明期は6:00-18:00)

で培養したもの0.2m1ずつを，塩分25，30， 32， 35 %。

の培地4m1に接種した。これらの増殖を確認した後，

さらに，塩分25%。のもの 0.2mlずつを 10，15， 20%。

の培地4mlへ接種した。また，水温を 15'Cから 1-2

℃ずつ上昇あるいは下降させ，その都度増殖を確認し

ながら， 1O'Cと 20'Cに馴致させた。1O'Cから5'Cへ， 20

℃から 25'Cへ移行する際には，約7日聞かけて目的の

温度条件にした。

以上の操作を前培養とし，次に前培養と同じ水温，

塩分に調整した印培地を 4mlずつ分注した 3本のネ

ジ口試験管に前培養を 0.1m1ずつ接種し(接種細胞密

度は 10-50 cells ml-1) ，前培養と同じ水温，塩分，光

強度で本培養を行った。

本研究では， in vivoクロロフィル蛍光を測定するこ

とでA.tamarenseの増殖を評価することとした。この

方法は，大量のサンプルを迅速かつ簡便に処理するこ

とが可能であり，試験管のふたを開けることによるコ

ンタミネーションの恐れが無いという利点がある

山本・樽谷

(Brand et al. 1981)0 in vivoクロロフィル蛍光値は， 1 

日おきに定時 (11:30) に，サンプルを約 15分間遮光

後，撹持してから蛍光光度計 (TurnerDesigns社製

ModellO)を用いて測定した。

比増殖速度は，対数増殖期に相当する少なくとも5

つの測定値について次式に最小自乗法を適用して算出

した。

F， 
μ=一一1n一一

Llt F。 ，
 

)
 

l
 

(
 

ここで，

μ:比増殖速度 (d-1)， 

Fo:対数増殖初期の invivoクロロフィル蛍光値

(相対値)， 

F，:対数増殖終期の invivoクロロフィル蛍光値

(相対値)， 

D，:対数増殖の期間 (d)， 

である。データはtriplicateで得られるため，それらの

平均値を採用した。ただし，それぞれの設定条件下で

行った triplicateの実験のうち，明らかに増殖の様子の

異なったものは計算から除外した。

増殖に及ぼす光強度の影響

ネジ口試験管3本に f/2培地を 4mlずつ分注し，こ

れに光強度 150lJE.m-2.s-1，明暗周期 12L:12D(明期は

6:00 -18:∞) ，水温15'C，塩分35%0， pH 8.2で7日間

前培養して対数増殖中のA.伽師聞を0.1m1ずつ接種し

た(接種細胞密度は 10-50 ceUs m1-1)。これらを黒色あ

るいは白色のメッシュで覆うことで，光強度を 11，35， 

50， 76， 89， 124， 152， 204， 244， 301lJE.m-2.s-1の10段

階に調節し，凶plic砲で実験を行った。これらの光強度

の設定は，光量子計(スフェリカル光量子センサーLI-

188B， Li-Cor社)に同じメッシュをかぶせて培養機内

で測定し，試験管を置く位置を定めることでおこなっ

た。培養期間中は，毎日 I回撹枠し， 1日おきに定時

( 10:30)にinvivoクロロフィル蛍光を測定した。invivo 

クロロフィル蛍光の測定および比増殖速度の算出は上

記の水温と塩分に関する実験と同様の方法で行った。

比増殖速度と光強度との関係については，Lederman

and Tett (1981)の直角双曲線モデルを改変した次式を

適用し，非線形最小自乗法で近似して各パラメータを

求めた。
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Fig. 1. Growth curves of A. tamarense grown at various tempera知町 andsalinity combinations. Each symbol represents血e

average of duplicate or triplicate data. pH 8.2， 150凶・m.2.s.Jand 12L:12D. 
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at various Iight intensities. 15"C， 35施。血dpH8.2. 

塩分においても全く増殖がみられなかった。 10'Cで

も，塩分10および15%。では増殖が認められなかった。

20 ~ 35 %。での比増殖速度は 0.11~ 033 d-Jの範囲に

あった。 15'Cでは 10%0でのみ増殖が見られず， 15 ~ 

35 %0では比増殖速度0.23~ 0.38 d-Jと比較的高い値を

示した。 20'Cでは 25~ 35%。で増殖が認められ，比増

殖速度は 0.22~ 0.35 d-Jであった。 25'Cでは，いずれ

の塩分においても増殖は観察されなかった。

以上の水温と塩分との組み合わせに対する比増殖速

度の違いをFig.2にまとめた。最大増殖速度0.38d-Jを

与えた水温と塩分の組み合わせは，15'C， 30%0であっ

た。また， IO'Cでは20%。以上で増殖が可能であったが，

15'Cの場合と比べると，いずれの塩分においてもその

比培殖速度が有意に低下した (t検定， p<0.05)。一方，

20'Cの場合，高坂分域での比増殖速度は 15'Cの場合と

ほぼ等しかったが，増殖可能な塩分範闘が25~35%。

に縮小した。

-略目お

Fig. 2. Contour plots of specific growth悶.te(d-I) of A. tamarense， 

Hiroshima Bay strain， at various temperature and salinity 

四 mbinations.Calculation was made for the exponential grow由pha揖

in the batch cultu問 incuhation(see Fig. 1). pH 8.2， 150 lIE.m.2.s-' 

四 d12L:12D. 
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増殖に及ぼす光強度の影響

各光強度における増殖曲線を Fig_3に示した。本種

は光強度 76J.lE.m・2・S-I以下の弱光条件下では増殖でき

なかった。場殖は光強度89J.lE-m・2_S-1以上で認められ，

89 ~ 301μE.m-2.s-1での比増殖速度は0.22~ 0.25 d-Iと

ほぼ等しく，これらの値の聞に統計的に有意な差は見

られなかった (t検定， p<O.05)。比増殖速度と光強度

である。

結果

増殖に及ぼす水温と塩分の影響

塩分の違いによるA.tamarenseの増殖曲線をそれぞ

れの温度についてFig.1に示した。 5'Cでは，いずれの
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Fig. 4. Specific growth rate of A. tamarense， Hiroshima Bay strain， 

出 afunction oflight intensities. 15'C， 35克o叩 dpH 8.2. 

との関係を直角双曲線モデル(式2) に当てはめたと

ころ， μmは0.23d.I， Ks' 1。はそれぞれ76.2および76.0

凶・m.2.s.1であった(Fig.4)。

考察

今回の実験結果から，広島湾産A.tamarenseは水温

10-20'(;，塩分 15-35 %。の範囲で増殖可能であり，

また，最大比増殖速度を与える水温と塩分の組み合わ

せは， 15'(;， 30%。であった (Fig.2)。本種が最も高密

度に分布する海域である広島湾呉港奥部で1995年2-

5月にモニタリング調査を行った結果では(樽谷

1997)， 4月中旬から5月初旬にかけて 10cells ml一l以

上出現し，この間の水温は 13-15'(;，塩分は28-32 

%。であった。このことから，今回の実験で得られた最

適水温・塩分は現場海域での観測結果とよく一致して

いる。

植物プランクトンの生理的特性は，同一種であって

も株の違いによって差異が見られることが指摘されて

いる (Gallagher1982) 0 A. tamaren胞の増殖は，大船渡

湾産の株では水温10-18'(;，塩分32%0(阿知波・岩崎

1990) ，北米東海岸産の株では 11-22'(;，30.5%。

(Anderson et aJ. 1984， White 1978)で活発であるとい

う今回の実験結果と類似した報告がある一方で，最適

水温については台湾産の株で28'(;(Su et a1. 1993)，最

適塩分については北米東海岸産の株で 15-23 %。

(Prakash 1967) との報告例もある。

我々は先に三河湾産株で同様の検討を行ったが(山

本ら 1995)，両株聞においてもその増殖応答に若干の

相違が認められた。三河湾産株の特徴は，低水温(5'(;)

でも高塩分域ではわずかではあるが増殖が可能であっ

たことと，水温が20'(;になると比増殖速度が急激に低

下するという点にあった。逆に広島湾産株は 5'(;では

全く増殖が認められなかったのに対し， 20'(;では高塩

分域で最適水温である 15'(;の場合に匹敵するような高

い比増殖速度が得られた。このように広島湾産株は三

河湾産株に比べ，その増殖至適水温域が若干高温域に

ある。三河湾では本種の出現が認められ始める 2月上

旬に水温は5-6'(;であるが(山本ら 1995)，広島湾

の最低水温は9-10'(;程度であり(橋本 1986) ，三河

湾ほど低下しない。また，本種が消滅する時期の現場

水温は，三河湾では約 19'(; (山本ら 1995) ，広島湾

では17'(;程度である(広島湾で同種による貝毒の被害

が見られるようになった 1992-1994年の平均;樽谷，

1997)。高温域の広鳥湾のデータについては蓄積が少

ないので議論の対象からはずすと，今回得られた実験

結果は現場の水温状況と良い一致を示したといえる。

今回の実験で得られた補償光量I。は76.0J.1E.m.2，s'lと

高く，広島湾産A.t.抑 arenseが活発な増殖を行うには

かなり高い光強度を必要とすることが明らかとなっ

た。海産植物プランクトンの補償光量は，数種の ice

a1gaeで報告されている 0.2μE.m.2.s.1(Cota 1985)から

Amphidinium carteriの160J.1E.m・2'S.1(Jitts et aJ. 1964)ま

で種によって大きく変動する。A.tamarenseの補償光量

に関しては， Gloucester研究所 (Massachusetts，U.S.A.) 

によって分離された株で35凶・m九 I(Langdon 1987) ， 

三河湾産株で45J.1E.m'2.s.1 (山本ら 1995)の値が報告

されており，比較的高い光強度を必要とするという点

で今回の実験結果と類似している。

ここで，運動性のある植物プランクトンの補償光量

を正確に求めることの技術的な困難さについて少し

断っておきたい。通常，容器の材質が何であれ，容器

壁面による吸収により光は減衰するが，逆に，容器壁

面が曲面であることによって集光され，内部に光強度

の高い場所が局所的に生じる場合もある。鞭毛藻のよ

うに運動性のある藻類の培養はスターラーなどで撹祥

すると巧く行かないことが経験的に分かっているの

で，基本的には静置培養が行われる。このため，鞭毛

藻は容器内の光条件の良好な空間に集合してしまうこ

とがあり，静置期間中にしばしば見られる微細パッチ

はこのためと思われる。今回は口径の小さい試験管を

用いたため，容器内部の光強度の分布を測定すること

はできなかったが，ある程度の不均一性があったであ

ろうことは否定できない。ただし，口径の大きな容器

を用いて内部の光強度の微細分布を測定できたとして

も，静置培養中の鞭毛藻の微細パッチの形成は避けら

れない。さらに，実験を最低でも triplicateで行いたい
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場合には，培養装置(恒温器)の限られたスペースの る溶存態の無機・有機各種物質の濃度などの化学的要

中では試験管のような小容量の容器を用いざるを得な 因といった他の環境要因についてもさらに検討を進め

い。著者らが知る限り，容器内での光強度の微細分布 る必要があろう。

に関する報告はなされていないが，運動性のある植物

プランクトンの培養においては今後検討すべき重要な 謝辞

問題であろう。 本研究を行うにあたり終始御指導，有益なご助言を

今回の実験設定では最高約300J.1E.m.2・S.1の光条件を 戴いた広島大学生物生産学部教授松田 治博士と橋本

与えたが，強光阻害は見られなかった。広島における 俊也助手に謹んで感謝致します。また，実験に用いた

4月の太陽光の全放射強度は847J.1E.m匂ーlであり(理 A. tamarense広島湾株 (ATHS92) を快く提供下さり，

科年表 1994)，海表面での反射などによる消失分を さまざまな情報を提供戴いた広島県水産試験場の高山

15%，さらにその50%が光合成有効波長として海水中 晴義氏に心から感謝いたします。

に透過すると考えると(パーソンズ・高橋 1974)，海表

面下の光強度は360J.1E.m-2・S-1となる。ただし，この値

は晴天・曇天の別を考慮していないので，さらに小さ

い値が予想される。したがって，広島湾産A.tamarense 

は海表面付近においても，強光阻害は生じていない可

能性が高い。ただし，今回の光強度に関する実験では

水温は15'Cで増殖にとって至適であったが，温分はやや

高め (35%0)の設定であったので，得られた μmは

0.23 d-1と，水温，塩分ともに至適な条件で得られ

たμm=O.38d-1より小さかった。このことは，現場での

本種の増殖を考える場合，光一増殖の関係を水温と塩

分の関数としてとらえる必要があることを示唆してい

る。

A. tamarenseは生活史のある時期に休眠シストを形

成することが知られており，このシストが本種の発生

や消滅に重要な役割を果たしているといわれている

(Anderson and Wall1978， Anderson et aJ. 1983，加derson

et aJ. 1984)。山口ら(1995) は広島湾において，本種

シストの水平・鉛直分布について調査を行い，シスト

の高密度分布域と栄養細胞の分布とが極めて良く一致

していること，また，一部の海域では 1，伎JOcys岱cm-3を

趨える高い密度で本種シストが存在していることを明ら

かにした。広島湾における本種シストの発芽生理につ

いてはまだ充分に解明されていないが，仮にこれらの

シストがすべて発芽し，広島湾奥部の約10m程度の水

深の水柱に放出されるとすると， 1，000 cells 1-1以上と

なる。実際に水中で観察される最高細胞密度はさらに

1-2桁高い場合が通常であるので(広島県 1995) ， 

今回の研究で明らかとなったように，発芽後の遊泳細

胞の分裂速度に影響を与える水温，塩分及び光強度な

どの環境要因は広島湾における本種の発生・噌殖機構

を明らかにするうえで重要となる。また，遊泳細胞の

集積・分散に関係する風や潮汐などの物理的要因や，

本穫が増殖のための栄養源として利用すると考えられ
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主主研究技術紹介

酵素活性測定法

・光合成 CO2固定およびグリコール酸経路関連酵素・

鈴木健策
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Assay procedures to me描凹eenzyme activities related to photosynthetic c渇rbonassimilation and glycolate metabolism 
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Kuriyagawa， Morioka， Iwate 020-01， Jap叩

1 .はじめに

藻類は多様な生物集団であり，酵素ーっとってもそ

の性質は穫によってかなり異なる場合が多い。同ーの

反応が全く別の酵素により触媒されていることもある。

したがって一般的によく使われている酵素測定法で

あっても，その藻で初めて測定する場合には，至適pH，

基質・コファクター濃度くらいは確認しておく必要が

あることはいうまでもない。

また，藻類に限らないが光合成に関与する酵素には

不安定なものが多いので，細胞破砕から酵素活性測定

直前までの一連の作業を 4'(;以下で行うのが普通であ

る。しかし凍結保存により失活する酵素もあり，時に

は低温保存により失活する酵素もある。したがって高

い活性を得ょうと，思ったら保存など考えずに，しかる

べき保護剤，安定化剤等を添加することで活性低下を

最小限に留めながら，できる限り短時間のうちに活性

測定までもっていく必要がある。それに活性測定まで

の時聞が十分に短くできれば低温にしなくてもすむ場

合もある。いずれにしても文献等の方法で試みた後の

最適化が重要である。ここでは光合成や光呼吸に関わ

るいくつかの酵素活性を粗酵素抽出液で測定する方法

と注意点について，できる限り微細藻類を用いた例に

基づいて紹介したい。

2.跨索の抽出

2・1. 抽出用緩衝液の組成・添加物

細胞を破砕すると，酵素は著しく希釈され，かつ，

それまで細胞内で隔離されていた様々な物質と混在す

ることになり，分解を受けたり，失活したりする可能

性がある。安定化因子や活性化因子と解離してしまう

可能性も大きい。また，緩衝液の成分がかえって酵素

活性低下の要因になってしまうこともある。そこで目

的とする酵素にあわせて，細胞破砕後にできるだけ高

い活性を維持できるよう抽出用緩衝液を工夫する必要
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カfある。

安定なpHは酵素により異なり，反応の歪適pHと一

致するとは限らないが，光合成関連の酵素の場合，葉

緑体内に近いとされるpH7.5から8.0で抽出することが

多い。また，抽出により pHが大きく変わってしまわな

いよう，充分な緩衝作用を持たせる必要がある。 Tris

(シグマ社ではτRIZMA)やGood緩衝剤から目的のpH

に適したものを選ぴ(シグマ社のカタログの

rBIOLOGICAL BUFFERSJや同仁総合カタログの

「グッド緩衝剤」を参照)，藻類の場合最初は 1叩mM

以上の濃度で使用するのが無難である。しかし活性や

安定性が緩衝剤の種類によって左右される場合もある

ので注意を要する。

蛋白質分解酵素の阻害剤としては lmMのPMSFを

加えることが多い。しかし本当に蛋白質分解酵素によ

る分解が問題となる場合は，これでは不十分と言われ

ている。そこでさらに， 5 mM E-amino-n・caproicacid， 

1 mMbenzan岨dine，10 mM EDTA-N~等を添加するこ

ともある。牛血清アルブミン (BSA)等の添加も効果

があり，目的酵素の安定化にも役立つ場合がある。

鈴木

ポリフェノール等を多量に含む藻類では酵素の不溶

化，アミノ基の酸化， SH基の酸化やそれらによる酵素

の不活性化が起こりやすい。この場合，窒素気流化で

の抽出，ポリフェノールオキシダーゼ阻害剤として

KCNやジエチルジチオカルパミン酸ナトリウムの添

加，還元剤としてアスコルピン酸ナトリウム， 2・メル

カプトエタノール (2・ME)またはジチオスレイトール

(DTT)等の添加，ポリフェノール吸着剤としてポリピ

ニルピロリドン (PVP)またはポリクラール ATの添

加等，あるいはその組合せを試みる(猪JII1979)。

また酵素の安定化に基質やコファクターを添加する

こともある。特に二価カチオンをEDTA等のキレート

剤と共に添加することが多い。酵素がSH酵素の場合

は通常DTTや2-111也をSH基の保護剤として加える。安

定化のためにグリセロール(たとえば20%)を入れる

こともある。

2・2. 細胞の破砕

酵素活性を測定する場合，通常は藻類細胞を破砕し

酵素を抽出する作業が必要になる。微細藻類でよく使

われる方法には，超音波破砕による方法，フレンチプ

レス等を用いる方法，グラスピーズを用いる方法，界

面活性剤を用いる方法等がある。

超音波破砕法: 微細藻類の細胞破砕で最も簡便

で効果的なのがこの方法である。いろいろなタイプの

プローブ(液中に超音波エネルギーを放射，集中させ

る部分)があるが， 10ml以下であればマイクロチップ

式プロープを使用する。細胞壁のない藻ならほんの数

秒で充分である。細胞壁があっても，例えばクラミド

モナスの細胞懸濁液5mlを氷冷しながら島津USP-3∞
でパルス処理 (0.2秒ーON，1.8秒ーOFF) した場合， 5 

-15分で完全に破砕できる。壊れにくい材料の場合は

界面活性剤を併用こともあるが泡が出すぎると破砕効

率が低下する。その時は消泡シリコンの少しついたガ

ラス棒などを泡にふれさせるとよい。

圧力破砕法: 細胞内外に急激な圧力変化を生じ

させることで生体膜を破裂させる方法である。物理的

に圧力をかけるフレンチプレスと，窒素ガス等で圧力

をかけるパール細胞破砕器 (P:町民ess，P:町社)等があ

る。後者の方が取り扱いが簡単で安価である。また前

者は内部の液の撹祥が困難であるが，後者は圧力をか

けたまま氷冷・撹持ができ，細胞の沈降等を気にせず

長時間の処理もできる。この方法は，等張液中でマイ

ルドに用いることで，葉緑体などオルガネラの単離に

よく利用されているが，低張液中で何度か繰り返し行

えば粗酵素抽出液を得る方法としても効果的な場合が

ある。細胞壁のない藻や，クラミドモナスのように比

較的こわれやすい藻の破砕に適している。

グラスピーズ衝撃法: 紅藻のPorphiridiumなどは

超音波や圧力変化では破砕が困難であるが，グラス

ピーズ法を用いることで効果的に破砕することができ

る。専用の装置も市販されているが，特別な装置がな

くても次の要領で行えばよい。等量のグラスピーズ

(0.5mm径が一般的)と細胞懸濁液を試験管(またはマ

イクロチューブ)に入れ氷冷する。温度があまり上が

らないように注意しながら試験管ミキサーで激しく振

とうする。時々顕微鏡下で破砕状況を確認しながら振

とうと氷冷を繰り返す。十分に破砕したところで混合

液を遠心櫨過する。または試験管を氷の中に静置し，

グラスピーズが沈殿した後の上清を遠心分離または櫨

過する。

その他の抽出法として，凍結融解法，トルエン等を

用いた自己消化法，アセトン粉末法等があり(猪川

1979)，また細胞壁のない藻類では，界面活性剤や浸透

圧差による細胞膜破壊も有効である。

2・3. 粗酵素抽出波の調整

通常は，細胞破砕後ただちに高速冷却遠心分離機

(例えば20，αlOxg，20 min)などで上清と沈殿に分画す

る。特にきちんと沈殿を分離したいときは超遠心分離
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機(例えば150，α)Qxg，30 min)を用いる。光合成CO2

固定や光呼吸に関与する酵素はほとんどが上清にくる

ので，普通はこれを粗酵素抽出液とするが，疑わしい

場合や活性が両方の函分にある場合は，遠心分離せず

に破砕後の懸濁液を粗酵素液とし，できるだけ速やか

に酵素活性を測定する。

3. CO2固定関連酵素

3・1. カーボニックアンヒドラーゼ (CA)

溶存CO2とHC03ーの平衡反応を促進するはたらきを

するこの酵素は，ルピスコへのCO2供給で重要な役割

を果たしている。活性測定法としては，pH変化を湖u定

する方法とマススペクトロメーターを用いる方法があ

る。後者の方か官感度でより正確な結果が得られるが

装置が高価で一般的でないので，ここではpHメーター

を用いて pH変化を測定する方法 (Spaldingand Ogren 

1982， Suzuki釦 dSpalding 1989)について説明する。な

おこの方法は微細藻類全般に幅広く用いられている。

活性測定手順:氷冷したミニパイアルまたは試験

管中に0・10004.の酵素液と氷冷した25mMペロナール

緩衝波を加え3mlとする。マグネティックスターラー

上の小容器中に立てて氷冷する。液中に微小pH電極

を注意深く挿入し，撹祥子の回転と記録計の紙送りを

開始する。 pHが安定していることを確認した後， 2ml

の氷冷CO2飽和水を手早く加え，pHの低下を記録す

る。

酵素液:クラミドモナス細胞表層のCA活性の測定

では，細胞を遠心分離で集め，ベロナール緩衝液 (25

mM)で一度洗い，再懸濁したものを酵素液とする(細

胞は50から 1∞倍に濃縮)。全CA活性の測定では，そ

の懸濁液を超音波等で破砕(界面活性剤を加えてもよ

い)した懸濁液をそのまま酵素液とするか， 0.25%の

NP-40またはTritonX-100で10分間37'Cで処理したも

のを用いる。

ベロナール緩衝液:市販の調整済のベロナール緩

衝液 (pH8ム0.05M)を用いるとよい。ベロナール(パ

ルピタール)は向精神薬であるが，市販の調整済緩衝

液は法的規制の対象とはならない。

氷冷 CO2飽和水:三角フラスコに純水を入れ，氷

冷しながらCO2ガスを通気し 2時間以上たってから使

用する。

活性 :1 unit=νte・1 (所定のpH変化に要する時間

を半分にする酵素量)として表す。ここで%は酵素な

し，らは酵素添加時，それぞれpHが8.3から 7.3まで

低下するのにかかる時間である。

なお一般的には酵素活性はタンパク質 1mg当たり

で表すことが多いが，光合成活性との比較を考えると

クロロフィル1mg当たりで表すほうが便利である(例

えばCAなら unit'(mgChl).I，ルピスコなら仰nol'(mg

Chl)ーIh.l)。また，色素の定量が難しい藻類では充てん

細胞体積 (packedcell volume)などを用いることもあ

る。クロロフィルの抽出と定量については三室(1996) 

に詳しいが，クラミドモナスなどの場合はSprei包erに

より簡便化された方法がよく使われる (H釘由 1989)。

クリプト藻や珪藻などクロロフィルaとcを持つ藻類

についても簡便法がある (Suzukiand Ikawa 1984)。

3・2. リプロースー1，5-二リン酸カルボキシラーゼ/

オキシゲナーゼ(ルピスコ)

光合成で最も重要な酵素で， CO2とリプロースー1，5-

二リン酸 (RuBP)から 2分子の 3-ホスホグリセリン

酸 (3-PGA)を生成する(カルポキシラーゼ反応)が，

O2とも反応し 3-PGAとホスホグリコール酸を一分子

ずつ生成する(オキシゲナーゼ反応)。オキシゲナーゼ

反応は光呼吸の最初の反応として知られている。この

二つの反応では CO2とO2がそれぞれ互いに措抗的に

働く。

3・2・1. カルボキシラーゼ活性

粗酵素抽出液のカルポキシラーゼ活性の測定には

14C02画定の測定が最適である(表 1，2)。緩衝液等の

調整は C02free水を用いて行う(佐藤ら 1997)。

全活性測定前にはMgCl2とNaHC03を含む緩衝液で

平衡化したSephadexG・25(PD・10，ファルマシアバイ

オテク社);などに粗酵素液を通し充分に活性化するこ

とが望ましいが，反応液に充分な濃度の MgCl2と

NaHC03が含まれるなら 10分間プレインキユベートす

るだけでもよい (Suzuki加 dIkawa 1993)。

藻体内での活性化状態を調べるには，藻体を液体窒

素で急速冷却，C02を含まない緩衝液中で手早く抽出，

表1.Rubisc~由出用緩衝液の一例(クラミドモナスの
場合)。

組成 濃度

2.5ml Bic回e/KOH.pH 8.0. 2∞mM 1∞mM 
0.5ml Mがヨ2，21∞mM 20mM 
0.5ml N副 α>，.200mM 10mM 
0.5ml D1T.SOmM SmM 
1.0ml water 

O.l2Sml PMSF.40mM泊 isopr可)81¥01 lmM 
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表2.RuBPカルボキシラーゼ活性測定時の反応液。反
応の直線性を確認するため、異なる反応時間で何点か測
定する。

添加量 原液 最終濃度

875凶 Bicine/MgCI/KOH"， CO.-free 
50μN必至14Co"4∞mM 20mM 
5凶 carbonic ar由y也冨se，勾19/m1，CO.-歯切 lOng 
50μenzyme柿

一一・ー (C02-台関の問ガスで通気、 25・Cで約5分)ー・

20凶 R岨P，α)，-住民 2mM 

----一一一一一一-(反応、2s・Cで1分以内)一一一一一一一一一

50凶 aceticacid 

.. Bicine/KOH， pH 8.0， 100 mM，ω四tai凶ng10 mM MgCl， 

... 10 mM NaHi'Co，を含む(表1)。

その一部を基質を含む反応液に加え30秒間反応させる

とよい(横田， 1994)。

RuBPは溶液で保存するとキシルロースー1，5-二リン

酸 (XuBP)等の阻害物質を生じる可能性があるので，

原則として溶液での保存は避けたほうがよい。また，

市販のRuBP中にもこれらの阻害物質が含まれている

おそれがある。しかし粗酵素抽出液中の活性をìD~る程

度で詳細なキネテイクス等を調べるのでなければ市販

品 (Sigma0878)で充分である。いったん溶かしてし

まった RuBPも，使いきることのできる分量ずつに小

分けして -30・C以下で保存すれば6週間は安定なので

目的によっては使用可能である。

3・2・2. オキシゲナーゼ活性

感度は高くないが，オキシゲナーゼ活性はRuBPに

依存した酸素の消費として酸素電極で光合成測定(和

田野 1996，佐藤ら 1997)と同様に測定できる(表3)。

3-2-3. カルボキシラーゼ，オキシゲナーゼ両活性の

表3.酸素電極によるRuBPオキシグナーゼ活性測定時
の反応液。

添加量 原液 最終濃度

925 IU Bicine/MgCl/KOH "， CO.-free 
5凶 carbonic anhydrase， 2問 /m1，C02-倉健 lOng 
50凶 rubis∞P岬 aration 150μg相当

--一一一一一平衡化 (25・C・約5分)一一一一一-

20μRuBP， CO.-台関 2mM 

事 Bicine/KOH，pH 8.0， 1∞mM，∞ntaining 10 mM MgCl， 
CO.-freeの純水で調製し、使用直前までα)，-fr慌の空気を
通気しておく。
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同時測定

分子ふるい (HiLoad16/60 Superdex 200pg，ファル

マシアバイオテク社)などである程度精製した酵素の

場合は放射性同位体を用いなくても，任意のCO.j02濃

度の気体と平衡状態で反応させ，除イオン交換液体ク

ロマトグラフィにより 3-PGAとホスホグリコール酸を

定量することで両活性の同時測定と CO.j02相対特異

性の評価ができる (Uemuraet aJ. 1996)。ただし高感度

かつ高精度の装置が必要なため，あまり一般的ではな

い。同様の測定は，酸素電極でのオキシゲナーゼ活性

測定の後に3-PGAを酵素的に定量(次項を参照)する

ことでもできるが，精度や感度には若干問題がある。

CO.j02相対特異性は藻類群によりかなり異なり，緑藻

やラン藻などでは高等植物より低いのに対し，紅藻，

ラフイド藻，珪藻などではかえって高いことが最近わ

かっている (Readand Tabita 1994， Uemura et aJ. 1996)。

3-3. ホスホグリセロキナーゼ (PGK)

ルピスコの両活性により生成する3-PGAを， ATPを

用いて 1，3-ビスホスホグリセリン酸(1 ，3-bisPGA) に

する。活性は，グリセロアルデヒド三リン酸デヒドロ

ゲナーゼ (GAPDH) と共役させることでNADHの酸

化 (340nmの吸光度の減少)として測定できる

(Macioszek et aJ. 1990)。酵素液として市販のPGKを用

いることにより 3-PGAの定量に応用できる (Stinet aJ. 

1989)。

3-4. グリセロアルデヒド三リン酸デヒドロゲナーゼ

(GAPDH) 

細胞質局在のGAPDHはNADHを要求するが，葉緑

体のものはNADPHを要求し， PGK活性により生成す

る 1，3・bisPGAからグリセロアルデヒド三リン酸

(GAP) を生成する。実際には PGKに結合した 1，3-

bisPGAを基質としているらしい。 PGK測定用反応液

中のGAPDHをPGKに代えることで活性を測定できる

(Anderson et aJ. 1995)。

3-5.トリオースリン酸イソメラーゼ (TPI)

GAPとジヒドリキシアセトンリン酸 (DHAP)の変

換を行う。活性測定はGAPを基質とし，グリセロールー

トリン酸脱水素酵素と共役させることでNADHの酸化

(340nmの吸光度の減少)として測定できる (Anderson

and Advani 1970)。

3-6.アルドラーゼ



酵素活性測定法 107 

DHAPとGAPからフルクトスー1，6-二リン酸(FBP)

を生成する反応を可逆的に触媒する酵素で，カルピン

回路でも解糖系でも重要な役割を持つ酵素である。

FBPを基質としたとき生成するトリオースリン酸

を，ヒドラジンとの反応を利用して測る方法と，グリ

セロールー1-リン酸脱水素酵素と共役させNADHの酸

化 (340nm の吸光度の減少)を湖~る方法の二通りの分

光光学的方法で比較的簡単に測定できる(猪JI!1979)。

3-7. フルクトースー1，6-ジホスファターゼ (FBPase)

カルピン回路に関与するものと解糖系に関与するも

のの少なくとも 2種類が知られている。高等植物で

は，カルピン回路に関与する酵素は光により著しく活

性化されることで有名であるが，藻類ではよく分かつ

ていない。遊離するリン酸を比色定量する方法と，ヘ

キソースリン酸イソメラーゼ，グルコースー6-リン酸脱

水素酵素と共役させ， NADPHの生成を測定する方法

がある(猪JII1979)。全活性を求める時は測定前に，

loomMDTI， 2mMFBP， IOmMMgCI2を含む緩衝液

(H訂'binsonet al.， 1990)で 10分間程度活性化を行う。

3-8. ホスホエノールピルビン酸カルボキシキナーゼ

(PEPCK) 

この酵素はホスホエノールピルビン酸カルボキシ

ラーゼ (PEPCぉe) と同様，ホスホエノールピルビン

酸 (PEP) とHC03ーからオキサロ酢酸 (OAA)を作る

が，同時にA胃も作る(動物等では GTP)。いずれも

ら植物の光合成ではルピスコにCO2を供給するために

重要な酵素である。 C3植物では光合成へのCO2供給と

は関係はないとされ，PEPCase はTCA回路の補充反応

に， PEPCKは逆反応で糖新生に関わるとされている。

しかし藻類では必ずしもそうではないらしい。褐藻や

珪藻では PEPCaseではなく， PEPCKがPEPのかカル

ボキシル化反応を行っていると考えられる。特に褐藻

ではこのPEPCK活性が非常に高く，その活性由来とさ

れる「光合成によらないJCO2固定活性も著しく高い

(Akagawa et aJ.，1972a， Kremer and Kuppers 1977)。この

高い CO2r暗j固定は，光合成の律速条件下，特に弱

光下での無機炭素の利用とA胃供給に役立っている可

能性がある。

測定には NaHl4C03を用いる方法が最適であるが，

リンゴ酸脱水素酵素と共役させNADHの酸化を 340

nmの吸光度の減少で測る方法もある (Akagawaet 

al.，1972b， Kremer釦 dKuppers 1977)。ここでは褐藻や

珪藻における PEPCKの測定法を紹介する(表4)。な

表4.PEPωrboxykin鎚 e活性測定の反応液組成。

添加量 原液

O.25mlτi'is/HCI， pH 7.6， 0.5 M 
0.1 ml NaHCo"2∞mM 
0.1 ml ADP， 1∞mM 
0.1 ml MnCI，， 1ωmM 
0.1 ml NADH， 2 mM 
0.05ml maI且tedehydrogenase 
0.2 ml crude exract 

最終濃度

125mM 
20mM 
10mM 
lOmM 
0.2mM 

12.5 units/ml 

一一一一一一一一ー一一一25・Cで5分間一一一一-一一一一一一一

0.1 ml PEP， 20 mM 2mM 

ホ NADHの原液は緩衝液(中性)に溶かす。反応は
340nmの吸光度の滅少速度を測定 (2分以内)。

お， PEPCaseの測定は， ADPを除き MnCI2をMgCI2に

置き換えればよい。基質特異性，コファクター，親和

性等は藻類によって異なる可能性があるので藻ごどに

調べる必要がある。

14Cを用いた測定では CO2-fre巴の緩衝液を用い，

NaHC03をNaHl4C03 (20μCi/ml) に代え，反応開始5

分後に 50J.llの酢酸で未反応の NaHl4C03を除去し，残

存する 14C量を測定する。またルピスコ活性測定の場

合と同様，汚染防止の注意が必要である。

4.光呼吸関連酵素

4-1. ホスホグリコール酸ホスファターゼ (PGPase)

この酵素は光呼吸で最初に生成されるホスホグリ

コール酸を脱リン酸してグリコール酸にする。ホスホ

グリコール酸はカルピンサイクル中のトリオースリン

酸イソメラーゼの強力な阻害だが，通常は充分に高い

活性の PGPaseによってただちに分解されると信じら

れている。活性測定は遊離する無機リン酸の定量によ

り行う (Ames1966)。酵素液の添加で反応開始し， 5 

分後に反応液0.3mlを直接Ames混液(後出)0.7mlに

加え，そのまま呈色反応を行う。 45'Cで20分間(また

は37'Cで 1時間)反応させた後-!iただちに氷冷し，

820 nm (750 nmでもよい)の吸光度を測定する。た

だし，反応は全て1.5mlマイクロチュープ内で行うと

よい。ガラス試験管 (13x 100 mm)を使う場合は反応

時に溶出する珪酸量の違いからリン酸測定に誤差を生

じるので，異なる種類の試験管を混ぜて使用しない。

また洗浄にリン酸系の洗剤を使ってはいけない。

この方法は非常に感度が高く，測定に用いる酵素量

が少量ですむので通常は除タンパク操作はいらない。

しかし酵素活性が著しく低いと粗酵素液中の不安定な

リン酸化合物の分解により正しい測定値が得られない
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表5.クラミドモナスの問加噌性測定用反応液の組成
(高感度検出用)。

添加量 原液

1叫11 M崎月BTP・，pH8.3， 50mM 
251U MgC~， 5'伽 M
301J.l phosphogly∞U総，4伽nM

95拠 water

.一.一.目.一-一.一目一.目一.-一一2お5.Cで5分問

5匂11 er也戸ne事

最終濃度

2伽nM
5mM 
4mM 

----一回目白一--_..・---日25・Cで5分間一-一一一四一一一一一一

2糊1 PerCI喧oricacid， 12.5% 5% 

* 5却Om目IMM凶をBτ胃'p(但BI凶8-1圃-1官'R閣u聡s圃乎.PROPANE司)でpH8.31にこ
合わせたもの(抽出用緩衝液に2却Om目IMME8-KOH，pH6.3 
5r町mMMgCα~倉， 1 r目mMPM8留Fを用いた場合)。

ことがある。そのような場合は酵素反応の停止を過塩

素酸で行い(表5)，ただちに氷冷する。そして遠心分

離後の上清400凶を取り 10∞凶のAmes混液とよく混

ぜ，上記の呈色反応を行う (Suzukiet al. 1990)。

鈴木

Ames混液は A液 (10%アスコルピン酸)と B液 ι

(0.42%モリブデン酸アンモニウムを含む IN硫酸)を

1 : 6の比率で混合したもので，実験当日に調整し

氷冷しておく。 A液は約 1カ月冷蔵保存可能， B液は

室温で安定である (Ames1966)。

4・2. グリコール酸を酸化する酵素

グリコール酸代謝能力は藻類により著しく異なる。

グリコール酸代謝能力の小さい藻ではこの過程がグリ

コール酸代謝の律速となっていることが多く，過剰に

生成したグリコール酸は細胞外に放出される。藻類で

表6.グリコール酸を酸化する酵素の活性測定用反応液
(Nelson and To恥 rt197ω 。

添加量原液 最終濃度

{加thunbergcuve勧e)
笈削IU DCPIP，O.15mM泊

P明'Op恥spha傾倒自らpH8.5，O.IM 
50 IU FMN，5 mM 
50凶百iωnX-l∞'，5%
1∞凶明町
z∞μer町 me

( 12mM) 
(20mM) 
O.lmM 
0.1% 

一一一一一一一ー叫に置換後・2s・Cで5分間一一一一一一一一--

C加s地 arm)
1叫11 gly∞胸-Na，O.5M事 8mM

. g)yω泊飽・Naの代わりにo-lactate-LiとL-lac飽te-Liについて
基i特異性を調べる時は最終濃度がZ伽1Mとなるように
B日える。

図1.グリコール酸酸化酵素活性測定用反応液の酸素除去

ポンプによる吸引と窒素ガスによるフラッシュを 10回繰り返

すことで，ツンベルクキユベット内を完全に窒素に置換した

後.sideannのグリコール酸と反応溶液を混合し，配PIPの還

元に由来する 600nmの吸光度の減少速度から酵素活性を求め

る。 AはFieser'ssolutionで.20gのKOHを100mlの水に溶か

し，そこに2gのsodiumanthraquinone s-sulfonateと15gのNllaS204

を加えたもの。 Bは酢酸鉛飽和液で.Fieser's solutionから発生

する H2Sを除〈。

はこの過程を触媒する酵素としてペロキシソーム局在

性のglycolateoxidぉ:e(GOX)とミトコンドリア局在性

のglycolatedehydrogenase (GDH)が知られており多く

の場合そのいずれかをもっているが，渦鞭毛藻のよう

に活性の検出されていない藻類もある (Suzukiet al. 

1991)。その分布は系統進化と密接な関係があるのみ

ならず，関連酵素の有無や細胞内分布の違いと関係が

あり，環境適応能力とも関係がありそうである。

GOXとGDHは，ツンベルクキユペットを用いて無

酸素条件で2，6-dichlorophenolindophenol (DCPIP， 600 

nm) を還元させる(図 1，表 6)か， glyoxylate 

phenylhydrazone (324 nm)を形成させ吸光度変化をる

ことで測定できる (Nelsonand Tolbert 1970) 0 2 mM  

KCN添加によりほとんど阻害されなければGOX，ほ

ほ完全に阻害されるなら GDHとしてほぼ間違いない

(Suzuki eta1.1991)。また，基質として 20mMのD型

とL型の乳酸リチウムを与えたとき D型の方が活性が

高ければGDH，低ければGOXという基準も併せて使

われるが，粗酵素抽出液の場合は必ずしも一致しな

い。 GOXのみの検出は，グリコール酸依存のO2消費

を酸素電極で測定 (Suzukiet a1. 1991)するか， H202 

生成を分光光学的に測定 (Iwamotoet a1. 1996)すると

よい。基質親和性等は藻類によりかなり異なる場合が

あるので注意を要する (Suzukiet al. 1991)。

4-3. カタラーゼ

ペロキシソーム内でグリコール酸オキシダーゼ活性
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により生成する H202分解し細胞を障害から守るのに Bumilleriopsisではそのいずれの活性も全く検出され

必須の酵素であるが，グリコール酸デヒドロゲナーゼ ず，上述の別経路の機能を示唆する一連の酵素活性が

を持つ藻類にも高いカタラーゼ活性を持つものがある 検出されている (Grosset al. 1985)。

(Suzuki et al. 1991)。活性測定には， O2生成を酸素電

極で検出するかH202消費を吸光度変化で検出する 謝辞

(Suzuki et a1. 1991) 0 ~02消費の測定にはシグマ社の 貴重な助言をいただいた奈良先端科学技術大学院大

カタログの ca凶ぉeの項を参考にするとよい。 学の横田明穏博士には，この場を借りてお礼を申し上

4-4. その他の光呼吸関連酵素

グリコール酸がグリオキシル酸に酸化された後の代

謝経路については，藻類ではまだ不明な点が多い。多

くの藻類はいわゆるグリコール酸経路を持っていると

恩われ，グリオキシル酸からアミノ基転移酵素(serine-

glyoxylate amino回 nsferaseと考えられる)でグリシン，

グリシン脱炭酸酵素とセリンヒドロキシメチル転移酵

素によりセリン，アミノ基転移酵素 (serine-glyoxylate

amino回 nsferaseと考えられる)によりヒドロキシピル

ピン酸，ヒドロキシピルピン酸還元酵素 (HPR)によ

りグリセリン酸，グリセリン酸キナーゼにより 3・PGA

を生成しカルピン回路で利用されるはずである。しか

し珪務や渦鞭毛藻等では，グリオキシル酸からグリオ

キシル酸カルボリガーゼでタートロニックセミアルデ

ヒド，タートロニックセミアルデヒド還元酵素でグリ

セリン酸を生成するという，グリシンを経ない別の3・

PGA生成経路が知られいる。田R活性が全く検出され

ず，この経路のみの機能が示唆される藻もある (Gross

et al. 1985)。高等植物のHPRには，ペロキシソームに

局在しNADH依存型のHPR・1(グリコール酸代謝に関

与)と，細胞質に局在し NADPH依存型の田R・2(生

理的機能不明)が知られているが，黄緑色藻の

表7.クラミドモナスのNADH依存性m司R.(HPR・1)活
性測定用反応液・ (Husicand Tolbert 1987)。

添加量 原液 最終濃度

5∞μK-phoゆ凪pH6.2or7.0， 2帥 nM ∞mM
1∞J1l NADH， 2 mM柿【).2mM
1∞凶咽，ter

1∞凶 h凶roxypyruvate-Li，20mM 2.0 mM 

----一一一一一一-25・Cで5分間一一目一.一….一.目

匁M沿日凶 創町m鵬B 

• NADP恒依存性HPR(HPR-2)活性を測定する場合は、
コフ 7クターをNA即日に代えると共に基質濃度 (ω~
2.5mM)を変えて比較する。またシュウ酸が高等植物で
はHPR-2の特異的阻害衆!である(Klec法owskietaJ. 
1991) ことが審考になる。
帥 N崎明Hは緩衝液仲間に溶かす。

げる。
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主昼間術紹介
海中造林のための接着剤を用いたカジメ藻体の移植
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1)はじめに

本州の太平洋沿岸には褐藻コンブ科の多年生植物ア

ラメおよびカジメの群落が発達しているが，海中林と

も呼ばれるこれらの群落の高い生産性(吉田 1970，

Y okohama et al. 1987)にアワビ・サザエ・ウニなどの

漁獲は支えられている。しかし伊豆地方などでは磯焼

けと呼ばれる海中林の衰退や消失が頻発し，地元の漁

業従事者に深刻な打撃を与えてきた。このように古く

から知られている磯焼けは偶発的な黒潮の接近による

水温上昇に起因するものとみなすことができる(河尻

ら 1981，倉島ら 1996)。一方近年各地で発生するよう

になった藻場や海中林の消失も磯焼けと称されている

が，その事例の多くは原因不明のままである(環境庁

自然保護局 1994)。

筑波大学下回臨海実験センター業績NO.61O.本技術の開発

と試験のための費用の一部はアムウェイネーチャーセンタ一

環境基金より提供された。

黒潮接近による磯焼けは，海況が変われば回復する

可能性がある。また原因不明とされる磯焼けの多く

は，発生水域の分布状況から，海水の濁度増加に伴う

光量不足が最大の原因と考えられるが，もしそうであ

れば，その根本的対策は水質改善以外にないことにな

る。しかし黒潮接近による磯焼けの場合でも，海況回

復後の海中林の完全な復元には 10年以上を要するこ

とがあるという(河尻ら 1981)。まして水質汚濁によ

る磯焼けの場合は，水質が改善の方向へ向かつても岩

礁上に沈積した浮泥が長く残ることなどから，海中林

の復元にはより長期間を要することになる。それゆえ

対症療法的と言える海中造林も，海況や水質が回復傾

向にある時期に実施すれば，海中林の復元を加速する

効果が期待できる。しかし根を土壌に張って生育する

陸上の樹木と異なって体の下端を岩面に付着させて生

育する海藻の場合，樹木の苗に相当する若年個体を移

植することはほとんど不可能であった。そのため海中

造林は微細な生殖細胞あるいは採苗した種糸から出発
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図 lカジメ務体のスレート絞への按治法 lカジメの仮板宮11に付着した海水をペーパータオル等で拭き取る。2

アロンアルフ 7GEL-IOを仮級制iの古い部分に主主る。3仮4良部をスレート板に圧着しつつ硬化斉IJAA セッターを

ii2i下する。4 スレート板に悶定された渓体。

せざるを待なかったが、そのような方式で、は，萌芽期 の藻体は静岡県下l王|市の鍋田湾内の水深約 5mの岩礁

から当歳期までの閥に楠食動物の然食圧のl吸収を図る ヒに発達したカジメ群落から採集した。その総数は

ことが必要となる(谷口 1990}0 200個体ほどとなり，それらのうちの 112個体が実験

筆者らは，仮根音11を|瞬間接着剤でコンクリート板な に使用されたが，最小のものは生重量にして 7g，最

どに固定したアラメやカジメの若年個体を度外流海水 大のものは 620gであった。

泊中で培養したところ，新たに萌/:Uした仮根苦11が約 l 採集された諜体はまず筑波大学下回|臨海笑験セン

ヶ月で基燥に活着することを雌認できた(平田ら ター内の流海水利liに入れた後，仮根部の形状がスレー

1990}。 しかしl瞬間接着剤は陸上でしか使用できない ト板への桜着にj曲したものを選んで用いた。瞬間接着

ため，この方法は海中に投入する直前の人工基撚にし 斉IJとしては平田ら (1990)と同様に東亜合成化学株式

か応用できない。そこで若年個体をi1iil:l:Iの岩l!lLUこ直 会1::1のアロ ンアルフ ァGEL-10を専用の硬化斉IJAA'

緩移植するために， 1瞬間接着剤で諜体の悶定されたス セッターとともに用いた。按着に先立って，務体仮椴

レート板を水中fl'J接着剤で海"1:1の岩般に悶定するとい 音11に付着した海水をペーパータオル等で拭き取り，周

う方法を考え，笑際に試行したところ，笑海底への応 辺部にみられるlYj出直後の仮根を避けるように仮根部

H'Jが可能なものと判断されるに至った。本稿ではその の中心付近に接着斉IJを塗った後，その部分をスレート

方法の詳*1lIとともに球体のサイ ズに対するス レー ト板 板に圧着しつつ，注射擦で AA・セッターを滴下する

の適正なサイズを求めるための試験の結果を記すこと と，ゼリー状だった接着剤lが|瞬時に硬化して，仮級官11

にする。 は完全にスレート板へ付着する(図 I}。

2)スレート板への藻体の接着法 3)海中基盤への固定法

カジメの深体を固定するスレート板としては，厚さ カジメ諜体の固定されたスレー ト板の海中基縦への

はすべて 4mmで l辺それぞれ 2.5cm， 3.5 cm， 4.5 cmお 回定には， Sakai el a/. (1989)がサンゴの移植に用いた

よび 6cmの 4極のサイズのものを用意した。カジメ コニシ株式会社のボンド E380を利用 した。これは主
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図 2.1 :カジメの移植テストのために海中に設置するコンクリート台。 2:i毎中に設置されたコンクリート台に移植

されたカジメ議体。

ぞれのサイズのスレート板に対して生重量7gから 213

gまでの 18個体，57 gから 366gまでの 23個体， 70 g 

から 454gまでの 39個体および28gから 620gまでの

32個体をそれぞれ用い，1枚のスレート板に 1個体ず

つ瞬間接着剤lで固定した。

スレート板にカジメ個体を固定した試料はすべて流

海水潜内にーI~~保管した後，海中の人工基盟主の上面の

水平音11分に固定した。人工;1;凶器は側壁の高さ 0.3m， IJf.J 

口部 0.5m x 0.5 mの相|水コンクリー ト析を 2値1合わせ

剤 (E380A)と硬化剤 (E380B)からなるが，両者を混

合すると，はじめ粘土状であったものが数|埼 1mでかな

り硬くなり， 24時間後には石のようになる。そのた

め，スレート板を海中の基盟主へ接着してから数時間の

問は務体の揺れに よる接着面の剥離が起きやすいが，

一定のスレート板サイズに対して謀体のサイズが増す

ほどその可能性は大となる。そこでスレート板のサイ

ズごとに剥離を生じない最大限の諜体サイズを知る目

的で，-'jll2.5 cm， 3.5 cm， 4.5 CIl1および6cl1lのそれ
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図3カジメ移植の成否に対するス レー ト板サイ ズと務体生重量との相関関係。カジメ穣体の固定されたスレート板

を水深 II.5mのコンクリート板にコニシボン ドで接着してから241時間後の結果。白丸は固着、黒丸は剥離を示す。
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図4.カジメ移植の成否に対するスレート板サイズと藻体の茎状部長との相関関係。以下は図 3に同じ。

3のグラフである。スレート板サイズが大となるほど

大型藻体を用いた試料での成功率は高まると言える

が，ほほ確実に成功する藻体生重量の範囲は，スレー

ト板サイズ 2.5cm x 2.5 cm， 3.5 cm x 3.5 cm， 4.5 cm x 

4.5 cmおよび6cmx 6 cmに対して，それぞれ約 25，

100， 250および450gまでとみなされる。また実際の

作業にあたって藻体サイズを表す尺度として生重量よ

り計調IJしやすい茎状部の長さを採用して作製したグラ

フを図 4に示した。この場合ほほ確実に成功する茎状

部長の範囲は，スレート板サイズ 2.5cm x 2.5 cm， 3.5 

cm x 3.5 cm， 4.5 cm x 4.5 cmおよび6cmx6cmに対し

て，それぞれ約 10，20， 40および55cmとみなせる。

5)移植実施上の留意事項

本稿では比較的静穏な海況下でまた水深 12m近く

の海底で実施された試験の結果を紹介したが，海況と

水深によって結果は異なったものとなるはずである。

より荒れた海況下あるいはより浅い海底でカジメ藻体

の移植を行う場合は，同一サイズの藻体に対してより

大きなサイズのスレート板を用いる必要がある。また

実際にカジメ藻体を用いて海中植林を行う場合は季節

たものを横にして海底に固定した(図 2)。その結果

0.5mxO.6mの長方形のコンクリート板が海底から 0.5

mの位置に水平に設置されたことになるが，これを設

置した海底の水深は平均海面下約 12mのため，コン

クリート板までの水深は約 11.5m となる。流海水に一

晩保管された試料は，海水に浸した状態で人工基盤の

設置された位置まで船で運び，篭に移してすべて海底

へ下ろした後，ボンド E380の主剤と硬化剤を混合し

て適当な大きさの団子状の塊にしたものをザルに並べ

て海底へ下ろし，ボンドの塊をコンクリート板上に置

き，そこへスレート板の裏を押しつけるようにして試

料をコンクリート板上に固定した。なお試験は海況が

波高 1m以下とみなされる比較的静穏な日を選ぴ数回

に分けて実施した。

4)スレート板サイズと藻体サイズの関係

カジメ藻体の固定されたスレート板を海中のコンク

リート板へ接着してから 24時間後にスレート板のコ

ンクリート板への固着の成否を試料ごとに調べ，ス

レート板面積を横軸に藻体生重量を縦軸に固着の成否

を白丸(固着)および黒丸(剥離)で示したものが，図
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を選ぶ必要がある。多年生であるカジメは年々藻体重 チャーセンターから環境基金の提供を受けた。南伊豆

量を増すが，茎状部では 1年分の生長が冬から春まで 海洋生物研究会会員有志およびアムウェイ・ネー

の聞にみられる(平田ら未発表)。上体を支えるべき チャーセンターに深く感謝する次第である。

仮根部でもこの時期に古い仮根の上部に新しい仮根が

萌出する。スレート板に仮根部を固定するための瞬間 参考文献

接着剤の保持力はあまり長期間は持続しないので，そ 平閏徹・坂本和弘・多国諭・横i賓康縫 1990.接着剤

の保持力の失われる前に新生した仮根がスレート板あ を用いたアラメ・カジメ個体の人工基盤への移植.

るいは周辺の基盤に付着することが可能となるよう 藻類 38:61-67. 

に，移植は秋から初春までの期間に実施しなければな 環境庁自然保護局 1994.第4回自然環境保全基礎調

らない。移植を実施する水域については，環境とくに 査海域生物環境調査報告書第2巻藻場.財

光と水温について調査しておく必要がある。ある密度 団法人海中公園センター，東京.

のカジメ群落の復元を想定した場合，群落内のそれぞ 河尻正博・佐々木正・影山佳之 1981.下岡市田牛地

れの業面が単位面積当たりで 1日に受ける積算光量が 先における磯焼け現象とアワビ資源の変動.静岡

日補償積算光量(倉島他 1996)以上でなければ，想定 県水産試験場研究報告 15:19-30. 

された群落は成立し得ない。日補償積算光量は温度の 倉島彰・横漬康繕・有賀祐勝 1996.褐藻アラメ・カ

上昇につれて増大するため水温の把握も必要とな ジメの生理特性.藻類 44:87-94. 

る。 Sakai，K.， Nishihira， M.， Kakinuma， Y. and Song， J. 1. 1989. 

6)おわりに

瞬間接着剤と水中用接着剤とを用いたカジメ藻体の

移植法は，海底に設置した人工基盤上での試験から実

海域での実施へ移行しつつあるところであるが，今後

磯焼け水域での海中林復元に役立つことができれば幸

いである。

カジメ苗の採取，海中人工基盤あるいは海底への移

樋等にはかなりの人数による瀞水作業が必要であった

が，南伊豆海洋生物研究会のプロジェクト「伊豆半島

の海中の森の保護と復元Jに参加の会員有志の協力を

得た。また同会のプロジェクトには，アムウェイ・ネー

A short-term field experiment on the effect of siltation 

on survival and growth of transplanted Pocillopora 

damicomisBranchlets. Galaxea 8:143-156. 

谷口和也 1990.アラメ群落の構造と海中林造成.沿岸

海洋研究ノート 27:167・175.

Yokohama， Y.， Tanaka， J. and Chihara， M. 1987. 

Pr，吋uctivityof the Ecklonia cava community in a bay 

of Izu Peninsula of the Pacific coast of Japan. Bot. Mag. 

Tokyo 1∞:129-141. 

吉田，忠生 1970.アラメの物質生産に関する 2，3の知

見.東北区水産研究所報告.30:107-112. 
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川口栄男・上/薗雅子:福岡周辺海藻採集地案内

長崎大学の飯間氏による長崎周辺の採集地案内

(本誌44巻 1号)の続編ということで，本稿では福岡

周辺の採集地を紹介する。

福岡県は九州北岸の筑前海，有明海，および瀬戸内

海側の豊前海の三つの海に固まれているが，ここでは

筆者らが比較的よく調査を行っている九州北岸の採集

地に絞ることにする(図 1)。いずれの採集地とも九

州大学のある福岡市東部より車で1時間もあれば行け

る所であるが，注意すべき点は，日本海側といっても

九州北岸まで来ると東シナ海の影響が強くなり，潮位

差がかなり大きくなることである。春の大潮時には干

満の差が2mを越えるので，特に磯採集を行う場合は

事前に潮位の確認が必要である。

1 .津屋崎海岸(九大箱崎キャンパスより草で約40

分，私鉄電車で約 1時間)

福岡市の北に位置する津屋崎町には九大農学部の

付属水産実験所があり(図2)，主に有用魚種の増養殖

に関連した研究が行われている。実験所は学外からの

宿泊利用も可能なので海藻の研究者も大いに利用され

たら良いと思う。

水産実験所から徒歩で20-30分のところに海穣類が

豊富に生育する岩場がある(図 3，4)。この津屋崎海

岸は水産学科の3年生が毎年3月に5日間程この実験

所に泊りこんで海藻の実習を行うことや，筆者らの研

究室の主要フィールドのーっということもあって，海

藻類や魚類に関して福岡周辺では最もよく調べられて

いる場所である。残念ながら海藻相に関して公表され

た資料は今の所ないが，近年，九州国際空港の有力候

補地として津屋崎沖が挙げられていることもあり，筆

者らの教室に蓄積されているデータを近い将来何らか

の形で公表する必要があると考えている。

九州北岸は基本的に砂浜で，その所々に岩場が点

在する。津屋崎海岸も大きな砂浜から岬状に岩場が突

出する地形となっている。筆者らがよく調査を行う恋

の鴻やソネの鼻は，比較的平坦に岩盤がひろがり採集

しやすいところである。毎年の海藻実習やその他の調

査で得られた資料に基づき以下に代表的な出現種をま

とめる。

緑藻類:ヒトエグサ，アナアオサ，ウスバアオノリ

を含むアオノリ類，シオグサ類，ミル，ハネモ，フサイ

ワヅタなど。

褐藻類:シオミドロ類，クロガシラ類，アミジグサ，

フクリンアミジ，コモングサ，シワヤハズ，ヘラヤハ

ズ，ウミウチワ，ウスユキウチワ，コナウミウチワ，シ

ワノカワ，ネパリモ，クロモ，フトモズク，モズク，イ

シゲ，イロロ，ケウルシグサ，ハパモドキ，イワヒゲ，

フクロノリ，カヤモノリ，ワタモ，カゴメノリ，ハバノ

リ，クロメ，アラメ，ワカメ，ジョロモク，ヒジキ，ヤ

ツマタモク，フシスジモク，トゲモク，イソモク，タマ

ハハキモク，アカモク，ノコギリモク，ヨレモク，ホン

ダワラ，ウミトラノオ，アキヨレモク，マメタワラ，ヤ

ナギモク，ナラサモ，エゾノネジモク，スギモクなど。

この他に打ち上げで，ケヤリ，タバコグサなども稀に

得られる。

紅藻類:アマノリ類，カモガシラノリ，ベニモズク，

カギノリ，マクサ，オパクサ，ヒメテングサ，ヨレク

サ，イソウメモドキ，ナミノハナ，ウスカワカニノテ，

ピリヒパ，ムカデノリ，キョウノヒモ，サクラノリ，フ

ダラク，マツノリ，ハナフノリ，フクロフノリ，ユカ

リ，ホソパミリン，イバラノリ，カギイバラノリ，オゴ

ノリ，カパノリ，オキツノリ，ツノマタ，ワツナギソ

ウ，フシツナギ，コスジフシツナギ，タオヤギソウ，エ

ゴノリ，ケイギス，ハネイギス，カギウスパノリ，アヤ

ニシキ，ダジア類，ショウジョウケノリを含むイトグ

サ類，ヤナギノリ，ユナ，コザネモ，イソムラサキ，シ

マダジア，クロソゾ，ミツデソゾ，マギレソゾ，コプソ

ゾ，ハネソゾ，ジャパラノリ，イトフジマツなど。打ち

上げではヒビロード，エナシカリメニア，ユルジギヌ，

トサカノリ， ミリンなど。
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④ ~.大島

d o 
図1. 福岡周辺海藻採集地<.)

2.博多湾周辺(車で30・40分、パスで 1時間程度)

博多湾周辺で海藻を採集する場合，湾内と湾外では

かなり様相が異なることをまず言っておきたい。

博多湾の外側になる志賀島の北部から東部にかけて

は連続した岩礁地帯で，ほほ津屋崎海岸と同様の藻類

植生がみられる。採集には最北部の勝馬付近(図5)が

大きな平磯となっており最適であろう。

一方，大都市福岡をひかえる半閉鎖的な博多湾内は

かなり富栄養化していると考えられる。というのも，

近年，湾最奥部の和白周辺ではアオサ類の増殖が顕著

にみられ，それらが打ち上げられ腐敗することによ

り，景観的にも衛生的にも問題が生じてきているから

である。筆者らの教室では，ここ数年来，アオサ類を

中心に博多湾における海藻類の生態調査に着手してお

り，昨年は一年間にわたり植生の調査も行った。その

結果の詳細は今年中に公表する予定であるが，概略を

述べれば、湾全体では約 100種の付着藻類の生育が確

認され，湾口に近い部分では種数が比較的多いものの

(約70種)，湾中央部では半減し(ほほ30種)，湾奥で

は専らアオサ類のみが優占した。この生育種数の違い

は地形的な差というより富栄養化との関連が強いと筆

相ノ島
~ 

福岡市

者らは考えている。ちなみに，福岡市環境局環境保全

部が発行している「平成7年版福岡市の環境」によれ

ば，博多湾東部海域でのCOD値は周年2.0・6.0mg/1の

範囲にあり，環境目標 (8類型， COD75% 3mg/1以下)

の達成に至っていないとしている。博多湾藻類植生調

査で明らかになったもう一つの点は，湾内では大型褐

藻類の生育種数も量も減少し， r藻場」といってよいよ

うな大型海藻類群落はほとんど存在しないことであ

る。

このように博多湾は海藻類にとってはあまり好まし

からざる環境のようだが，中にはハネモの一種やタマ

ハハキモク，あるいはウラソゾのように，むしろ湾内

に多数の生育が認められる種もある。博多湾の海藻類

については筆者らの研究室で今後も研究を継続してい

くつもりである。

3.その他

その他の採集地点として，多少福岡市内からは遠く

なるが， 3個所挙げておく。

まず，大島。ここは，地図にも示したように，かな

り大きな島であり，周囲はほぼ全体が岩礁地帯となっ
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① ① 

図2水産実験所，図 3.4津屋崎海岸，医15勝馬 (志fi島北部)

ている。対岸の村l湊からフェリーで 15分である。フェ 以上，福岡周辺の採集地を紹介した。参考になれば

リーの便数は比較的多いが，烏内をまわるハスはない 幸いである。尚、水産笑験所の利用については、直接

ので移動はタクシーが必要となる。海路植生は津屋崎 実験所への施設利用の1:13し込みと ，九大農学部庶務掛

とほぼ同様だが、津屋I~奇には出現しない積も若干みら への宿泊利用の申し込みの両方が必要となるので，利

れる。 mをお考えの方はまず問い合わせることをお勧めす

次に，糸島半島の西端にあたる芥屋。糸島半鳥は全 る。

や~にわたって転石の磯が多いが，この芥屋は平磯と 九州大学農学部付属水産実験所 :宗像郡津屋崎町津屋

なっていて採集がしやすく，海藻の生育も多い地点で 崎2506 tel: 0940-52心163

ある。 1築学音[¥庶務掛:福岡市東区箱崎6ー10-1tel: 092-642-2802 

最後に，隣の佐賀県で l個所挙げるとすれば，がL戸

~iI[Iが磯も大きく採集しやすい場所である 。 ここは海中

展望;硲も ある公園となっていて，休日は家族連れで賑 (九州大学農学部水産学第二教室 〒812福岡市東区箱

わう所である。 崎6-10-1)
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鶴岡英作 :愛媛県 の ク ロキズタ

クロキズタ Caulerpascalpellifonnis (R.Brown)Ag田 var まで，クロキズタの記録はなかった。野村 (1959)は

incer1l1edia (Decsn.) W巴b巴rvan Boss巴はイワズタ科に属 高知県沖の島で昭和33，34年にクロキズタが採集され

し，茎状音1¥は転石 ・小石まじりの砂地上をはい，長く たことを報告した。その後，愛媛県伊方町では昭和50

;w.い業状部を上方にだす。禁状部のへりには鋸歯状の 年に本務を11日の天然記念物に指定したが，台風によっ

きれこみが規則正しく並び，長さも 10-30 C1l1にまで て仁田之浜地先のものが失われた。しかし，仁田之浜

成長するので，同科のなかでも容易に他種と区別する 漁港内のものがわずかに残り，これを伊方町と地元漁

ことができる。 業者が保護に努めていた。

!l7iJ村 (1921)は明治43年 (1910)9 J'J 29日に島棋 Tanaka (1965)は奄美大ぬからクロキズタによく似

県隠岐白黒木御所跡の近くで・磁の緑謀を採集し，ク た種類を発見し，変磁のレベルでの検討をして，島根

ロキズタと命名した。そしてこれまでインド洋で知ら 県や愛媛県のものは var.iIJter1l1ediaであり，奄美大島

れていた CaulerpascaJpellifor1l1is var. delJticulataに当て 産の標本が var.denticullllaに当てられるとして，この

た。分布的にも特異であるとして，国の天然記念物に 変稜にアマミノクロキズタの和名を与えた。

指定されている (千原 1980，1981)。さらに岡村 (1936) 今回，筆者の調査により，前述の伊方町仁田之浜漁

は愛媛県西宇和郡川之石小島 (1928~J三)を採集地とし 港を含めて 3箇所でクロキズタの生息が確認できたの

で追加した。その後，野村 (1957)が愛媛県西宇和郡 で報告する。

伊方111]仁田之浜の海岸て・昭和]29年5月41:1に発見する 199711三l月 15日の調査では，愛媛県伊方町大浜沖

500m 

Fig. 1. Map showing slUdy site 011 Cwlerpa 

sC<llpelliformis at Uwa Sea. Ehimc 

Prefecture， al1d showing the bays (A， B al1d 

C) cxplored. (白地図:旋 1997より)
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Fig. 2. CiIllJerp!i scaJpeJJiformis (R. Brown) Ag. var. illtermedu， 
(Decsn.)Weber van Bosse collected at Ikata Town in spring 

j辛抱ilに沿って 20m -100mの群落を数カ所確認した。

こちらは禁状部の長さが最大で 18cm，幅は最大で 18

mm であった。 また向調査では ， 官íj述の仁田之iJ~漁港

内(水深約3111)の個体が禁状音11の長さが最大で、36cm，

I隔は最大で 21111111に成長していることを確認した。

(Fig.2) 

今回の調査で，愛媛県内の 3箇所でクロキスタの生

息が硲認された。さらに，周辺地域においてもク ロキ

ズタを過去に見たことがあるという 地元の漁業関係者

が複数いることから，今後も調査を継続し，本種の分

布を確認する必!}，gがある。

最後にこの;場を借りて，寒中溝水して調査に協力し

ていただいた潜水士奥田沼氏，ならびに情報を提供し

ていただいたワーク伊方 ・経尾博一氏，医師小川文一

郎氏， f'iJ方IIIJ一教育委員会是深刻l久氏，さらに本稿への

ご助言をいただいた北海道大学名誉教授の吉田忠生博

士に心よりお礼を1'1"し上げる。

参考文献

千原光雄 1980.天然記念物の藻類，植物と自然14(7):4ト

47 

千原光1i.!t1981.学研生物図鑑「海藻]， 学習研究社， J1~ 

，..'Il . 

野村義弘 1957 クロキズタ Cau/erpascalpelliformis 

100111 (Fig.I-A)の海底 (水深約 3m)で採集した。 砂 (R.Brown)Ag. var. denticulata (Decsn.)W巴b巴rvanBosse 

地上の直径 10cm足らずのil!i;石上に1m旬しており，業 のー産地謀類5・25

状音11の長さが最大で 5CI11， I隔は最大で 11111111と小型 野村義弘 .1959.クロキズタ Cau/erpasC<jlpelliformis 

であった。 (R.Brown)Ag.var. denticulala (Decsn.)Weber van Boss巴

また 1997年 l月24日の調査では，愛媛県伊方IIIJ仁 の新産地.i.菜類 7:27-28 

田之i兵漁港内 (Fig.L-B)の砂地上に横たわる船舶係留 岡村金太郎 。 1 92 卜 日本l#~類図譜 4 ，丸善，東京

用のロープおよび周囲の海底(水深約 3m)に伺旬し， 岡村金太郎 .1936.日本海藻誌，内聞老鶴岡，東京.

i白人lのいたると ころに2111-3 m四方のマッ ト状の群 Tanaka，T. 1965. Studies on sOl11e marine algae from Southern 

1答を形成していた。こちらは来状音11の長さが最大で 15 Japan VL.M巴I11.Fac.Lit. Kagoshil11a Univ. 14: 52-71 

cm，幅は最大で 15111111であった。 JA'I反一 1997.かべにはって使える大判・日本白地図，教

さらに 1997ijニ3月10日の潜水調査では，愛媛県保 育告籍東京

内110川 之石松がムt周辺の砂浜;rl'10111-50111(Fig.I-C) 

の海底(水泌が]2m -4111)に，れl'合 5m- 15m，海 (国立大洲背王loの家 干795愛媛県大洲市北只 1086)
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二宮早由子:野村義広氏により保存されたクロキヅタ

仕事を兼ねて，筆者は 20年近く，愛緩県iL4宇和Htll

11;方IIITの海藻の生育調査を行っている。最近のこの111

方118でのクロキヅタ再発見のニュースを附き， lJ!T'村義

広という研究者によってこの海藻が保存されているこ

とを紹介しようと思った。

数年前の夏，北海道大学理学部の標本wを訪れる機

会があり，野村義広氏が伊方町で採集された標本が数

多く所蔵されているのに気付いた。標本総数は約 163

点で，未同定径を含めて79程が所蔵されている。これ

らの標本は径の伺定依頼のために，当H寺在籍しておら

れた山田幸男教授に送られたとのことである (111田

1956)。野村氏は，クロキヅタの新生息地に|刻する報

告なとを「藻類jに発表されており (野村 1957，1958， 

1959)，藻類学会への貢献は少なくない。ここに，愛

媛県伊方IIrfの熱心な植物研究者野村義広氏のJII告歴を紹

介し，氏とクロキヅタとの関わりについて紹介する。

本稿をまとめるにあたって，朝子夫人とご子息の野

村安孝氏からお伺いした話と，後述する氏の句集「ク

ロキヅタ」を参考にさせていただいた。

野村義広氏 略歴

明治31年 (1897) 愛媛県西宇和郡三瓶111]和泉に生ま

れる。

大正6年 (1917) 愛媛県立農業技術員養成所，tZ業

普及員として勤務。

大正 12年 (1923) 愛媛県内の中学校，高校の教員と

して勤務。

昭和 29年 (1954) 伊方中学校退l除。同年，伊方仁|到

之浜海中で自生 fクロキヅタJを，また， /:H石寺付

近で 『トゲヤマル リソ ウjを発見 ，報告。

II1:lfD34年 (1959) 日本シダの会に標本を送付拠出。ま

た，八幡浜地方の植物方言を詳細 に訓査報告

する。同年，四国南西部れl'の島付近に 『クロキヅ

タjの自生場所のある ことを発見(野村 1959)。

l昭和 35年 (1960) 愛媛県におけるタマシダ自生地

の北|浪Jrシモツケヌリトラノオの新生地jを発

表。

昭和37年 (1962) 国立科学博物館の第26@1おしば展

に出品，以来言1-6回出品。

録である fコバノチョウセンエノキ』を発見，報

とと
口 。

II1:lfD45年 (1970)伊方町湊浦の自宅にて逝去。享年73

歳。

氏は牧野富太郎博士，山田幸男博士，京都大学，東

京大学に数々の植物標本を送られていた。北大に寄贈

された桜本から推定すると，海藻の採集を始められた

のは 1952年頃からと思われる。氏は主に宇和海から佐

田川lにかけて精力的にご自身で調査され，厳寒のころ

も夜遅くまで楳本を作成されておられたとのことであ

る (夫人談)。 婦人が心配すると ，rわからないものは

どんどん先生に送って調べて戴くから，少しも苦労と

は思わない。こういう人聞が各地にいることが大切

だjと話しておられたとのことである。

クロキヅタの貴重な生育地の保護に強い関心を持た

れておられたことが， 高知県沖ノ 島からの該種の報告

原稿に添付された日本i菜類学会宛の手紙 (1昭和34年6

月6日付)から推察される。以下に原文のまま引用す

る。「伊方UIJ仁田之浜海岸のクロキヅタは今年になり

更に北方へ百米蔓延し目下仁田之浜海岸線六百米にわ

たり蔓延し，最低湖線三 卜糎より (海水面上一尺位出

る)最低i朝l線下二米 (またはそれ以下)の岩礁又は石

上に群生 (群生箇所十一箇所)し，禁状体体高七糎よ

り大なるもの二十七糎にもなり ，盛に生育してをり ，

現在の状態であれば絶滅することは先づないだらうと

考えられます。倒l報知申し上げます。j野村氏の手紙は

昭和139年 (1964) 愛媛県鹿野川ダムで四国産の新記 図l 伊方町湊滞の係留ロープに付着繁茂するクロキヅタ (水

中写真)。
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図2 クロキヅタの標本写其。

状態で繁茂していた(Fig.l)。また， IUr役場にはおしば

標本が展示してあり，大切に保管されていた。

!JfI"村氏は野村蝶岳泉としても知られる俳人であり，

著名な詩人高橋新吉氏の詩1il¥'と並んで伊方明治公図に

氏の句Jii¥'が建立されている。また，朝子夫人によ って

編まれた氏の句集「クロキヅタ」は 1983年に出版され

ている。

クロキヅタに I~l らず野村氏がft~方 IIIJで丹念に調査さ

れ， 作成された標本は~I祭の研究に有効に活用されて

おり (Yoshida1983) ，今後の海藻の種属誌の研究にも

大いに貢献し続けることであろう 。氏の努力によ って

長年大切に保存脊生されている，伊方118のクロキヅタ

の機本写真σig.2)を掲載 し，貴重な生育地が急激な環

境変化によって失われることのないよう祈りたい。

終わりに，楳本の問l定には吉田JLL生博士に，資料提

供等には増田道夫博士にごD)J言，ご協力いただきまし

た。お礼申し上げます。

参考文献

野村義広 1957クロキヅタ Cau/eJpascaJepelliformis (R. 

srown) Ag. var. denl.iculaω(D巴csn.)Weber van sosse 

の一産地. 孫娘 5:25.

野村義広 1958愛媛県に於けるイソスギナ ・クロキヅ

タ ・シマソソFの:ltlHR自生地について. ì!\S~J~ 6: 107 

投杭原稿に添えて送付された乾燥標本と共に，北大理 野村義広 1959クロキヅタ Cau/eJpasca/epelliformis (R. 

学部標本庫に保管されている (SAP028259) 0 srown) Ag. var. denliculata (Decsn.) W巴b巴rvan Boss巴

筆者はク ロキヅタを見るために旬l方IIIJ湊浦の漁港へ の新産地 ì!\~~兵 7 : 97・98

行った。そこで故野村氏の教え子だった漁師さんたち 山田幸男 1956シマソゾ (Laurenciaamabilis Yamada)の

にお会いし，昔話をいろいろ伺ったが，ft重な海藻で 新産地.深類 4:97-98 

あると教えられ，石に結び付けでは淘"1"に投入し，繁 Yoshida，T.1983.Japanes巴speciesof Sargassul11 subgenus 

殖させて，今でも非常に大切にしているということで Baclrophycus (Pha巴ophyta，Fucales).J. Fac. Sci 

あった。港の1:1]の海底にはこの海藻がたくさん繁茂 Hokkaido Univ. Ser. V (Botany) 13: 99-246 

し，一部は船を係留するロープに付いて水"1"に浮いた ((株)東京久栄 干333川口市芝鶴ケメL6906-10) 
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藤田大介:ナホトカ号の事故で流出した重油の沿岸漂着と海藻 11

一石川県でのその後一

石川県では，春を迎えても重油の回収作業が綿々と

続けられた。回収は，漁獲物への風評被害が懸念され

たため，油処理弗jは用いられず，もっぱら人海戦術で

行われた。なお，環境への配慮から，油を微粒子化し

て飛散させる高圧ポンプ類についても，使用は極力押

さえられた。当初，気の遠くなるような除去が想定さ

れていたが，県内は勿論，県外からも多数のボラン

ティアの参加や自衛隊の出動があり，地道な除去作業

が続けられ，事態は比較的早く収拾することができ

た。しかし，重油の除去は過酷な労働で，気分が悪く

なったり怪我をしたりした人が続出したほか，犠牲者

も出たことは忘れてはならない。

事故から 2カ月後，羽咋市など，一部の沿岸市町で

は，再漂着も収まり除去も進んだことから，一次終息

宣言が出された。全県的な池災の区切りとなったの

は， 4月27日に重油漂着18市町で一斉に行われた「ピ

ーチリカバリー県民運動jの海岸清掃で，翌28日には

県災害対策本部も解散された。その後， 5月に入り，能

登半島沖合に浮かぶ紬倉島や七つ島などでについて

も，海女らによる仕上げの回収が行われた。 5月22日，

県の油流出環境影響調査委員会は 3月までの水質・

底質、生物調査の結果から，池の分解・拡散が進み，動

植物への影響も少なくなっていることを報告した。 6

月に入り，水産庁も，日本海の海の幸に重油の影響は

殆ど認められないという内容の中間報告を発表した。

夏の観光シーズンを前に，県沿岸の景観はほぼ原状

回復した。 4月下旬には，海で生まれた稚アユの河川

遡上が認められた。渚のドライプウエー(千里浜)に

は車の賑わいが戻り，海水浴場についても安全宣言が

出され，珠洲市では，揚げ浜式塩田での坂作りも例年

通り行われた。しかし，門前町の琴が浜では「泣き砂j

の砂粒が重油で汚れたために音を出さなくなったと言

われており，今後，岩の隙聞などに残った重油が気温

の上昇に伴い溶け出すことも懸念されており，遺恨は

多く残されている。

地元の研究者の議論や活動も活発となり， C重油由

来の発ガン性物質，重油分解細菌などの話題が新聞紙

上によく登場した。また，いくつか自主的な研究グル

ープが組織され，中・長期を想定した海洋生物モニタ

リングや生物検定についても，現在，積極的に取り組

まれている。しかし，大学研究者聞のトラブル(発表

内容の新規性に対する疑問， r売名行為jであるとの誹

誘中傷)が新聞紙上で話題となったことがあり，研究

者の人間性や社会問題への取り組み態度，マスコミの

研究報道姿勢について，改めて考えさせられる場面も

あった。

生物関係では，海鳥と海藻が話題に上がることが多

かった。 海鳥については，貴重な繁殖地へ重油漂着状

況や泊まみれになった烏の写真をよく目にした。繁殖

地の七つ島では，本土沿岸と比べて 1万倍以上の重油

分解細菌が出現しているということで，これについて

は，海鳥の糞による栄養供給効果も考えられており，

海藻の研究者として大いに関心を抱いた。

前号で述べた海藻との係わりうち，ホンダワラ類に

ついては，その後，ほとんど話題にならなかった。一

方，岩ノリについては，富来町福浦で予想被害が800

万円と報じられたほか，他の地区においても油漂着後

に採取された岩ノリ出荷は取りやめとなった。岩ノリ

については，来年以降のノリ胞子の着生をほう助する

目的で，コンクリート製の擬似岩礁の設置が提案され

た。これは，自然岩礁の起伏を型取りしたもので，材

質の「エコ・コンクリート」は通常よりもアルカリ性

が弱いということである。 4月下旬，紬倉島に渡った

輪島市の漁業関係者らは，油で汚れたツルアラメ(地

元でカジメと呼ばれる)などの海藻を処分した。 5月

に入り，ワカメ収穫の最盛期を迎えたが，生育は順調，

品質も上々と報じられた。

私が個人的に何度か相談を受けたのは，潮間帯に生

育する海藻の由化現象と重油漂着との関係であった。

潮間帯の白化現象については，詳細な継続観察が行わ

れたり深浅移植などの実験が行われたりした例はない

が，春の大潮の頃，恐らく，千出期聞が長くなったり

低温・低塩分水に晒されたりすることが原因で，潮間

帯のピリヒパなどの有節サンゴモが漂白したように白

くなるとともに，カタノリやシオグサなど，他の海藻

も枯死する現象である。この現象はほぼ毎春認められ

ているものであるが，これと重油被害域との識別が困

難であるということであった。日頃の海藻群落の構造

や変動パターンを把握しておくことがいかに大切か，

改めて思い知らされた事件であった。

(金沢市三社町3-18-301) 



藻類Jpn.J. Phycol. (Sorui) 45:126-130， July 10， 1997 

藤田大介:水産試験場研究報告の藻類関係論文リスト

(1991 ~ 1995年)

1築類を扱っている研究機関や教育機関は全国に数多くある。水産試験場もその lつで，奈良県を除く各都道府

県に少なくとも lつは設置されており，そのうちの多くが自前の研究報告を刊行している。機関の性質上，扱っ

ている藻類は沿岸または内水面の分類群に限られ，管轄域の環境や生産を意識した生態や技術に関する研究が圧

倒的に多い。また，行政機関であるために，県庁の所轄課や他の機関との人事交流，事業のたらい回し，多重業

務などの問題を抱えており，思うように研究成果がまとめられなかったり，門外漢が担当となったり，時には政

治的な配慮から公表を制限されるような場合もある。また，研究報告と一口に言っても，内容はもちろん，編集

方針，体裁，審査体制，発刊回数，サーキュレ ション，事業報告や年報との重復性などは大きく異なる。しか

し，多くの水産試験場は数十年，古い場合には百年の歴史があって津々浦々の貴重なデータが積み重ねられてお

り，各地域の情報源として，まず目を向ける価値がある。そこで，最近 (1991~ 1995年)の各都道府県の水産

試験場研究報告の中から藻類関係の論文を拾い出してリストとして紹介し，会員の便宜を図ることにした。 1996

年分以降については，年に 1固くらいの頻度で紹介していきたい。

このリストには，藻類(及びその他の水生植物)自身を扱った論文のほか，藻類の生育環境や動物との関係な

と寺を扱った論文も含めてあるが，藻類が論文の中で重きを成していないもの(例えば，動物飼育実験の餌料とし

てのみ用いられている場合)については割愛した。なお，研究報告が発刊されていない水産試験場においても，事

業報告，年報，ニュ スなどに貴重な資料が掲載されていることを申し添えておく。また，複写依頼などは受け

かねるので.nCSTや図書館などの複写サービスをご利用いただきたい。

北海道立水産試験場研究報告

1991 36:19-38 名畑進一:北海道後志沿岸の海藻

1992 38: 1-14 名畑進一・阿部英治・垣内政宏:北海道南西部大成町の磯焼け

1993 40:2ト29 吾妻行雄・中多章文・松山恵三:キタムラサキウニのホソメコンブに対する摂餌と同化

1993 43:25-35 名畑進一・阿部英治・垣内政宏:寿都町磯谷の 2年生コンブの生態と種苗移植実験

北海道立水産目撃化場研究報告

1995 49:17-23 浅見大樹・今回和史・安富亮平・伊沢敏穂:北海道能取湖における植物プランクトンと栄養

塩の周年サイクル

茨城県水産試験場研究報告

1992 30:93-100岩崎 順:麻簿性貝毒プランクトン Alexsandn・umcateneJJaの増殖に及ぼす水温・塩分および

PHの影響

1992 30: 109-113高島葉二・児玉正碩:異なる餌料藻種，餌料濃度による二枚貝の飼育試験と液水量の変動

1992 31:23・28 高島葉二・児玉正碩・柳田洋一・川野辺誠:微小藻類 5種の培養試験と二枚貝に対する餌料

価値

茨城県内水面水産試験場研究報告

1991 27:28-48 浜田篤信・河崎 正・外岡健夫・喜多 明:霞ヶ浦の水生植物帯の生態学的検討

1991 27:73・88 浜田篤信・河崎正・外岡健夫・喜多 明:霞ヶ浦拍水植物帯の水質特性

1991 27:89-97 浜田篤信・河崎正・外岡健夫・喜多 明:霞ヶ浦抽水楠物帯の脱窒について

1991 27:124-134柳田洋一:単細胞緑藻Scenedesmusquadricaudaの大規模培養と淡水産ワムシに対する餌料と

しての有効性について

1991 27:135・166川前政幸:フナ・コイの産卵場としての水生纏物帯の機能について

1992 28:124-127柳田洋一:微小緑藻 Scenedesmusquadricauぬを用いた除草剤の影響評価法

1995 31:36・48 松原尚人・外岡健夫:霞ヶ浦・北浦における水生槌物帯の現状について

1995 31・55・65 佐々木道也・外岡健夫:霞ヶ浦・北浦における Phormidiumの増殖について



1995 31:83-91 岩崎順:i固沼・那珂川河口域に発生する赤潮(総説)

栃木県水産試験場研究報告
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1994 38:3-12 中村智幸・田中和明:鬼怒川推計川治ダムにおける水質ならびにプランクトンの季節変化と

年変化

埼玉県水産試験場研究報告

1991 50:55-62 鈴木邦雄・田崎志郎・野村博・田中繁雄:大血川に自生するカワノリについて

1994 53:6ト66 大友芳成・鈴木邦雄・高野昌宏:カワノリの移植試験

千葉県水産試験場研究報告

1992 50:37-43 土屋 仁:ノリのフリーリピング糸状体の凍結保存について-ll凍害防御剤と凍結方法について

1992 50:45・51 古畑和哉:東京湾における植物プランクトン量と水質5項目に関する多変量解析の試み

1994 52:27・30 土屋仁:ノリのフリーリピング糸状体の凍結保存について -ill液体窒素による凍結保存に

ついて

1994 52:65-78 古畑和哉・兼子昭夫:1989年秋季から 1990年春季までの東京湾における植物プランクトンの

現存量および種の変化と環境

神奈川県淡水試験場報告

1993 29:38-40 勝目尚之:ペヘレイ仔魚飼育水中へのクロレラの添加効果

新潟県内水面水産試験場調査研究報告

1993 19:9-16 兵藤則行・大久保久直:加治川における抽水植物群落の水深、流速、照度、底質

富山県水産試験場研究報告

1991 3:1・6 藤田大介・岩瀬洋一郎・坂田完三:サンゴモ類も海産腹足類に対する摂餌刺激物質を含有し

ている(英文)

1995 6:1・15 藤田大介・湯口能生夫:富山県朝日町宮崎沿岸の海藻

静岡県水産試験場研究報告

1992 27:33・40 花井孝之・長谷川 仁・長谷川雅俊・野田浩之・野中敬八:浜名湖における Gymnodinium

nagasakiense赤潮の発生状況について

1995 30:17・21 石田孝行・阿久津哲也・鳥淳一矢:付着珪藻4種がメガイアワピ幼生に対する変態誘起効果

および初期稚貝の成長に及ぼす効果

愛知研水産試験場研究報告

1993 1 :59・62 伏屋 満:養殖ノリの葉体基部の発達に及ぼす付着密度の影響

1993 1 :63・72 井野川仲男・石田基雄・黒田伸郎・蒲原 聡・岡田 元:夏季の三河湾における窒素の収支

-PONを3区分する試みー

1995 2: 1・5 大津博・山田 智:イソクリシスのミルクガイ初期稚貝に対する餌料価値

1995 2:7・15 坂口泰治・石田基雄・井野川仲男・向井良吉・黒田伸郎希釈法を用いた三河湾における微

小動物プランクトンの摂食量の測定

1995 2 :17・32 阿知波英明:知多半島沿岸域の環境特性一季節変動と年変動一

1995 2:51・53 石田基雄・坂口泰治・奥村正直・山田靖治・石川直久・大島泰克:三河湾で発生したAlexan血・um

affineの赤潮について

滋賀県水産試験場研究報告

1995 44:ト517 山中治ほか:昭和54年~平成3年度琵琶湖におけるウログレナ赤潮調査事業報告集

和歌山県水産増殖試験場報告

1991 22:18-19 木村創:褐藻クロメの組織培養

1992 23:18・20 木村創:褐藻カジメの組織培養

1993 24:17・21 木村創:養殖ヒロメの沖出し時期と成長

1993 25:17・19 木村創:ヒロメ幼芽の沖出し時期の検討

1994 26:12-16 木村創:養殖ヒロメにおける魚類の捕食
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1995 27:8-11 木村 創:下芳様湾におけるヒロメ、アントクメの繁茂状況について

1995 27:29-34 木村創:ヒロメの組織培養方法の検討

京都府立海洋センター研究報告

1993 16:43-49 西岡純・和田洋蔵・今西裕一:久美浜湾における Gymnodiniumcatenatum (DINOPHYCEAE)の

出現について

1994 17:72-79 道家章生・宗清正康・辻秀二・井谷匡志:京都府の海藻-1舞鶴湾の海藻分布

1995 18:22-27 道家章生・宗清正康・辻秀二・井谷匡志:京都府の海藻-ll宮津湾の海藻分布

1995 18:28-33 道家章生・宗清正庚・辻秀二・井谷匡志:京都府の海藻一皿若狭湾西部海域におけるホン

ダワラ類の成熟期

兵庫県立水産試験場研究報告

1991 29:17-23 

1991 29:25-29 

1991 29:31-40 

1991 29:51-52 

1992 30:37-47 

1992 30:49-53 

1992 30:55-58 

1992 30:65-66 

の生長と生残

谷田圭亮・増田恵一:プロトプラストを選抜育種に用いた養殖ノリ形質の固定化

増田恵一・谷田圭亮:日本海西部沿岸域におけるアマノリ類の分布

反田貧・虞鍋武彦:主成分分析によるクロロフィル分布の解析

谷田圭亮・西国一豊・増田恵一:アメフラシ粗酵素を用いた養殖ノリプロトプラストの作出

増田恵一-谷田圭亮・山内幸児:明石海峡周辺のノリ養殖漁場における環境と生産の特性

谷田圭亮・増田恵一:プロトプラストを利用した養殖ノリ選抜品種の養殖試験

谷田圭亮・増田恵一:養殖ノリプロトプラストの基質に対する付着能

谷田圭亮・増田恵一・西国一豊:アメブラシ粗酵素により作出した養殖ノリプロトプラスト

1994 31:25・30 原田和弘・中本幸一-山本強・金尾博和・杉野雅彦:濃縮ナンノクロロプシスの保存と再培養

1994 31:31-40 谷田圭亮・増田恵一:バイオプラスチック製ノリ養殖網を用いた野外養殖試験

1994 31:41・46 谷田圭亮・増田恵一・高瀬博文:兵庫県明石浦地先ノリ養殖漁場におけるバリカン症の発生

要因について

1994 31:47-52 谷田圭亮・増田恵一:養殖ノリの葉緑体DNA抽出方法の検討

1994 31:53-58 増田恵一・谷田圭亮:アマノリ葉緑体および糸状体のアイソザイムについて

1994 31:63・64 谷図圭亮・増田恵一:プロトプラスト培養系を利用した養殖ノリ色素変異体の固定(短報)

1994 31:79-89 谷回圭亮・増田恵一・高瀬博文・西国一豊・小西好:1992年度ノリ漁期において兵庫県下で

広範囲に発生した「穴あき症jについて

1995 32: 9-17 長井敏・宮原一隆・堀豊:1994・1995年冬期播磨灘に大量発生した Tha1assiosirasp.について

1995 32:27・36 増田恵一・水田章:各種プラスチック繊維上でのノリ葉体の付着状況について

岡山県水産試験場研究報告

1994 9:22-28 草加耕司・泉川晃一:赤穂市地先養殖漁場におけるノリ芽流失調査(1993年)

1994 9:111・113 岩本俊樹・藤沢邦康・草加耕司:岡山県のノリ養殖場の溶存態無機窒素の分布(平成 5年度)

広島県水産試験場研究報告

1994 18:27・34 楠木豊・平田貞郎:3種の微細藻類のカキへの餌料価値

山口県内海水産試験場報告

1992 21:62-70 山本翠・今井厚・吉岡定範:山口湾ノリ浮き流し漁場におけるバリカン症試験ー I

1993 22:95-99 山本 翠・今井厚・金井大成:山口湾ノリ浮き流し漁場におけるバリカン症試験 H 

1993 22:149-153馬場俊典・桧山節久・池田武彦・桃山和夫:1991年度夏季の徳山湾におけるギムノデイニウ

ム赤潮の発生について

1993 22:154-160桧山節久・馬場俊典・桃山和夫・池田武彦:1991年の夏季に山口県内海東部海域に発生した

ギムノデイニウム赤潮について

1994 24:22-25 馬場俊典・桧山節久・池田武彦・桃山和夫:貝毒に関する報告-4 仙崎湾における貝毒原

因プランクトンの出現と養殖カキの毒化について



山口県外海水産試験場報告

1995 25:30・34 角田信孝・水津洋志・由良野範義:アカウニに対する褐藻類3種の餌料価値

香川県赤潮研究所研究報告(1992/4)
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1992 4:1-90 吉松定昭:瀬戸内海における赤潮生物，特に渦鞭毛藻類Alexandrium属2種、ラフィド藻類

3種の生活史に関する研究

福岡県水産海洋技術センター研究報告

(福岡県福岡水産試験場研究報告)* 
1991 17:33・38 伊藤輝昭・恵崎 摂:磯漁場における海藻生産量に関する研究-llー岩屋地先におけるツル

アラメ群落の年齢構造と生産量についてー

(福岡県豊前水産試験場研究報告)* * 
1992 3:67・71 上妻智行・瀧口克己・藤本敏昭:ナマコ漁場周辺域における環境特性について

1992 3:151・158吉田幹英・神薗真人・石田雅俊:1989年夏季の豊前海における Chattonellaspp.の出現状況

1992 3:159-166寺田和夫・神薗真人・吉田幹英:周防灘西部(豊前海)における基礎生産について(第E報)

1993 4:143・144徳田虞孝・神薗真人・吉田幹英:1990年冬期に福岡県豊前海で発生した赤変カキについて(短

報)

1993 4:159・167上妻智行・藤本敏昭福岡県豊前海ののり養殖業を取り巻く諸環境についてー I 生産構造

の変化と生産特性について

1993 4:169・173吉田幹英・神薗真人・寺田和夫:豊前海の赤潮発生状況について(第XVll報)

1993 4:175・179吉田幹英・神薗真人・石田雅俊:豊前海の赤潮発生状況について(第XVIII報)

1993 4:181-184吉田幹英・神薗真人:プランクトンの出現状況からみた豊前海の海域特性

1994 5:145-153上妻智行・藤本敏昭:福岡県豊前海ののり養殖業を取り巻く諸環境について一Iのり養殖漁

家経営の実態

1994 5:163・167江藤拓也・神蘭真人・吉田幹英・荒田倣生豊前海の赤潮発生状況について(第XIX報)

(福岡県有明水産試験場研究業務報告)*事*

1992 H2:1・7 半田亮司・池田伸義・岩淵光伸・福永 剛・山下輝昌:ノリ養殖の漁場環境及び生産変動に

関する調査

1992 H2:9-25 岩淵光伸・福永 剛:ノリのプロトプラスト単離細胞及び組織片の培養による優良株クロー

ン種苗化技術開発研究 (V)

199也 Eロ:27・31 半田亮司有明海湾奥における植物プランクトンの季節的消長

1992 H2:33-ω 半田亮司・岩測光伸・福永 側・池田伸義・山下輝昌:高品質ノリ生産技術の開発に関する

研究(1)

1992 H2:61・63 福永 剛・半田亮司・山下輝昌:直接蛍光抗体法を応用したスミノリ症予察手法について

1992 H2:115-120本国一三・半田亮司・山本千裕:赤潮貝毒監視調査事業

1992 H2:157・164山本千裕・切田正憲・本田一三:珪藻赤潮の出現とその環境要因に関する研究

1992 H2:165-173本国一三・切田正憲・山本千裕:大牟田地先ノリ漁場の環境特性調査

1992 H2:175・178山本千裕・切回正憲。本田一三:平成2年度赤潮発生状況について

(福岡県水産海洋技術センター研究報告)←*. *事.* *事
1993 1:171-184 山下輝昌:乾ノリのくもり及びスミノリ症とノリ葉体の硬さとの関係

1993 1:185-189福永 剛・半田亮司・山下輝昌:ノリの細菌性病原体の直接蛍光抗体法による識別

1993 1:217・232半田亮司・山下輝昌:有明海福岡地先のノリ養殖における秋芽生産の変動要因について

1993 3:1・68 切回正憲:有明海におけるノリ生産の安定化に関する研究

1994 2:85・86 岩淵光伸・福永 剛:ノリプロトプラストの再生に及ぼすストレプトマイシンの影響

1994 2:135・141 半田亮司・岩淵光伸・福永 剛・本田一三・山下輝昌:1992年度有明海福岡県地先ノリ養殖

における特異な色落ち現象

1994 2:143・146 田中義興・本田清一郎・金津孝弘:福岡湾における新種の浮遊珪藻Nitzchiamultistriata sp.nov. 
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の出現

1995 4:57・58 岩測光伸:スサピノリのプロトプラスト再生個体中に見られた色彩変異体

1995 4:59・62 半田亮司・藤井直幹:乾ノリ製品中の全遊離アミノ酸溶出量の変化

佐賀県有明水産振興センター研究報告

(佐賀県有明水産試験場研究報告)

1991 13:43-50 野田進治・大限斉・古賀秀昭:1990年夏季に佐賀県有明海で発生したシャトネラ赤潮ー I

一発生状況-

1991 13:51・56 古賀秀昭・吉本宗央:1990年夏季に佐賀県有明海で発生したシャトネラ赤潮-II一魚介類へ

い死試験一

1991 13:101-105川村嘉応・北嶋博卿・小澄千尋・山下康夫:六角川河口沖合定点における微細環境-II一海

水中の重金属数種と底泥中のC，N及ぴ1Lの変動についてー

1991 13:107-112 川村嘉応・北嶋博卿:六角川河口沖合定点における細環境-m -1980 -1983年，海水中

における細菌数の変化およびノリ養殖との関係ー

1992 14:49・56 川村嘉応:スミノリ症に関する研究-IIースミノリ症の発生に及ぼす2，3の環境要因一

1992 14:57-64 青戸 泉・馬場浴文・北嶋博卿:ゲル包埋によるノリのプロトプラスト，単離細胞の通気培

養と再生

1992 14:65・79 青戸 泉・川村嘉応・北嶋博卿:ノリのプロトプラスト，単離細胞を利用した採苗について

(佐賀県有明水産振興センター研究報告)←*

1993 15:61・70 千々波行典・川村嘉応・大隈斉・白鳥勲:1991年度西・南部ノリ養殖漁場で育首期から

発生した色落ちと幼芽の異形化

1994 16:25・27 山口忠則:ナラワスサピノリのプロトプラスト・単離細胞に及ぼす塩分浪度の影響

1994 16:29・98 川村嘉応:養殖ノリのスミノリ病に関する研究

佐賀県栽培漁業センター研究報告

1993 2:1・11 伊藤史郎・川原逸朗:マナマコの付着濠藻いた飼育による大量生産(予報)

1993 2:65-70 真崎邦彦・野口弘三:アカウニ稚ウニの餌料別、水音別飼育実験

1993 2:77・79 野口弘三・川原逸朗:パフンウニ稚ウニ期の餌料について

1994 3:15・17 伊藤史郎・川原逸朗:マナマコの養成餌料に関する研究

1994 3:39・50 伊藤史郎・川原逸朗:マナマコ浮遊幼生の飼育餌料に関する研究

1995 4:111・112伊藤史郎・森勇一郎・野口弘三:エゾアワビ人工種苗の成長と成熟に及ぼす餌料の影響(短

報)

1995 4:115・116川原逸朗・伊藤史郎・丸山 功:4種人工餌料の稚ナマコ (7mm)に対する餌料価値(短報)

長崎県水産試験場研究報告

1993 19:37-44 北川安彦・宮原治郎・轟木重敏:1992年夏季の橘湾における植物プランクトンと Chattonella

antiquaの消長

1993 19:45・51 松村靖治・高木将愛:ガザミ種苗生産における浮遊珪藻 Chaetoceroscalci，佃 nsの添加効果

1994 20:67・71 四井敏雄・前迫信彦:大村湾において 1993年春にみられたヤツマタモク Sargassumpatensの

生育異常について

1994 20:73-77 四井敏雄・前迫信彦・新山 洋:対馬沿岸における磯焼けについて

1994 20:79司84 峯 邦宏・清野輝男・四井敏雄・古原和明・渡辺孝裕:五島沿岸におけるトサカノリの生育

水深と共存海藻

熊本県水産研究センター研究報告

1992 2:47・50 木村修:トサカノリの種苗生産に関する研究 トサカノリの採苗と室内培養の試み

(富山県水産試験場干 936滑川市高塚364)
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北山 太樹 :新手の微細藻類展示

ー滋賀県立琵琶湖博物館の場合-

地球上至るところに居ながらなかなか関心を持つ 琵琶湖にみられる代表的なプランクトンをいろいろな

てもらえないのが深類の辛いところである。6500万 工夫を凝らして見せている。「植物プランクトン」と題

年前に絶滅している恐竜の学名をそらんじる小学生は されたコーナの前に立ってみる。子供の頭の高さくら

沢山いても近所の川や池や貯水槽に棲んで、いる小さな いのところに四角い窓があって， I品!の中で何やらほん

生き物のことを知っている小学生はそう多くない。博 わり緑色に光るものがゆっくり回転しながら浮かんで

物館はこうした状況を常日頃憂いているわけだが，で いるが見える。クンショウモ(緑藻類)である(図 1)。

は博物館での藻類の待遇は良いのかというと ，これが 水底を表現するためか真下に小石が2個置かれている。

実は小学生の場合と大差がない。この国ではおそ らく シュールな絵のような不思議な雰囲気が漂っている。

発掘されている以上に多くの恐竜を最寄りの博物館で 手を伸ばしても触れない。数秒で別なものに変わる。黄

見ることができるが，藻類の展示のある博物館は大変 色の粒が集まったものがやはり回転している。なんだ

少ない。あっても入館者用のパンフレットに載らない か分からないので解説用の写真を見ると，シヌラ (シ

程扱いが小さい。ことに微細な藻類にいたっては稀有 ヌラ諜類)だと分かる(図 2)。このほかにも，オオヒ

といってもよいだろう 。しかし，地球環境を考えるに ゲマワ リ (緑藻類)，イ ケツノオビムシ(渦鞭毛藻類)，

せよ生物多様性を語るにせよ，博物館で取り上げるべ オピケイソウ(珪藻類)，アナベナ (藍藻類)など，多

きなのは本当は恐竜ではなくて藻類なのではないだろ 彩な藻類のラインナップとなっている。諜類を扱った

うか。そんなことを考えて企画を繰っていたところ， このような手法の展示をこれまで筆者は見たことも問

思わぬ所でユニークで素敵な微細l藻類の展示に遭遇し いたこともなく 、驚嘆させられた。

た。ここで紹介して、博物館における藻類の可能性を この展示について，琵琶湖i博物館の研究員でこの展

採る本シリーズの助走としたい。 示の製作を担当した芳賀裕樹氏にお話をうかがった。

5月 14日， 筆者は館の展示施設施行調査の名目で 藻類の映像は浮き上がって見えるけれど、この展示装

滋賀県立琵琶湖博物館の展示を視察する機会に恵まれ 置に使われている映像そのものは特殊なものではない。

た。この館は 10年という準備期間を経て 1996ij三10月

20日に満を持して開館した，できたてのほやほやだ

がすでに高い完成度を持つ博物館である。琵琶湖を素

材にし， I湖と人間」という館の規模の割にかなり絞

り込んだテーマを主車UIに総合的な展示を展倒すること

によって独自性を出しているのが特色である。特にC

展示室「消lの環境と人々のくらしJと題された円形の

フロアは，琵琶湖の生物相についての生態展示と民俗

学的な展示を混在させて，初lにおける人間の生活環境

を立体的に表現しており ，圧巻である。

さて藻類であるが、淡水生物としてシヤジク藻類

の標本くらいはあるかも知れないというのが入館前の

筆者の予想だったので， Iミクロの世界」というブー

スで微細藻類の展示に出くわした|時はちょっと驚い

た。入口に「一滴の琵琶湖の水の中には，目に見えな

い小さな生き物がたくさんすんでいます。この不思議

なミクロの世界を探検してみましょうJとある。2m 図 1. I植物プランクトン」展示の D-vision映像。クンショウモ

位の高さの暗室の通路に沿って 7つの小展示があり， とオピケイソウが重なって見えている。
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:I喝てγ
図2. I植物プランクトン」展示の解説プレート

芳賀氏の言葉をお借りすれば， Iニセ 3DJである。原

理は簡単である。といっても筆者は当初理解できな

かったので展示業者に図を書いて員一った(図3)。生き

ている務体を位相差顕微鏡に据え付けたカメラで、Jiii1影

したビデオ映像を下方のモニターから凹而鋭に投影さ

せる。すると凹而鏡の少し手前に立体感のある厳像が

結像するのである。この原理自体は D-visionと呼ばれ

ているもので、展示以外にもアーケードゲーム機など

で応用されている。特殊なフィルムを用いるホログラ

フィーや 2つのレンズを使用するステレオ映像とくら

べると D-visionははるかに簡単で、装置の製作が容易で

ある。ただし，本当の立体ではないので像が歪みやす

いという欠点がある。たとえば，球形のオオヒゲマワ

リが査むと楕円形になってしまい，まったく別の生き

物に見えてしまう 。藻体だけを浮かび上がらせるため

に，芳賀氏は!情視野で撮影を行っている。というのは，

明視野で織られた映像を使うとモニター画面の輪郭が

映るからである。また、ミジンコなどの動物プランク

L 
d 
視点

図3.D-visionの原理II(株式会社乃村工悲社織旺|恒一郎氏が描

いてくれた図をもとに作成)

カやミニチュアのようにはいかないようである。あと

は直接顕微鏡を覗いて生きた~jtî'."を見てもらう参加体

験型展示があるが，普及教育上の効果を持つ反而、多

くの試i'.i!とH寺問と人手を必要とするのが日H点である。

D-visionの原理を応用した，琵琶湖博物館の「ミクロ

の世界」は比較的製作が簡単な展示装置でありながら

あたかも顕微鏡を使わずに生きている試料を覗き見て

いるかのような臨場感を来館者に与えることに成功し

ている 。 微細陥i~類の取っつきにくさを解消する魅力的

な手法である。

トンは動きがあるので普通に撮っても面白い(儲か (国立科学博物館 干305つくば市天久保4丁目 1-1)

に、自の前でピクピクと身じろぐミジンコは不気味で

すらある)が、植物プランク トンは動きが少ないので、 [滋賀県立琵琶湖博物館]

顕微鏡の上でカメラを回転させながらjf&影したそうで 所在地:〒525滋賀県草津市下物iI汀1091番地， TEL: 

ある。 0775-68-4811 (代)，FAX: 0775-68-4850 (代)，0775-

微*111藻類の展示を難しくしているのはやはりそのサ 68-4844 (ファックス案内サービス)，インタ ーネッ ト

イズである。肉f1Rで見ることのできない小さな生物を ホームページ:http://www.lbm.go.jp/.交通 ・JR琵琶湖l

どうやって見てもらうか。これが結構問題なのであ 線草津駅西口から近江鉄道パス 「烏丸半島」行きに釆

る。顕微鏡で撒彩した写真をパネルにしたりビデオI!'>>: り「琵琶湖博物館前」で下車(約22分)，開館時間:9: 

像をモニターで上映する，といったところが従来の定 30-17:00 (入館は 16:30までに休館日:毎週月曜日 ・

石であろうか。しかし，こうした手法だけで展示を構 休日の翌日(土 -日の場合は開館)・年始年末 (12月

成すると学校や家庭で本やテ レビを見ているのと同じ 28日-1月41:1)，入館本!:大人500円，高校生 大学

行為の繰り返しを来館者に強いることになり、退屈さ 生400円， 小学生 -中学生 250円。

せてしまう 。また，実物の数十倍から数千倍に拡大し

た微細i築類の模型を展示しているところもある。だ

が，顕微鏡サイズのものを肉眼サイズに拡大すると顕 [ この企画では、藻類を展示している博物館、水族館、

微鏡の分解能以下のディテールが要求されるため，表 |植物園などを紹介していきます。i菜類のユニークな展

面がツルツルした不自然な模型になりがちである。光 l示・普及教育・標本管理なと芋を行っている国内外の機

顕像だけに頼っている現在の技術ではまだまだレプリ l関について会員からの情報をお待ちしております。
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中野武登 :日 本藻類学会第 21回大会(東広島)を振り返って

日本i楽類学会第21回大会は， 1997年3月27，28日 一般の方々の参加も意外と多く ，会場には， 150 ~ 160 

の2日間，東広島市にある広島大学理学部で開催され 名の聴衆で埋まり， 一応成功であったと考える。一般

た。東広島市は，広島市から東方へ約40KI11 ijl~れてい の参加者から， rこれまで藻類には，あまり興味がな

るため，参加される会員の方々の交通の伎や宿泊設備I かったけと，地球にとっては大切なものですね」とい

のことを考えて，最初は，広島市内で会場を借りて開 う声も聞かれた。

催しようと準備委員会のメンバーで情報集めを行っ

た。しかし，会場借用の経費もさることながら，大会

当日の会場設営，アルバイト学生の方々の東広島市か

らの移動が困難であること，また大会運営の|祭に発生

するトラブルに即座に対応できるか否かなど様々な

条件を考属、して広島大学理学部で開催することになっ

た。それと共に，広島大学は，パフ・ル崩壊後の統合移

転となり，長い年月をかけてやっと 1997年3月で，予

定されていた移転が完了したこともあって，東広島

キャンパスの様子も皆様に見て頂きたいという気持ち

もあった。そのために，参加された皆嫌には，交通や

宿舎の面で，ご迷惑をお掛けしたこと をお詫びした

い。また，講演会場などが，理学部の講義室の配置の

u 、、 、一 一 一 一， ， ，ー

ロ

ミにふー.町
咽:=-
ー可昆

研究発表会場にて

関係上，かなり散在しており，それぞれの会場を，燦 講演数は， 27日の午後と 28日の午前 ・午後，それ

されるのに苦労をおかけしたことと思う 。 ぞれ2会場に分散して丁度良い数が申し込まれた。大

これまでの大会でも開催された例があったが，今回 会参加 101"し込みは，締切日まで 100人程度であったが，

も，大会の初日の午前中を一般公開のシンポジウムと 予想外に当日参加が多く，結局 178名の参加者となつ

した。これは，社会に開かれた大学としての使命を念 た。諸々の不便さの場所での大会としては，多数の皆

頭において， 一般の方々にも，藻類を身近なもの，大 様が参加された。不便さもかえりみず参加頂いた皆様

切なものとして認識してもらうことを目的とした。タ に感謝したい。今回の大会では，外国の研究者が9名

イトルは， r地球環境と藻類jとし， 5名の先生方に話 参加されたと共に若手の研究者の方々が多く参加さ

題提供をお願いした。お一人の持ち時間が少なく，充 れ，藻類学における先端的な発表をされたことも，今

分なお話ができず不満足で、あったと反省しているが， 後の藻類学会の発展にとって喜ばしいことである。今

公開シンポジウム

後の大会では，先端的な研究と共に過去の学問と考え

られがちな，地道な分類学:や形態学などの研究も多数

発表されることを望む。特に若い研究者に，このよう

な分野の研究をされる方が少しでも多くなることを期

待したい。

懇親会は，東広島市にある，結婚式場を会場として，

立席パーティ形式で行った。充分広い部屋を予約して

おいたので，それほど混み合うこともなくゆっくり歓

談して頂けたと思う 。懇親会では ，石川依久子学会長

の挨拶のあと，以前からi菜類学会の会員として活賊さ

れ，現在，広島県立広島女子大学学長の今堀宏三先生，

*広鳥市長，教育長にお出で頂き，それぞれの立場か

らお話を頂いた。今好;学長は，若い頃の広島での研究
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た者としては安堵した。来年の下回臨海実験所での再

会を誓い，吉田忠生先生の閉会の乾杯で懇親会の幕を

閉じた。

会期仁10に，科学機器の展示や書籍の注文販売，絵葉

書やCDの藻類写真集，オリジナルTシャツなどの展

示販売を行ったが，人気のあった物もあり，あまり注

目されない物もあり様々であった。絵葉書などは，す

でにこれまでの大会でも展示販売されており，可能で

あれば，新しい企画のものが作成されると注目を集め

るのではないかと思った。また，高知liな昔:絡などは，注

文したいが，今年の予算では無理があるので断念され

懇親会でのひとこま た企業や官庁関係の方々の声が多かった。このような

ことを考えると，展示は毎年継続していくと良いと思

の思いで話しなど，市長と教育長は，環境問題につい う。

てそれぞれ藻類によせる期待を話された。また，広島 東広島大会は，大学当局の理解と学生諸君の協力に

大学の迎学部長は，都合で欠席されたが，藻類学会開催 より，比較的スムーズに運営でき感謝している。公開l

に寄せたメッセージをl頁き披露した。 シンポジウムに後援を頂いた諸機関，運営経費の点で

その後，東広島市は，以前西条111]と呼ばれていて，&11 ご援助頂いた方々に厚くお礼申し上げる。なお，大会

と並ぶ酒都で、あるので，西条のみならずEI本全国でも 運営経費は健全会計であったことを報告する。

有名な「賀茂鶴Jで鋭|鶏きを行い，渓類学会の長老で 最初にも記したが，不便な凹舎での学会に多数の方

ある加111奇英男先生の音頭で乾杯をして，宴となった。 が参加され，準備委員会 として厚くお礼申し上げた

懇親会を企画するにあたり ，いつも気になるのが，料 い。

理と飲み物の量であるが，皆さんお互いの話しに花が

咲いたのか，料理も飲み物も余り気味になり，企画し (広島大学理学部 干 739東広島市鋭1111-3-1)
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谷 昌也 :日本藻類学会第 21回大会宮島エクスカ ーション参加記

1997年 3tJ 27 1:1から*広向iliの広山大学理学部で

開催された日本藻類学会第21回大会に先立ち，前Uの

26日にエクスカーション「南西海区水産研究所見学お

よび宮島周辺烏めぐりJが行われました。参加者は案

件l役の半田信司さん (広島県環境保健協会)，内田卓志

さん (南西海区水産研究所)を含め，坦川1告孝さん (凶

図工業技術研究所) ，坪凹 t\~美さん (広山大学大学院) ，

山本鈴子先生 (I1JoJi台大学)，吉田忠生先生，谷昌也 (北

海道大学)の7人のこぢんまりとした会でしたが，少

人数で楽しいツアーになりました(!刈 1)。

図 l 船上にて (厳島神社正面の海上)

午前81時半，南西海区水産研究所でH'つ内田さんを

のぞく 6人は，研究所に最寄りのJR大ll!T-ifli駅に集合し

ました。悶が|峰るという予報でしたが， iiF日の差す良

い天気となりました。まず，タクシーに分釆して南西

水研に向かいました。研究所では研究テーマの紹介が

され，その後，所内の充笑した笑験施設や屋外の笑n淡
水柑などを見学しました(図2)。そのあと，船活き場

より広島大学付属宮島自然純物笑l役所の向井さんの操

縦するボー トで宮烏へと 向かいました。10分ほど走る

と厳島神社の鳥居が見えてきました。船から見るや11社

は美しく ，海からの訪問を前提にして作られているの

がわかります。船はどんどん近づいていき，とうとう

13居の下をくぐり 抜けてしま いま した。以前干潮崎に

そこまで歩いて行ったことがあるのですが，海上から

見る鳥居は絡別でした。厳島干11時一1:の右手奥より上院し

た我々は歩いて宮島観光に向かいま した。しばらく歩

くと鹿の御出迎えがあり， Jiりの方へと進みました。平

日と言えども 三月末。かなりの数の観光客が来ていま

図2.lti IlIjifJ}区水産研究所の1J1f"外実験水槽にて

す。少し奥の方にはいると観光客の数も減り ，町も

少々古い件まいになりました。このー函にあるお庖で

昼食となりました。ここは，宮島でも老舗の一つで，宮

島で捕れる地物のあなごを使ったあなご飯を:r.t1床しま

した。案内をして下さった半田さんは宮島のご出身

で，このおj古もそうですが，宮烏の穴場情報や，歴史

や自然についても詐しく説明して下さいました。

昼食のあとは山道倣歩です。弥山の登山口から安芸

の名将毛利元就のj級品合戦の25所となった~筈山まで

歩きました。宮山はねの住む北海道の寒々しいBE寒衛

の山林と追い，常緑の広葉樹が夜い，花々がすでに咲

いていました。今年はいつもより桜は遅<，花はまだ

l咲いていませんでしたが，シキ ミやアセビなどの白い

花がil~jlJfJ でした。 ここでは 1 月から }11f(々に色々な花が

咲き続けているそうです。

散歩のあとは紅葉似頭の!苫でひと休みのあとに厳島

図3. 厳品事þ祉の千件〕で ;fiþ ~長を観察
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神社を見学しました。海は干潮の時間になっていて， メを見慣れていない人たちにとっては，磯に生育して

先ほど船でくぐり抜けた鳥居のところまで引いていま いるワカメがわからないのでしょう。採っていく人た

した。潮が引いたあとにはアオサなど数種類の海藻が ちはもっぱら外部の人達だそうです。

取り残されていました。最近，厳島神社では干潮にな 最後に小雨の降る中，宮島の周囲をぐるりと時計回

ると大量に押し寄せたアオサが打ち上げられ問題に りに一周して，各入り江に見えるお社や，毛利箪が上

なっていますが，氏子の方々が毎日清掃しているとい 陸した包ヶ浦，周辺の島々，コンピナート群，午前中

うことです。近年宮島周辺ではアマモ場が減少するー に訪問した水産研究所などを海から眺めたあと，対岸

方で，アオサの生育が著しくなっているようです。 の宮島口で解散となりました。少し期待していた海藻

また，ヒジキやワカメは最近になって瀬戸内海でよ 採集は次第に強く降りだした雨で出来なかったもの

く見かけるようになったのですが，地元の宮島では の，宮島の自然と文化にふれた楽しいー臼になりまし

採って食べる習慣がないそうです。普段の食卓にはヒ た。

ジキやワカメはでてくるそうですが，生きているワカ (北海道大学大学院理学研究科)
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寺田竜太:第 7固有用藻類の分類に関する国際研究会に参加して

第 7回有用藻類の分類に|刻する国際研究会(7th 先生(いず'hも中国科学院海洋研究所)， Put O. Ang， Jr 

Internationa1 Workshop on Taxonomy of Economic 先生(ChineseUniversity of Hong Kong)， Phang Siew-Moi 

Seaweeds)は 1997年5月 12日から 16日ま での 5日間， 先生(Universilyof Ma1aysia)， Ngllyen Hun Dinh先生と

国際的保養地として有名なタイのプーケッ ト島にある Nang Hyunh Qllang先生(Nationa1Cenl巴rfor Scientific 

プーケ yト海洋生物研究センター(PhuketMarine Research ofVietnam)が出席された。開催国であるタイ

Biological Center，通称、プーケット水族館)て、行われた。 からはChairof ArrangementsでLある K.Lewmanomont先

この時期のプーケットはモンスーン到来の季節にさ 生，A. Chirapart先生，C. Spanvanid先生(いずれも

しかかる ころだが， 今年は雨期が遅れており雨は時折 Kasetsart University)， S. Intasuwan先生夫妻(Thaksin

降る程度だった。そのためH青天の日など日中 37-8"Cに University)， R. Ruangchllay先生(Princeof Songk1a 

達し，ま た湿度が非常に高いため，エアコンを欠かせ University)の言16名の方々が出席された。日本関係者

ない非常に蒸し暑い日々だった。また赤道に近いため は， 吉E8忠生先生(北海道大学)，大野正夫先生(高知大

5月は日 中太陽がほぼ真上に位置し，自分の影がほ と 学)，川口栄男先生(九州大学)，野日忠秀先生(鹿児島大

んどなくなるのが北海道に住む私には印象的だった。 学)， 鯵坂哲朗先生(京都大学)， Grung Grevo Soleman氏

今回のワークショップは Sargassum，Gelidium， 高知大学)，そして私の計7名だった。

Halymenia， GraciJariaの分科会で構成され，全体の参加 日本人グループ聞の交流はホテル(コンドミニアム)

者は 25名だった。CariforniaSea Grant ProgramのJ の部屋が相部屋だっ たこともあり，非常に密で有益

Sul1ivan先生と Co口venerの1.Abbott先生(Universityof だった。また先生方はいずれも海外慣れした方ばかり

Hawaij)の他に遠方からは A.Mil1al先生(オーストラリ で，国際的な研究会に初参加の私にとってはワ ーク

ア，Roya1 Botanic Garden)， B. Stant巴1ices先生(チリ， ショップ以外の;場(部屋での休息や食事など)で様々な

Universidad Cato1ica d巴 Chi1e)，D. Rodorigllez先生 お話を伺うことが出来たのも非常に貴重な経験であっ

(Universidad auton. Mexico)治主，':l:'，fff;された。アジア諸国 た。

からはC.K. Tseng先生，Xia Bangmei先生， Lu Baoren ワークショップは，初日(12日)午前9時よ り開会式

ワークショップ参加者による記念撮影，5月13日プロンテップ州lにて
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がおこなわれ.Abbott先生やLewmanomont先生他によ

る挨拶とセンターの紹介後，参加者がー名ずつ紹介さ

れた。その後は各分科会に別れ，それぞれのスケ

ジュールに従って最終日(16日)まで熱のこもった討論

が続いた。私の所属する Gracilari・aグループでは，大野

先生による司会の下，まずChirapart先生からタイの

Graci1aria fこ関して紹介があり，次に参加者の自己紹介

と持参した標本の説明の後，それらの様本の同定や幾

つかの話題に関して討論するといった形式で進行し

た。 Sargassumグループでは，吉田先生，野目先生，鯵

坂先生を中心に進行し，初日は各自の標本の紹介が行

われ，その後はタイやマレーシアのリスト等，テーマ

を絞って熱のこもった討論が行われた。 Halymeniaグ

ループでは，川口先生が中心になり，分類に用いるこ

とのできる形質の検索を目的に標本の観察が行われ

た。 GelidiumグループではB.Stantelices先生を中心に

進められた。研究会の前半はそれぞれの分科会での討

論が中心だったが，後半になると多少時間的余裕が生

まれ，他の分科会の様子を覗いたり，個別に熱心な討

論が行われていた。私も下手な英語だったがGracilaria

グループの先生方だけでなく他のグループの先生方と

討論することができた。

特に Gracilariaの分類に関する有名な論文を多く執

筆されている Abbott先生やXiaBangmei先生に直接お

話を伺えたことは貴重であり良い思い出となった。

研究会は，プーケット海洋生物研究センタ}の2階

の会議室でおこなわれた。タイは湿度が非常に高く各

自が持参した標本の状態が心配されたが，会場は冷房

が完備されて快適であり，また生物顕微鏡や実体顕微

鏡が十数台用意され，加えてビデオモニターや写真撮

影装置なども設置されており，観察機器も比較的充実

した状態だった(欲を言えば標本を撮影する複写台があ

ればより充実したと思う)。

また片隅には飲料水やコーヒー・紅茶の他，常にタ

イの代表的な茶菓子(中には海藻を使ったものもあっ

た)が用意されていた。

昼食はセンター一階のテラスで美しいアンダマン海

を眺めながらタイ料理の日替わりパイキンク.だった。

これがまた大変スパイシーな辛さで食欲を増進しとて

も美味しかった。また，初日の夜にはReceptiondinner 

が浜辺で海に沈む夕日を眺めながら催されたが，その

際の料理もムードもとてもすばらしかった。 2日目(13

日)はワークショップ終了後，夕方から参加者会員が参

加してパスで簡単な観光をした。夕食は各自でという

ある屋台で食事をした。前日と変わってワイルドで，

いかにもアジア的な雰囲気でここもまたよかった。こ

こで私は生まれて初めて果物の王様と呼ばれるドリア

ンを食べたのだが，その悪名高い臭いには参ってし

まった(味は美味しいのだが)。但し，果物の女王と呼

ばれるマンゴスチンはさっぱりとした上品な味で大変

美味しくいただいた。また希望者は.Lewmanomont先

生のはからいでタイ独特のダンスショーを見ることが

でき，非常によい社会勉強ができた。

3日目(14日)は漁業パトロール船(400t程度)を借り

切ってクルーズ&採集会がおこなわれた。近くの島ま

で船で行き，ダイビングで海藻採集を試みたが，残念

ながらオゴノリ類を採集することは出来なかった。し

かし天候も良く，船上での昼食(タイ料理のバイキング

で今日はカニ食べ放題!)もすばらしくのんびりしたク

lレーズを楽しんだ。

後半の二日(15・16日)は再び熱のこもった討論が行

われ，最終日には今回のワークショップの成果につい

ての報告会があった。ここで報告された内容は後日論

文として Taxonomyof Economic Seaweeds vol.V1Iに投

稿することが義務づけられている。またこの夜は，

Farewell dinnerか布内のホテルでなごやかな雰囲気で関

かれた。多くの先生方から大会が成功裏に幕を下ろす

ことについて感謝の意を表すスピーチがあり，私もそ

れを聞きながら料理に箸を(スプーンを)運んでいたの

だが，突然スピーチを指名された。冷や汗をかきなが

らなんとか無難に終えたのだが，今度はカラオケを歌

えとの指名がきてしまった。マッテマシタとその場で

思いついた坂本九の「スキヤキ」を歌ったのだが，が

らになく緊張して日本語の歌詞が全くでたらめになっ

てしまった。野呂先生に助けていただいてその場を乗

り切ったのだが，日本の先生方には冷や汗をかかせて

しまったようで，思い出しては私も冷や汗をかいてい

る次第である。

以上取り留めもなく書いてしまったが，ワーク

ショップが特にトラブルもなく，終始なごやかに，楽

しく，そして真剣におこなわれたことを感じていただ

ければ幸いである。このような充実した環境の下で研

究会が行われたことに関してSullivan先生と Abbott先

生に感謝すると共に Lewmanomont先生や Chirapart先

生ら大会運営事務局の方々の細やかな配慮に感謝する

次第である。

ことだったので，日本人グループは PaTong Beachに (北海道大学水産学部干041北海道函館市港町3丁目 1-1)
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金井塚恭裕:第 3回藻類学春の学校参加記

(1 997 年 3 月 29 日 ~ 3月31日)

1997年3月27日-28B，日本藻類学会第21回大会

が広島大学で開催されました。翌29日から31日まで，

神戸大学内海域機能教育研究センターにおいて「大型

藻類の分類，実験材料としての利用のための基礎技

術jというテーマで第 3回藻類学春のワークショップ

が行われました。私は，昨年春筑波大学で行われた第

2回ワークショップ「藻類学における電子顕微鏡技術

の初歩」に参加させていただき，大変勉強になったの

で今回も参加させたいただきました。講師の先生か

ら，今回のワーク ショップ参加記の依頼がありました

ので，その内容を中心に紹介します。

3月29日午前 10時頃から，川井先生を中心に講師

の先生方によるガイダンスのあと ，参加者の簡単な自

己紹介が行われました。ここて、丁寧でわかりやすく 作

られたテキスト及び資料をいただきました。テキスト

は23ページに及ぶもので，内容は褐藻類の分類と 同

定，紅藻類の分類と同定，海藻一般の観察および培養

方法，緑藻類の観察および培養方法，褐i返ifJ;Iの観察お

よび培養方法，紅渓類の観察および培謎方法，写真擬

)~3および現像方法，核D NA量の顕微蛍光ìJ!iJ光のそれ

ぞれの項目について，担当の先生方が分担して執筆さ

れているものでした。前回(第2回)のときもそうで

したが，実際に研究されている先生方が直按舎かれた

大変-'w一重なテキストだと思います。

そしていきなり実習から始まりました。10:15・II

15，奥田先生の指導で，緑藻ハネモモドキ TrichosoJen

hainanensisの配偶子形成の誘導です。奥田先生の説明

のあと，この笑習に用いるために 2迎IIJJほと前から明

11音周期を調節 して培養しであったハネモモ ドキに基部

を実際にハサミで切ります。それをピペットで吸い込

んで，新鮮な培地を入れてある試験管内に移します。

このとき，普通のPES培地及びやや低いサリニティー

の培地の 2通りのもので誘導を行いました。この試験

管を高温，高照度条件のインキユベータ内に置き1時間

をおきます。どうなるのか楽しみです。

引き続き 11 :20-12:05に， )11井先生から謀類の系統と

分類についての概論の講義がありました。歴史的な背

景をふまえ，最近の考え方までをわかり やすく丁寧に

説明していただき ました。この後 12:15-12:35に， 実習

昔のものでしたが，これまでの使用者の使い方もよ

く，きちんと保管されており新品と変わりませんでし

た。組み立て終わり ，昼食となり ました。

午後は培養液の調製からです。13:30-15:15，培養液

の調製の目的や方法について峯先生から説明を受けた

あと， 実|祭に PES培地の調製を行いました。講師の先

生を含め，何人かの方が，日 l実行っているお互いの方

法を紹介しあいま した。16:00-1 6: 1 0にゲルマニウムの

添加の実際を峯先生が演示して下さいました。続いて

の16:10-1 6:50は，奥旧先生から緑藻の分類についての

講義でした。緑i廷の系統を見るための指標の話から始

まり，3つの系統の特徴を，ユーモアをまじえたお話

でわかりやすく説明していただきました。16:50-18:00

には，引き続き奥問先生による緑藻類の観察及び培養

方法についての講義でした。培養の目的，今回実習で

用いているハネモモドキについての生活史，配偶子形

成の誘導条件，タイミング制御， TIjIj御機構，配偶子裂

の雌雄性機t{liについてで，先生のこれまでの深い研究

成果に感服しました。また，論文の別刷もいただきま

した。個人的なこと ですが，私は近縁種のハネモ

Bryopsisの仲間lを大学の卒業研究で、材料にしましたの

で，興味があります。特に，配偶子形成を自分の見た

い時刻に誘導できるという こと大変興味を持ちまし

た。長年研究をされてきた先生の経験に基づいたこう

したお話は，日目単に11日けるものではないので，あらた

めて参加してよかったと感じました。講義後，買い物

と夕食のため外出しました。

夕食からもどり， 20:20-23:10は参加者の研究紹介と

に使用するための準備として，干111谷先生の指導で顕微 写真l 顕微鏡による線旅ハネモモドキの配偶子形成の変化の

鏡を組み立てました。このセ ンターの顕微鏡はかなり 様子の観察
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写真，2 海藻標本の作製

討論が行われました。参加の学生 8;glの研究内容が順

に発表され，それに対する真剣な討論にあっという間

にH寺間がたってしまいました。いろいろ分野の話を短

時間のうちに聞くことができ，有意義なl時間でした。

私の発表に対しでも，材料や方法について適切な助言

をいただき，ありがたいことでした。このあと懇親会

が夜更けまで行われました。

2日目の30日は，好天で，朝食後近くの大磯海岸へ

採集にでかけました。湖はあまりひいていなかったの

ですが，結構な種類が採れました。川井先生はタンク

を背負って潜って深いところの海藻を採集して下さい

ました。センターへもどり， II・50-12:15にハネモモド

キの配偶子形成の変化の様子の観察(写真 1)を行い，

12:30から採集してきた海藻の同定及び標本作りを行

いました。襟本は乾燥機にかけました。(写真2)

13:55-15:05は紅藻類の分類について事11谷先生から説

明があり， 15:05-15:45には紅藻類の組織の観察を行い

ました。17:10-18:30には， 峯先生，布11谷先生， }II井先

生から組織観察しながら，染色や蛍光顕微鏡について

の説明がありました。夕食(外食)後， 20・45-21:05に

ハネモモドキの配偶子形成の変化の様子の観察を行い

ました。配偶子嚢には色の変化が見られ，明日には放

出がおこるだろうと奥田先生から説明がありました。

21: 10-23:00には川井先生，峯先生の指導で，泳いでい

る遊走子や配偶子を単南Itして培養ための実習や生きた

まま鞭毛の動きを止めて観察するためスライドガラス

ょうすの観察には時間の経過を忘れてしまうほどでし

た。12:05-12:50には，川井先生から褐孫娘の分類と |司

定の前義，12:50-13:30は褐藻類(カヤモノリ，クロモ，

カジメ，コモングサ)の組織の観察， 14:00-14:45は峯

先生の核DNA量の顕微蛍光訓IJ光について説明があり，

14:45-16:05は， 参加者を 3つの班にわけ順番に峯先生

の指導で顕微il!IJ光実習，同時に並行して褐藻類の組織

の観察が行われました。oAPI染色の美しい蛍光は印象

的でした。最後に記念写真(写真 3)を綴彩し，後か

たづけをして解散となりました。この日はセンタ一長

の板本先生が退官される日で，この後打ち上げ及び桜

本先生の送別パーティが行われるとのことでした。私

はこの日のうちに東京へもどらなけらばならず，残念

ながら参加lできませんでしたが際大に行われたこと

写真3 参加者による記念品目彩

と思います。

最後に，今回の企画から運営まで全般にわたり，参

加|者のために大変便宜をはかっていただ‘いた講師の先

生方，関係の方々に心より感謝申しあげます。

参加者氏名(五十音}IIH):大山温美(三重大 ・生物資源

M2)，金ヂ1:塚恭裕(東京学芸大・生物M2)，佐々木

秀明(神戸大・自然科学M I)，寺田竜太(北大 ・水産

D 3)，原JJ月之(神戸大・自然科学M1)，保科亮 (111

7膨大 ・迎M1)，松山手日i吐(東京水産大・藻類D3)，村

岡大祐 (;1七大 ・水産D3) 

上の寒天中に包埋する方法の実習を行いました。23 オブザーパー :菊池則雄(千葉中央i専)，増地矢恵子(東

05-0:15に昨日行えなかったオブザーパーの方の研究紹 大-先端研)

介と討論があり，その後懇親会が行われました，

3日目の 31日の 10:15・12:05は実習でハネモモドキ 講師:奥任1 - t.H~ (高知大・理)， 判l谷充イ11](神戸大 ・内

の観察でした。色の異なる配偶子袈から配偶子が放出 海域センター)， JII井浩史(神戸大・内海域センター)，

されるようすは，圧巻でした。放出と配偶子の運動の 峯一朗(高知!大・理rr)

(干158東京都世田谷区上野毛 ト18-24)
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英文誌 45巻 1号掲載論文和文要旨

Curt M. Puescher 0 Oerek W. Keats" : Lithophyllum neoa伺layense(サンゴモ目，紅色植物門)における

藻体深部の脱落と上皮の再生の微細構造

透過型電子顕微鏡を用いたLithophyllumneoataJayense Masakiの研究により，本藻は2通りの方法で藻体表面か

ら細胞を脱落させていることが明らかになった。上皮は内側に配列する l層の始原細胞から生じる 2から4個の

細胞列から形成されていた。上皮細胞列の末端の細胞は藻体表面に最も近接しているが，そこではこれまで他の

石灰藻で報告されているような老化と剥離が見られた。そ北ーに加えてよ砂深い部位から藻体の脱落が起こった。石

灰藻ではこの現象が他にもう l種においてだけ知られているが，その過程では藻体表層から深さ40-50仰nにわた

り一様に細胞の死が起こった。病原体や機械的な損傷の形跡は認められなかった。細胞が死んだ部分には，上皮

層，始原細胞層とその直下にある数層の皮層細胞が含まれていた。壊死した部分の周辺部にある生きている細胞

と死んだ細胞を連結するピットプラグは，生き残った細胞が沈着させた壁物質により封じられていたが，壊死し

た部分の内部ではピットプラグが封入された形跡は見られなかった。最も外側にある生き残った細胞は新しい始

原細胞となり，分裂して新しい上皮細胞を形成した。上皮細胞の再生は死んだ細胞の厚い層が剥がれ落ちる前に

起こった。 L.neoataJayenseにおいて藻体の深い部位から上皮細胞と始原細胞の剥離が起こり，皮層細胞からの藻

体再生が可能であることは，始原細胞の保護が上皮細胞の重要な機能であるという仮定を否定するものであるo

(*Dep創 価lentof Biology， State University of New York at Binghamton， Bingamton， NewYork 13902-60∞， USA;.Botany 

Depar伽lent，University of the Westem Cape， P. Bag X17， Bellville 7535， South Africa) 

川口栄男:日本産ムカデノリ科(スギノリ目，紅色植物門)に関する分類ノート1110Pachymeniopsis Yamada 

in KawabataはGrateloupiaC. Agardhのシノニムである

紅藻Pachymeniopsis腐の分類学的位置について，タイプ種である Pachymeniopsislanceolata (Ok細 ura)Yamada 

in Kawabata (= Aeodes lanceolata Okamura)の形態観察に基づく検討を行なった。Pachymeniopsisを関連するAeodes

やGrateloupiaと区別するのに用いられた特徴は，一個体群中でさえ大きく変異し，P. lanceolataはα冨teloupiaに

含めるのが最も妥当であると判断した。本属の他の2種，P. yendoiとP.ellipticaはシノニムであり，同じく

Grateloupiaに含めるのが最も妥当である。Pachymenio，戸:isはGrateloupiaのシノニムであると結論した。P.lanceolata 

をGrateloupiaに移してGrateloupialanceolata (Okamura) Kawaguchiの新組み合せを提唱した。また，Pachymeniopsis 

yendoiをシノニムとする Grateloupiaelliptica Holmesの復活を提唱した。(812福岡市東区箱崎6・10・1 九州大学農学

部水産学科)

Paul C. Silvao・吉田忠生"・属国智"0 岡村によって記載されたミル属(ハネモ目.緑色植物門)数種のタイプ指定

岡村によって記載されたミル属 6種のうち Codiumcoactum， Codium血凶'catum，Codium pugniforme， Codium 

saccatum， Codium subtubulosumの選定基準標本，およびCodiumbarbatumの正基準標本を図示する。 Codium

spongiosum Harveyと区別できないC.pugniformeを除く 5種は現在認められている。また， C. subtubulosumはこ

れより以前に記載された Codiumdivaricatum Holmesと同一種であるとした岡村によって廃棄されたが， C. 

divarica加'm(C. Agardh) Bi鎚 olettoが優先するために，本種の学名としてC.subtubulosumが使用されるべきであるo

(*Herbarium， University of Califomia， Berkeley， Califomia 94720-2465， USA;.060札幌市北区北 10条西8丁目 北海

道大学大学院理学研究科生物科学専攻)

Xuecheng ZhangO 
0 Eric Brammer"o・MariannePedersénoo

• 0 Xiuging Fei... :光量子密度と波長スペクトル

特性がPorphyrayezoensis (ウシケノリ目.紅色植物門)の光合成と呼吸に与える影響
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光量子密度と波長スペクトルの特性が海産紅藻Porphyrayezoensis Uedaの光合成と呼吸に与える影響について

光分配装置を用いた比較研究が行なわれた。光合成有効放射の各波長帯の光を照射したときに起こる光合成反応

の強さを，光利用効率(Hghtutilization efficiency ; L田)で表した結果，白色〉緑色〉赤色〉青色の序列が得られ

た。 L田の差異はコンコセリス世代と配偶体世代との聞や，本藻の異なる株の聞でも見い出された。照明前・照

明後の光補償や光飽和，呼吸，光呼吸に関しでも測定と比較が行なわれた。光の照射と光合成能，および天然に

おける環境条件の関係を考察する。(‘Collegeof Marine Life Sciences， Ocean University of Qingdao， Qingdao 266003， 

People's Republic of China， **llluminova As， Box 23051， S-75023， UppsaJa， Sweden， ***Department of PhysiologicaJ Bo旬ny，

UppsaJa University， S-75236， UppsaJa， Sweden，*叩Instituteof Oceanology， Chinese Academy of Sciences， Quindao 266071， 

Pωple's Republic of China) 

Orlando Necchi Jr :ブラジル南東，サンパウロ州の4つの川におけるカワモズク(カワモズク目，紅色植物

門)集団の微小生息環境と植物体制

7つのカワモズク集団 (4つのBa帥 chospennumdelicatulum (=Sirodotia delicatula)， 1つのB.macrosporum， 2つ

の「シャントランシア」期)の微小生息環境と植物体制を，物理的変動(流速，深度，光強度，基質)による影

響を含め，ブラジル南東のサンパウロ州の4つの川において解析した。 B.delicatulumと「シャントランシア」期

の集団はかなり多様な微小生息環境にみられ，おそらくブラジルの川において地域的，季節的に幅広く出現する

一因となっていると考えられる。次に示す結果は枝の再配列が流速に対する適応機構である可能性を示唆してい

る:1) B. macro.叩orum(大型の粘液質体制であるため枝の再配列はほとんど不可能と思われる)はB.delicatulum 

よりも低流速域で生育していた;2)高流速域(活OcmS.I) の個体群では綴密な藻体しか見られなかったのに対

して，低流速域 (<40cms.1)での級密な藻体の割合は53・77%であった;3)低流速域の個体群では藻体長と節関

長との聞に正の相関が見られ，高流速域(132cm S.I) の個体群では負の相関が見られた;4)高流速域の個体群

では流速に対して藻体直径と節関長が負の相闘を示した。本研究は主に雌雄異株の個体群を対象にしており ，B.

delicatulumはB.macrosporumよりも高い頻度で受精していることが明らかになった。雌雄異株種の受精率が高い

ことの補足的な解釈として，雌雄の個体が小さな個体群内で混じり合うために外部交配が成立するということが

挙げられる(UniversidadeEstaduaJ Paulista， Botany Depar加 ent，C.P. 136， 15001-970， S. Josa Rio Preto， SP， Brazil) 

市村輝宜:ネパールに於けるミカヅキモ(鼓藻目，緑色植物門)の自然集団

1982年10月から 12月にかけてネパールにおいてミカヅキモClos館，riumehrenbergii Meneghini ex Ralfs種複合体

のいくつかの自然集団を採集し，その場の水温と pHを記録した。これらの自然集団より分離培養したクローン

を，交配群既知の標準株と交配実験した結果，これらの自然集団はH，1， J， Mの4交配群から成ることが解っ

た。交配群HとMは平滑な細胞壁の接合胞子，交配群IとJは小孔模様を持った細胞壁の接合施子を形成する。い

くつかの自然集団には交配群を決定できないものが含まれていた。今回の調査集団には，性的和合性，接合胞子

形成，発芽などの有性生殖に関与する遺伝子に関して，以前に報告したネパール，特に土壌サンプルからの自然

集団と比較しかなり多くの有害変異が蓄積している個体が含まれていた。遺伝解析の結果，その1つはzym(泣gote

盟aturation-defectivemutation)であることが解った。上記の理由として，今回の調査集団は大きな湖と周辺の池に

おいて長期にわたって無性生殖のみを続けていたか，或いは水固などで他の個体が有性生殖し休眠接合胞子と成っ

た後も，何らかの理由で無性生殖を続けていた残存個体群であると考えられる。微細藻類の種分化の問題と関連

して，有性生殖に関与する遺伝子の変異の意義について考察した。(051室蘭市母恋南町1丁目 13番地 北海道大

学理学部附属海藻研究施設)

Kunshan Gao • Wenqing Hua : Sargassum horneri (ヒパマタ目，褐藻植物門)の加 situ生長速度

太陽光の減衰と温度の低下の影響を検討するために，日本の舞鶴湾の海中における褐譲Sargassumhomeri (Tumer) 

C.Agardhの相対的生長速度が夏から冬にかけて調べられた。太陽からの光照射と水温において大きな減少があっ

たにもかかわらず，夏と冬の生長速度の聞には有意な相違は認められなかった。相対的生長速度の平均は一日あた

り4.6%であったが，これはすでに本種で報告されている光合成による一日の純生産量に相当する。伽蜘teofEne靭

and Environmental Science， Scien偲 Center，Shantou University， Shantou， Guangdong， P，ωple's Republic of China) 
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学会・シンポジウム情報

1997年 7月21-25日:10th International Congress 

01 Protozoology (ICOP-1 0) 

University oF Sydn巴y，Auslralia. Prof，巴ssorO.J. Palterson， 

School of Biological Sciences， Zoology A08， Universily 01 

Sydney， Sydney， NSW 2006， AUSlralia. Tel:(61) 2 351 2438， 

Fax:(6l) 2 3514119， e-mail: paddy@ロlro.UCC.sll.oz.au

1997年 8月10-16日:第 6回国際藻類学会議 6th 

Int巴rnationalPhycological Congress Leiden， The 

Netherlands (43巻 l号)

1997年9月22-29日:International Marine 

Biotechnology Conlerence， Sorrento， Paestum， Capo 

Rizzuto， Olranto， PlIgnochiuso -Italy. 

Topics: 1. Marine Organisms as Biological Models in Marine 

Biot巴chnology，2. Natural and Cultural Marin巴 Resourcesin 

Marin巴 Biotechnology，3. Marine Biotechnologic 

Jnt巴ractions，4. Social-Economic and Reglllatory Asp巴ctsof 

Marine Biotechnology.連絡先 :IMBC '97， Attn. Ms 

Dpmatella Capone， Stazione Zoologica 'Anton Dohrn¥Villa 

Comunale 1-80121 Naples，ltaly， T巴1.+39 -(0)81-5833215， 

Fax.+39・(0)81-7641355，e-mail: imbc@alpha.szn.it 

trono@msi.upd.edu.ph 

1998年5月10日ー30日:第7回植物プラ ンクトンコー

ス SeventhAdvanced Phytoplankton Course， 

Taxonomy and Systematics. (詳しくは次ページの案

内をご覧下さい。)

1999年 9月20日一26日 :第2回ヨーロッパ藻学会議

The Second European PhycologicalCongress (EPC 2)， 

Montecatini Terme (Italy) 連絡先 Prof.Francesco 

CinelliDipartimento di Scienze d巴ll'Uomoed巴11Ambiente-

Universita di PisaVia A. Volla， 6; 1-56126 Pisa， ltaly 

Tel: + 39 50 23054; Fax: + 39 50 49694，e-mail: cin巴lli

@discat.unipi.it (The first circlllar will be mailed in May 

1998.) 

1999年 9月26日-10月1日 :第8回国際応用藻学会

E義8thInternational Conlerence on Applied Algology 

(8th lCAA)， Montecatini Terme (ltaly)，述絡先 Prof.Mario 

Tredici， Dipartim巴口todi Scienze e TecnologieAlim巴l1larle 

1997年10月29日-30日:第 1回海洋深層水利用研究 Microbiologiche -Universita di Firenze P.l巴delleCascine， 

会全国集会 ボルフア ート とやま， 述絡先 :〒 936笥 27; 1-50144 Firenze， Italy T巴1:+ 39 55 3288306; Fax: + 39 

山県滑川市高塚364富山県水産試験場藤田大介，Tel: 55 330431;巴mail:tredici@csma.fi.cnr.it 

0764-75-∞36，F似 0764-75-8116，e-mail: d-flりita@nsknet.or.jp

1997年 11月B日:;菜類談話会(神戸大) (詳しくは

次ページの案内を ご覧下さい。)

1998年3月26日-27日:日本藻類学会第22回大会(下

回) (詳しくは本号の案内をご覧下さい。)

1998年4月12日 17日:第 16回国際海藻会議 The 

16th International Seaweed Symposium， Cebll City， 

Philippin巴s.Full paper and poster presentations aI巴invited

on all aspects of seaweed r巴searchand utilization， including， 

but nOllimited to: applications， molecular biology， chel11ical 

ecology， community ecology， taxonomy， chemistry， 

physiology， resOllrc巴managemem，biogeography， polllltion， 

dis巴ases，l11icroalga巴，aquaculture. Those wishing to organize 

specia1 sessions or topics， please contact il11mediately the 

orgamzers 連絡先:Or.Gavino Trono， Jr.， Marine Science 

IJ1stitute， University of出ePhilippines，IIOI Diliman， Q.c.， 

Philippin巴s.Fax. (+63-2) 921-5967; 922-3958 巴 mail:

1999年B月 1日一7日 :第 16回国際植物会議 XVI

Int巴rnationalBotanical Congr巴ss(St.Louis， U.S.A.)，連絡

先 :Secretary General， XVI rBC， c/o Missouri Botanical 

Garden， P.O. Box 299， St. Louis， Missollri 63166-0299， USA 

FAX: (01) 314-577-9589 or巴ーmail:ibcl6@mobot.org， You 

may also consult lhe W巴bsite for more detailed information 

and to regist巴r.Th巴addr巴ssis: http://www.ibc99.org 
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Seventh Advanced Phytoplankton Course 

Taxonomy and Systematics 

上記のコースがイタリア、ナポリ郊外のVicoEquenseで1998年5月10・30日に聞かれます。珪藻、渦鞭毛藻、

円石藻およびその他の鞭毛藻など海洋植物プランクトンを、光学顕微鏡によって同定する訓練が主題です。特に

有害なブルームを形成する種に重点が置かれます。定員は20名で、修士・博士取得者あるいは相当の経験を有す

るものが対象になります。参加費用・応募方法・応募用紙は以下のwwwアドレスにあります。応募の締め切り

は1997年 10月 15日、採否は悶 12月 15日までに決まります。問い合わせば下の Marino博士か古谷研

(furuya@fs.aル tokyo.ac.jp，03・3812・2111内線5293)まで。

http://www.szn.it("phyto98/phyωcourse.htm1 

Dr. Donato Marino， Marine Botany Laboratory， Stazione Zoologica 'A. Dom'， Vi11a Comuna1e 80121， Nap1es， lta1y 

かm剖1:phyto98@a1pha.szn.it 

1997年度藻類談話会のお知らせ

藻類談話会は藻類を研究材料とする幅広い分野の研究者の集まりで，西日本を中心に講演会や研究交流を行っ

ています。今年度は以下の通り講演会を企画しています。ふるってご参加くださいますようご案内申し上げます。

日時:1997年 11月8日(土)13:∞・ 16:30

渇所:神戸大学 瀧川記念学術交流会館(神戸市灘区六甲台町1・1)

講演予定

楠見武徳(徳島大・薬):大型藻類の生理を司る化学物質

大演 武(生命誌研究鎗):藻類のミトコンドリア遺伝暗号変異から見た系統関係

幡野恭子(京大・総合人間):アミミドロ遊走子の網状群体形成

中原紘之(京大・農)・川井浩史(神戸大・内海域):ナホトカ号重油流出事故によ

る海藻類への影響，その後

参加費:5∞円(通信費など)

談話会終了後，同会館の食堂ホールで懇親会が予定されています。談話会および懇親会の参加希望者は下記の

宛先までご連絡願います(当日参加も可)。申し込みされた方には後日，詳細についてお知らせいたします。

参加申し込み・問い合わせ先

干 606-01京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間学部自然環境学科

幡野恭子

TEL:075・753-6854 FAX: 075-753-6864 

e-mai1: ha刷.o@g肌 h.kyoto-u.ac.jp

多核細胞研究会(仮称)設立のご案内

新しい研究会を発足します。会員を募ります。 でも，私たちの周りのすべての生物の中で，まった

く同じ仕組が働いているのでしょうか。私たちは， 1 

1枚の閉じた膜系によって外界と区切られた微小な つの細胞の中に多くの核を含む多核細胞が生物の系統

空間内に，生命活動に必要な装置がそろい， 1個の核 のあちこちに存在することを知っています。藻類や菌

によってエネルギー代謝から増殖にいたるすべての機 類では多核体 (coen∞y包)とよばれ，有性生殖時など

能が時間的空間的に見事に制御されているという意味 を除いて，生活環のほとんどすべてを多核体で過ごす

で，細胞は生命活動の最小単位といえましょう。 ものが少なくありません。生活環の限られた時期ゃあ



る器官だけが多核細胞というものもあります。また，

シヤジクモ (Ch制)節閑細胞のように， amitoticな核

分裂がみられるものもありますが，共通することは，

核が分裂するとき細胞の分裂を伴わないことです。そ

れらの多くはいわゆる巨大細胞を形作っているので，

大きくて扱いやすいため，細胞生理学で格好のモデル

細施として使われてきました。

しかし，これまで，どうして多核の状態が維持され

るのか，それらは細胞質分裂に関する遺伝子を失って

いるのだろうか，といった疑問が問われたことはあり

ませんでした。多核細胞の起源は一つでなく，多源的

に進化してきたのだろうか?多核であることと巨大で

あることに，どのような因果関係と，生態的有利性が

あったのだろう?核問距離，分裂時期はどのように制

御されているのだろう。核分裂の他の部位への波及は

あるのか?あたかも並列制御コンピューターのよう

に，細胞機能を多くの核が分担して行っているのだろ

うか?置かれた部位に依存した核の機能分化はあるの

か?形の変化が，次の遺伝子発現にフィードパックす

ることはないのか?などといった疑問が沸々と湧いて

きます。

こうした疑問に答える術を私たちはまだもっていま

せんが，最近，藻類多核細胞を扱っているいくつかの

グループで，多核細胞体制そのものを研究対象としよ

うという機運が生まれてきました。蛍光顕微鏡を使っ

て細胞骨格や核の動態を観察することから，いくつか

の注目すべき成果が生まれています。紅藻カザシグサ

( Grifflthsia)の多核細胞の分裂時に見られるアクチン

リングはまるで分裂途中の動物細胞を見るようです。
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に，多核細胞の研究の中から細胞性生物でこれまで見

過ごされてきた重要な発見がもたらされる可能性はお

おいにあります。

そこで，提案します。今こそ，藻類多核細胞，真性

粘菌，卵菌類などの多核細胞研究者が中心となって研

究会という場を作り，さまざまな視点から議論して，

互いの持てる技術，装置，頭を結集して，新しい研究

を創っていこうではありませんか。

もちろん，単細胞や多細胞生物を扱っている方で

も，この趣旨に賛同される方ならどなたでも参加でき

ます。普通の細胞を扱っていても，見方を変えること

により，新しい地平が見えてきましょう。私たちは，あ

るいは細胞生態学という新しい研究分野の誕生に立ち

会っているのかもしれません。

最低 10年間活発に研究できる若手の結集をとくに

期待します。始めは，手弁当で活動を開始し，軌道に

乗れば，基盤研究や重点研究を申請し，シンポジウム

などを企画したいと思います。また，電子メールやイ

ンターネットを通じて，国際的な交流活動も考えま

しょう。この研究会の運営はdem∞ratic飢 archyを基本

とします。会員は平等で，どこにも特権は存在しませ

ん。入会希望，ご意見，ご提案等は下記にご連絡下さ

い。会の名称、や性格付けなど，詳しいことはまだ決定

していません。東邦大学での植物学会会場で， 9月18

日(木)に， r藻類を材料とする研究者の集い」と合同

の関連集会をもちます。これをこの研究会の最初の集

会とします。詳しくは今後の生物科学ニュースの記事

をご覧ください。

緑藻モツレグサ (Acrosiphonia)では，核が将来の分 片岡博尚 (Ka阻oka，H加 nao)

裂面に輪状に集り，向調的に分裂しますが，個々の核 東北大学遺伝生態研究センター 980仙台市青葉区片平

の分裂蘭は細胞の分裂面とは一致していません。真性 2・1・1

粘菌Physarumの変形体が，光によって一定量の核を含 電話022・217-5710;Fax 022・263-9845;

む小片に仕切られるという不思議な現象も見つかって かmail:kataoka@ige.tohoku.ac.jp 

きました。黄色植物フシナシミドロ (Vaucheria)のー

部を青色光で照らすと，照射域に葉緑体が集合し，ゃ あるいは，

がて，照射域の中央から枝が発生しますが，枝の誘導

には，葉緑体を含む原形質の照射域への集合と，そこ 本村 泰 三 (Motomura，Taizo) 

での細胞壁溶解酵素などの新たな合成が必須のようで 北海道大学理学部付属海藻研究施設 051北海道室蘭

す。 市母恋南町1・13

分子生物学でモデル生物として使われている酵母や 電話0143・22・2846;Fax 0143・22-4135;

Arabidopsisで見つかった現象や仕組が，他の生物で常 e-mai1:motomura@s3.hines.hokudai.ac.jp 
に共通である保証はありません。多核細胞の存在理由

は単細胞や多細胞生物の研究からは解けませんが，逆 (片岡博尚 東北大学遺伝生態研究センター)
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海の{勤きと海洋汚染

原島省・切刀正行共著 裳華房刊

181ページ

定価 1，500円 1997 

本書は，現代の海洋汚染問題という切り口から，海

洋の果たす役割や櫛洋で見出される;様々な現象のメカ

ニズムについてわかりやすく解説したものである。海

洋モニタ リ ングとそデソレ化の~I僚や海洋|問題におl する

行政の現状など幅広い領域についても取り上げられて

おり ，本主主ーを読むことで海洋に関わる問題を総合的に

知ることができると思う 。植物プランクトンと海洋環

境との関わり合いについても|随所で取り上げられてい

るので，広い視点から藻類を見直す意味でも藻類研究

者に一読をお奨めしたい本である。

まず第li'主では，実際にどのような海洋汚染が問題

とされているのかを紹介している。部If分解性化学物

質，重金属汚染，有機スズ化合物汚染，Jjj( iIlI汚染，プ

ラスチック汚染といった様々な汚染物質について，歴

史的経線や問題点が概説されている。実に多i様な汚染

が海洋で見I:Uされ，今後地球環境に深刻な影響を与え

る可能性のあることを指摘する問題提起の誌となって

いる。

海洋汚染の現状を知 り，それに対する対策を講じる

には，海洋そのものについての理解を深めることが必

要といえるだろ う。第 2i事から第 4訟では，海洋と密

接に関連した地球規模の環境変動やその基礎となるメ

カニズムについて，そして海水"1:1の微生物の!U)J!lqや海

の熱帯雨林ともいえるサンゴ1i¥!¥の働きについて，様々

な研究成果が紹介されている。最新の トピックスが明

解な図とともに盛り込まれている。例えば，現場の植

物プランク トンの噌殖因子としての鉄の重要性を説い

たマーチンの欽制限仮説や槌物プランク トンの生産す

るDMSPというイオウ化合物の硫黄循環における役割

できる。全体を通していえることだが，本書では様々

な専門用語が頒wする。しかし具体例を挙げた説明や

我々の身近な現象に例えた説明など迎併を助けるため

の工夫がなされてお り， 容易に読みすすめることがで

きる。

海洋環境のように複雑なシステムを解析するため

に，システムの1fUJきを予測で、きるようなモデルを様々

な仮定のもとで椛築し，実際にモニタリングした結果

と比較するという方法がとられているようである。そ

れらの実際について第 5章と第 6Ì~i:で紹介されてい

る。人工衛星によるモニタリングや著者自身が行った

民間のフ ェリー船による海洋観測， そして海洋汚染あ

るいは海洋環境変動を探るための分析法 ・言hJlIJ法が，

JfJlr析結果とともに紹介されている。またモデル化の方

法や考え方に|刻しては，磯焼け現象とその原因が具体

例として取り上げられている。これは特に海藻研究者

には興味深い内容といえるかもしれない。

海洋の調査・研究は，ともすれば規模の大きな仕事

になりがちだが，環境保全に関しては，日常生活での

個人 レベルの考。え方と笑践が重要であり基本となるだ

ろう 。故後の第 7誌では，海洋l3ri境を保全するための

対策技術，行政而からの国際的な取り高11みと日本の取

り組みについて紛介されており ，我々一人一人の海と

のつきあい方について考えさせられる諮とな ってい

る。ここでこの草の終わりの著者らの言葉を引用 した

い。r.. 海は科学の楽しみを得られる絶好の場所で

す。湖の干i前¥サンゴ保の多株さ，干潟やマングロー

プなどの沿岸位iilll地の11巴沃さにふれること，パーソナ

ルコンピュータを使って海洋の変動のメカニズムに思

いをはせることなとeすべて個人としての探求のために

IJf.Jかれています。.• • J。地球環境の1:1:1で淘洋の果た

す役割と海洋のかかえる様々 な問題について取り 上げ

ることで，著者らは我々一人一人に rifi}:jとは何かを

問いかけているようである。

本tliの巻末には，個々の研究の参考文献の紹介に加

えて，海洋関連の情報を載せたインターネットのホー

ムページアドレスやパソ コン通信のフ ォーラムが，簡

単な内容紹介とともに付記されている。最新の情報を

探すのに便利である。私自身も早速利用させていただ

なと，論文でしかお目にかからないような海洋学の新 いた。

しい知見が紹介されており ，興味深く読み通すことが 河地正{r!1 (海洋バイオテクノロジー研究所)



1.日本藻類学会第 21回大会

1997年3月26日-28日，広島大学迎!学部(東広島

市)において第21回日本i菜類学会大会を|制ulした。大

会会長は中野武登氏(広島大学)で， 一般百件淡は70題

(うち展示発表は 19題)におよんだ。

大会 l日目にエクスカーション「南西海区水産研究

所見学および宮島周辺島めぐり」がおこなわれた(詳

細については本誌掲載の参加記を参照されたい)。 大

会2日目の午前中にはオーガナイザ-i貧困仁氏 (富山

医科薬科大)および中野武登氏(広島大)による公開

シンポジウム「地球環境と渓類」がおこなわれ5名が

講演した。また，午後からは一般講演をおこなったが，

発表数が多かったため展示発表の会場を含め，言1-3会

場を用いて発表がおこなわれた。夕刻，同会場で総会

を開催した後，貸し切りパスにて東広島平安|羽へ移動

し懇親会をおこなった。懇親会はシャンデリア燥めく

下，外国からの参加者7名が紹介され賑やかに，かっ

国際色豊かにおこなわれた。大会の迩営にあたって

は，中野大会会長を始め，竹下俊治氏外多数の方々に

ご尽力いただいた。ここに記して厚く御礼申し上げ

る。
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村茂男，者11筑幹夫，綱島俊子， Tri巴t，V. 0.， Day， J. G.， 

寺田竜太，寺Jlお利信，徳l羽拡士，長崎I~三，長壁千香

子，長島秀行，長島泰子，中肉!~泰，中野武登， ~I:J原美

保，中原紘之，中村恵理子，中山間IJ，名剣11進一，野Ib奇

久義，能登谷正浩，野中i筒，野呂忠秀，花方信孝，馬

場俊典，羽生田岳UH，賓田仁，林田文自11，原慶明，半

田信司，樋口澄男，平岡雅規，旋回達也，福島博，藤

田大介，藤原哲丘，藤原宗弘，保不|亮，扱貫j台，#ffi口

健雄，堀輝三，本田俊雄，前川行幸，牧野愛，松永茂，

松山手日|止，真山茂樹，真山なぎさ， 三浦昭雄，水間浩

之， 三隅昌朗，御園生拓，三井議，峯一朗，宮坂佳代

子，宮崎勤，宮地和幸，宮下英明，宮村新一，宮本政

秀，村岡大材1，村瀬昇，本村泰三，守屋真由美，山内

信，山賀賢一，山岸高庇，山岸幸正， 111口峰生，山下

I専和， 111回信夫，山本民次，山本鈴子，柳宗秀，横田

圭祐憤i寅康縫，吉川浩二，吉崎誠，吉IE忠生，吉田

硲之，吉田雄範， 吉永一男，李民愛，Raikar， S.，渡辺

佐知子，渡辺哲，渡辺信(以上 178名)

2.編集委員会・評議員会

3月26日に国民年金健康保養センターひがし広島21崎

会議室において英文誌編集委員会および和文誌編集委員

第21回大会参加者名簿 会を合同で開催した。和文誌について掘!こl編集委員長よ

青木俊和，秋野秀樹，鯵坂哲朗，熱海美香，阿部英 り第44，45巻rl築類」の編集状況に関する報告があった。

治，有富由香里，有賀祐勝，飯田高l狗，飯田勇次，飯 また， 45巻2号以降の企画などについて，担当する編集

問雑文，池原宏二，池本尚人，石井佐知子，石川依久 実行委員と，その事項について紹介があった。また，英

子，石田俊一郎， 石本佳代， 板倉茂，市村声~宜，伊藤 文昔、に関しては川井編集長から rPhycological Res巴archJ

泰二，伊藤律子，稲垣祐司，井上勲，今井一郎，今泉 の編集状況，投稿状況，新編集体IljlJについての報告が

真知子，岩下演久，岩滝光儀，植凹邦彦，宇佐美11百二， あった。来年度以降の出版契約に関し未だブラックウエ

内田卓志，村上裕重，江端弘樹，江原恵，恵良旺l!fi由 ル社から見積がないこと，また，ブラックウェルが昨今

美，大谷修司，大野正夫，大演武，大森利子，大山慌 の急激な円安により採算が合わなくなったため，値上げ

美，奥田ーtJt.垣間浩孝，加崎英男，片山針康，片山 要求を示唆していること，さらに，思ったほど団体会員

裕行，金井塚恭裕，神谷充伸，唐木沢秀之， 川井浩史， が増えていないため実益が乏しく，団体会員を増やす努

川口栄男，川嶋昭二，河地正何人河溢博， inr南恵，キ111 力をしてほしいと言っている ことが報告された。

田真治，菊地和夫，菊池則雄，北山太:t'Dt，金南吉，草 評議員会を引き続き同会議室で開催した。1997年度

強真紀，熊野茂，倉島彰，栗原則t，小亀一弘，小林艶 総会に提出する報告事項 ー審議事項などに関しての審

子，小林奈津子，小鷲繁実，近藤賞靖，斉藤順子，新 設を行った。内容に|刻しては総会の項を参照された

藤宗勝，阪本窓司，佐々木謙介，佐藤征弥，深部かお い。また，藻類学会の大会期日が他学会の大会期日と

り，重中義信，柴田渉，杉山孝一，Sutheewat， S.，須谷 重なることについて，大会参加者を増やすためにも調

昌之，関口弘志，芹浮如比古， Song， L.Soleman， G. G.， 整が必要であるとの強い意見が出されたが，これは懸

高野敬志，高山晴義，瀧谷明朗，竹下俊治，竹中裕行， 案事項でもあり，今後は各委員が関係学会と連絡をと

田中次郎，谷昌也，種倉俊之，樽谷賢治，千原光雄，辻 りながら改善するよう努力することとなった。編集委
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員会・評議員会開催にあたっては中野武登氏を始めと

する広島大学の関係者に大変お世話になった。記して

お礼申し上げる。

編集委員会出席者:川井浩史，堀口健雄，鯵坂哲郎，

今井一郎，藤田大介，飯間雅文，井上勲，北山大~t，

堀輝三，峯一郎，本村泰三，渡辺信，横浜康継， (オ

ブザーパー:石川依久子，真山茂樹，大谷修司)

評議員会出席者:石川依久子，大谷修司，田中次郎，

真山茂樹，有賀祐勝，市村輝宣，井上勲，奥田一雄，

川井浩史，川口栄男，中野武登，前川行幸，吉崎誠，

渡辺誠，(オブザーバー堀口健雄)

3.1997年度総会

1997年3月27日の講演終了後，同会場において総

会を開催した。石川依久子会長の挨拶の後，山本民次

氏(広島大学)を議長に選出し議事に入った。

【報告事項1
.庶務関係

(1)会員状況(1997年3月24日現在):名誉会員2名，

普通会員 621名，学生会員 64名，団体会員 53名，賛

助会員 11名，外国会員 98名 (28カ国)，国内購読26

件。(2)1996年度文部省科学研究費刊行助成金「研究公

開促進費」交付額は 1，200，000円であった。(3)第20回

大会を 1996年3月初日 -29日東邦大学理学部にて開

催した。(4)評議員会を 3月27日東京水産大学で，総会

を3月28日東邦大学にて開催した。(5)1996年10月9日

に秋季シンポジウム「礁池におけるモズク類2種の生

態と養殖J. r長崎県下における磯焼けとその回復のた

めの技術的問題Jを九州大学にて開催した。(6)1997年

度および1998年度の会長・評議員の選挙が行われ新役

員が決定した。(7)新編集長・新編集実行委員・新編集

委員が選出・委嘱された。(8)東京学芸大学の学会事務

局の電話番号が4月から 0423-29-7524に変更されると

のアナウンスカfあった。

.会計関係

(1) 1996年 12月31日現在の会費納入率は，普通会

員95%，学生会員l∞%，賛助会員1∞%，団体会員81%，

外国会員98%であった。(2)その他の事項に関しては審

議事項参照のこと。

.編集関係

(1) 1996年度に発行した和文誌「藻類J第44巻1-

3号は，総頁数191頁。内訳は掲載論文数3，短報0，総

説1，研究技術3，記事12，その他雑録であった。(2)1996 

年度に発行した英文誌 rPhycologicalResearchJ第44巻

1-4号は，総頁数218頁，掲載論文33(うち，外国

からの投稿22)。

[審議事項1
.庶務関係

(1) 1997年事業計画:1) rアジア地域の微生物研究

ネットワークに関するシンポジウム.微細藻類の生理

活性物質，毒性，多様性，系統分類及び系統保存Jの

共催， 2)第21回大会・評議員会・総会(広島大学)の

開催， 3)和文誌「藻類J45巻 1-3号の発行， 4)英文

誌 rPhycologicalR巴searchJ45巻 1-4号の発行。(2)秋

季シンポジウムは総会時点では開催案がなかったが，

「藻類J2号の記事に間に合う時点で開催希望があれ

ば，その決定を持ち回り評議員会に委ねることが了承

された。(3)1998年-2∞o年の rPhycologicalResearchJ 

の出版契約を本年度中におこなわなければならない

が，未だブラックウェルから具体的な金額が提示され

ていない。 4月中旬までに具体的金額が提示されるが

昨今の円安の影響により相当額の値上げが予想され

る。その時点での対応が討議された結果，従来の契約

金の30%-35%高までの場合は単年度の契約を結ぴ，

それ以上の値上げの場合は評議員会が対処することで

了承された。(4)植物分類学関連学会連絡会から共同名

簿を作ることの提案があったが，藻類学会としては

「藻類j紙上で名簿掲載希望者を募り，その人数分の分

担金を学会が負担することで合意がなされた。(5)今秋

開催される植物分類学関連学会連絡会の合同シンポジ

ウムの演者として，藻類学会からは井上勲氏にお願い

することになった。(6)来年度の藻類学会大会は下回(3

月26日-27日:下回東急ホテル)で，再来年度は山

形で，それぞれ横浜康継氏および原慶明氏にお世話を

お願いすることになった。(7)学会賞の制定について:

昨年度おこなわれたアンケート調査結果を基に学会賞

と論文賞の2案が作られたが，本年度は以下の論文賞

のみを制定・実施するにとどめ，学会賞については今

後内容についてさらに検討していくことが了承され

た。

名称:日本藻類学会論文賞

趣旨:学会誌である rphycologicalResearchJおよび「藻

類」に質の高い論文を発表した会員の貢献を讃え

るために本賞を制定する。



授賞対象者:過去 1年間における rPhycological

ResearchJおよび「藻類jに投稿された原著論文で，

本会会員によるもの(国籍は問わない)。

選考方法:前年の 1年間に出版された rPhycological 

ResearchJおよび「藻類」に投稿された原著論文の

中から編集委員(和英編集委員長，副編集長，編集

実行委員および編集委員)および評議員による投

票で決定する。投票に際しては，本賞の候補として

ふさわしいと考えられる論文l編をノミネート出来

る。得票数の多かった論文に本賞を授与する。ただ

し同数の場合には両者授賞とする。

賞:授賞者には賞状を授与する。財源は山田基金より

拠出する。

当該年度に掲載されるすべての論文が授賞の対象と

なる。 12月末，または 1月初旬に会長が審査員(評議

員およぴ日本人の編集委員)に対し，授賞候補者の推

薦(投票)を依頼する。推薦(投票)は審査員 1名あ

たり l編とする。事務局は締切日 (2月中旬)を待って

開票し，最も得票の多かった論文を論文賞の授賞対象

とする。決定した授賞者は編集委員会・評議員会での

了承を得た上，総会の会場で発表される。その他，授

賞者決定までの詳細な事項については事務局に一任さ

れた。(8) 英文誌編集の補佐として編集補助委員

(Ediωrial Assistant)を新設することが了承され神谷充伸

氏(神戸大)に委嘱された。(9)学会員外に「藻類」の

記事を依頼した場合，著者に対する礼として，別刷り

50部を学会負担で差し上げることが了承された。(10)

「藻類jの紙質に関し，印刷屋から技術上の問題により

従来のアート紙からコート紙に変更してほしいと要望

があった。印刷された2つのサンプルには目に見える

大きな違いはなく，費用も若干安くなることから，

コート紙に変更することが了承された。(11)本年3月に

共催した「アジア地域の微生物研究ネットワークに関

するシンポジウム」のプロシーデイングスを

r Phycological ResearchJの別冊として出版することが

了承された。なお，経費はすべてシンポジウムが負担

するものとし，通常の学会誌と同等の審査を経たう

え，受理されたものだけを掲載する。(12)昨年の総会で

提案された2005年に国際藻類学会大会を日本に誘致す

る事に関し，今後は藻類学に関連する他学会にも話を

もちかけ，共催の形で誘致することが了承された。(13)

植物分類学関連学会連絡会および自然史学会連合へ

は，当面の問，学会庶務と田中次郎氏がそれぞれ藻類

学会代表として出席することが確認された。(14)別刷り

価格表を実状にあったものに変更することが了承され

た。今回変更された価格表では2∞部程度の注文の場
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合は以前の価格と変わりがなく，小量の部数ではより

安く，また大量の部数では若干高くなる。(15)インター

ネット上に藻類学会のホームページ設置の要望が出さ

れ，事務局で検討することになった。

.会計関係

(1) 1996年度一般会計決算報告および同監査報告は

表ー1の通り承認された。(2)1996年度山田幸男博士記念

事業特別会計の決算報告および同監査報告は表-2の通

り承認された。(3)1997年度一般会計および山田幸男博

士記念事業特別会計の予算は表-3の通り承認された。

(4)1997-8年度の会計監事は，総会に先立ち開催された

評議会で選ばれた岡崎葱視氏(東京学芸大)と片山箭

康氏(東京学芸大学)が承認を受けた。

4.評議員の交代

本会評議員の榎本幸人氏(近畿地区)は都合により

本年3月末日をもって評議員を辞退された。本会付則

第4条により次点の中原紘之氏に近畿地区の評議員に

就任していただいた。任期は残任期間である 1998年12

月31日までである。

5.植物分類学関連学会連絡会議

表記の第5回会合が 1997年3月21日神奈川県立生

命の星・地球博物館で開催された。藻類学会からは代

表幹事の代理として川井浩史氏が出席した。他学会か

らは植物分類地理学会，種生物学会，日本植物分類学

会，植物地理・分類学会，日本シダ学会の代表が出席

した(地衣類研究会，日本菌学会，日本欝苔類学会は

欠席)。懸案の共同名簿に関しては，本年度中に作成の

方向で進めることとし，参加を表明する学会は8月中

に名簿をファイル形式で担当幹事に提出することに

なった。また，広報活動のため千葉大のサーバーに連

絡会議のホームページを作成することになった。今秋

の日本植物学会大会の会期中に，植物分類学関連学会

連絡会で合同シンポジウム「種多様性の認識はどこま

で進んだかJ(世話人:植物分類地理学会の秋山弘之

氏)を開催することになった。このシンポジウムの目

的は，種の多様性がそれぞれの分類群でどこまで進ん

でいるのかについて，異なる生物材料を用いる研究者

が共通認識をもつことにある。講演者は4名で動物学

会から片倉晴雄氏，植物分類学会から伊藤元巳氏，菌

類学会から杉山氏が予定されている。なお，藻類学会

からは本年度総会の録事に記したように，井上勲氏に

講演をお願いした。
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表ー1. 1996年度一般会計決算 (1996.1.1 -1996.12.31) 

収入の部 (円) 支出の部 (円)

会費 5，988，897 和文誌印刷・発送費

普通会員 4，074，000 印刷代

学生会員 320，0∞ 別刷代

外国会員 529，897 発送費

団体会員

賛助会員

販売

定期購読

/'(ックナン/'(ー

別刷代

超過頁負担金

広告代

受取利息

文部省刊行助成金

英文誌還付金

雑収入

寄付金

782，∞ο 英文誌印刷・発送費

220，000 編集費

413，5∞ 編集補助費

289，350 通信連絡費

124，150 事務用品費

89，550 庶務費

。 事務用品費

120，∞o 会議費

2，500 通信・印刷費

1，2∞，∞o 諸雑費

45，953 幹事旅費補助

4，532 事務補助

6，0∞ 初回大会補助費

秋季シンポジウム補助費

7，870，932 小計

6，847，239 次年度繰越金

14，718，171 合計

小計

前年度繰越金

合計
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一般会計貸借対照表 (1996.1.1 -1996.12.31) 

貸方 (円) 借方 (円)

普通預金(第一勧業，京都 2，541，049

普通預金(第一勧業，新宿 1，322，701

郵便振替貯金(札幌 2，129，125

郵便振替貯金(新宿 4，361，100

現金(事務局 91，125

現金(筑波 128，294

未収金 222，833 

合計 10，796，227 

未払金

前受会費

借受金

次期繰越金

前期繰越金

当期余剰金

合計 10，796，227 

543，980 

2，710，000 

222，000 

7，320，247 

6，847，239 

473，008 

表-2. 1996年山田幸男博士記念事業特別基金会計決算 (1996.1.1-1996.12.31) 

収入の部 (円) 支出の部 (円)

山田追悼号売上金 7，0∞ 
コンプ類研究売上 1，∞o 
受取利息 44，398 

小計

前年度繰越金

合計

52，398 IJ、計

2，552，382 次期繰越金

2，574，780 合計

0 

2，574，780 

2，574，780 



151 

山田幸男博士記念事業特別基金会計貸借対照表 (1996.1.1 -1996.12.31) 

貸方 (円) 借方 (円)

定期預金 1，900，000 次期繰越金 2，574，780 

普通預金 667，368 前期繰越金 2，552，382 

現金一 412 当期余剰金 52，398 

未収金 7，0∞ 

合計 2，574，780 合計 2，574，780 

日本藻類学会 1996年度決算報告書に対し記名捺印する o

1997年2月20日

会長 吉田忠生 印

会計幹事小亀一弘 印

決算書が適正であることを認める。

1997年2月20日

会計監査団淳伸雄 ~n 

会計監査工藤利彦 印

表 -3.1997年度一般会計予算案 (1997.1.1 -1997.12.31) 

収入の部 (円) 支出の部 (円)

会費 5，450，400 和文誌印刷・発送費 1，970，000 

普通会員 3，858，2∞ 印刷代 1，5∞，∞o 
学生会員 288，0∞ 別刷代 250，000 

外国会員 523，8∞ 発送費 220，000 

団体会員 572，4∞ 英文誌印刷・発送代 4，5∞，0∞ 

賛助会員 198，0∞ 編集費 450，000 

販売 340，000 編集補助費 150，000 

定期購読 270，000 通信連絡費 200，000 

パックナンバー 70，000 事務用品費 1∞，000 

別刷代 250，000 庶務費 490，000 

超過頁負担金 。 事務用品費 50，∞o 
広告代 120，000 会議費 40，000 

受取利息 2，500 通信・印刷費 250，000 

文部省刊行助成金 1，200，000 諸雑費 250，000 

英文誌還付金 50，0∞ 幹事旅費補助 40，000 

雑収入 5，000 事務補助 150，000 

寄付金 300，000 21回大会補助費 120，000 

自然史学会連合分担金 20，000 

小計 7，717，900 小計 7，720，000 

前年度繰越金 6，847，239 予備費 7，318，140 

合計 15，038，140 合計 15，038，147 
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1997年度山間幸男防士記念事業特別基金会言|予算案 (1997.l.1 -1997.12.31) 

収入の音11 (円) 支出の音11 (円)

受取手Ij息 45，000 

ノj、言1- 45，000 小宮| 。
前年度繰越金 2，574，780 予備費 2，619，780 

合計 2，619，780 ぷE》1、王，子¥1 2，619，780 

(学会録~J~続き)

6.秋季シンポジウムについて 今期の日本植物学会大会では口頭発表で使用できる

本年度3月の総会I時点では秋季シンポジウム開催の 機器はOHPのみとした。このことに関し， 4月 16日に

Eflし出が無かったが， 4月に入り有賀祐!脇氏(東京水 日本純物分類学会会長の鈴木三男氏より， r今後の大

産大)より ，国際海藻シンポジウムの開催者である国 会ではこれを前例とせずスラ イド映写による発表がで

|緊海藻協会日本支部が今秋開催を企画しているシンポ きるよう大会開催地に配慮を求めるj申し入れを組物

ジウム 「海藻の利用 (仮題)Jを藻類学会と共催したい 分類学関連学会で共同でおこないたい旨の呼びかけが

との申し出があった。総会の決議にしたがい，この{牛 あった。l時期を逸すると 申し入れは来年になってしま

につき持ち回り評議員会をおこなった結果，賛成多数 うため，早急な回答の必要があり，持ち回り 評議委員

で同シンポジウムを諜類学会共催の秋季シンポジウム 会によりこの件を務殺した。その結果，賛成 12，反対

とすることに決定した。 1，未回答4となり， 1:1:1し入れを共同でおこなうことを

7.植物学会大会でのスライド映写に関する申し入れに

ついて

新 入 会

鈴木氏に回答した。

会員異動
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住所変更・勤務先変更・電話番号変更 会員異動
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植物分類学関連学会の共同名簿について

植物分類学関連学会述絡会では異なる学会に所属する研究者間lのより緊密な情報交換および連絡

をおこなうため，希望学会による会員の共同名簿を作成することになりました。日本諜類学会とし

ては本号の学会銀事の中にも記されているように，希望者を募り，その会員を槌物分類学関述学会

の共同名簿に掲載することになりました。ついては共同名簿に掲載を希望される会員の皆様は，下

記様式の掲載情報をe-mailもしくは葉書にて学会事務局宛にお答せください。締切は8月15日です。

植物分類学関連学会の共同名簿に掲載を希望します。

氏名:藻類太郎

ローマ字 :Sourui Taro 

粉、号 :Mr.Dr. (片方の記入だけでも良い)

生年月日:1965/04/05 

所属 :îJ，~類大学海i築学部プランクトン研究セ ンタ一

所属住所 :184東京者11小金升二市賞井北IlIr4-1-1 
TEL:0423-29-7524 

FAX:0423-29-7524 

巴mail:sorui@u-sorui.ac.jp

所属学会 :藻類， (分類，植物・・・など短い名称で)

キーワー ド:緑7決，カサノリ， !fi~7;巣

(研究・ 関心分野を 3つほど)

=名簿掲載情報の送り先=

E-mail: mayama@u-gakugei.ac.jp 

薬害 184小金井市賞井北IlIr4-1-1東京学芸大学生物学教室内 日本務類学会

表紙写真

1'1)めてクロキヅタの標本を見たときには，その禁状部の大きさ ・迫力-

美しさに感動した ものである。この海藻の愛媛県における"近況"と，そ

の保護に尽力された野村義広氏に閲する紹介記事をお二人の会員の方が寄

稿してくださった。ということで本号の表紙はこの美しい海謀にfiiliっても

らうことにした。写真は北大大学院主I!苧t:ji]f究科の標本室に保管されている

もので，記事の筆者である二宮早由子氏が寄贈されたものである。

ところでお二人の著者の方はそれぞれクロキ三タ ・クロキどタと，異

なった表記を用いられている。ここでは，著者の用法を尊重し，統 はし

なかった。(T.H)



賛助会員

北海道栽培漁業振興公社 (060札幌市中央区北3条西7丁目北海道第二水産ピル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085・04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔)

株式会社シロク商会 (260千葉市春日 1・12・9・103)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108東京都港区高輪2・16-5)

有限会社浜野顕微鏡(113東京都文京区本郷5-25・18)

株式会社ヤクルト本社研究所 (189東京都国立市谷保 1769)

田崎真珠株式会社田崎海洋生物研究所 (779-23徳島県海部郡日和佐町外ノ牟井)

神協産業株式会社 (742-15山口県熊毛群田布施町波野962・1)

理研食品株式会社 (985宮城県多賀城市宮内 2丁目 5番60号)

株式会社白寿生科学研究所 (351朝霞市栄町 3-3-7)

三洋テクノマリン株式会社 (103東京都中央区日本橋堀留町 1丁目 3・17)

マイクロアルジエコーポレーション (MAC) (104東京都中央区銀座 2-6-5)

新刊紹介(追加)

SEAWEED CULTIVATION AND MARINE RANCHIHG 

Masao Ohno and Alan T. Critchley (eds) JICA (国際協力事業団)発行 151pp. 1997 (再版)

本書は， 1993年にJICAの水産分野の研修貝のテキストとして出版された。内容は，海苔，コンブ，ワ

カメ，ヒトエグサ，モズクなど日本の海藻養殖とキリンサイ，オゴノリなど発展途上国での海藻養殖を，

多くのカラー写真を入れて，生物学的視点と技術的視点の両面から説明している。また藻場や海草の造成

法についても記述されている。本書は，市販された本ではないが，圏内国外に実費で広く配布され，高い

評価を得た。今なお，請求がJICAに届くが在庫がなくなり，再版の予算がつき出版された。再版は，ミ

スプリントなどと紙質・装丁を変えたので，初版より読みやすい。藻類研究者には再版を保存することを

勧めたい。

JICAの許可を得て別予算で，増刷をしたので，希望者は，編者の大野正夫宛に， FAXなどで請求を戴

ければ，実費 (2，500円送料込み)で送付します。

FAX:0888-56-0425， Emai1:mohno@cc.kochトu.ac.JP

(大野正夫 高知大学海洋生物教育研究センター)



日本藻類学会(入会申込・住所変更届) (0で囲んで下さい)

(コピーしてお使い下さい)

199 年度より入会 19 年 月 日申込み

氏名

*Name 

(Family name) (Given name) 

所属機関名

* Institution 

住所 干一一一一

* Institutional Address 

電話 F似 e-mail 

自宅住所干

女Address

電話 F似 e-mail 

女の項目は英語またはローマ字で必ずご記入ください。英文誌の送付に必要です。

以下の欄にチェックして下さい

会員の種類:口普通会員 7，0∞円 口学生会員 5，0∞円(学生会員の場合，指導教官の署名が必要です)

指導教官の署名:

会費納入方法: 口 同封口郵便振替(できるだけ郵便振替をご利用下さい)

会誌の送り先 日所属機関(勤務先) 口自宅

一一一一
入会申込書・住所変更届 送付先:干 690島根県松江市西川津町 1060

島根大学教育学部生物

大谷修司叩L0852・32・63佃 (FAX兼用)

e-mail: ohtanish@edu油 imane-u.ac.jp

会費払込先:郵便振替 口座番号01320-4-48748 加入者名:日本藻類学会

付受

ピ
'ha 

ス送発 入金確認 事録会学



多彩な執筆陣による多角的な構成f
生態から利用までを網羅した、初の海藻読本/

21世紀の海藻資源 tl *i'f著書像、2

一生態機構と利用の可能性-
21が守.::J_

~ !t;;;:':i}り、Íìi~-埋ま鋳4if穆f色~.!r-
J 勾の認:破

止丹 ft 1- 可司 、

ペ桔，ザ

大野正夫編著
・A5判 280頁・定価:本体3，689円(税別)

「豊かな海」の立役者であるばかりでなく、次世代の素材と
して、いま産業界の最 も熱い注目を集める海藻資源。健康、
環 境への|珂心の高 まる中、「海藻 についての一般書を」と の声
に応え、遂に初の海藻読本が登場/

生態、環境、健康、 化学、工学、医療等の研究者が最新研
究成果を分かりやす く解説。今 まであまり光の当たらなかっ
た多方面にわたる海藻の利用法を探る。海?誕生産者、漁場造
成・水圏環境保全関係者、応用化学 ・食品メ ーカー必読の書 !

Ii"，，. ". 

(，. 
藻場(寺脇利信)/流れ藻と寄り藻(新井章吾)/磯焼け(藤田大介)/ 国際化する海藻資源

(大野正夫)/海藻と健康・栄養(辻 啓介)/伝統的食品の寒天と新しい素材のカラギナ

ン(平瀬 進・大野正夫)/海藻パルプとアルギン酸繊維の“紙"(小林良生)/ カンキツ類

の生産と海藻資源(白石雅也)/飼料に利用される海藻(中川平介)/磯の香りと性フェロ

モン(梶原忠彦)/海藻から抽出されるレクチンー細胞を見分けるたんぱく質一(堀貫治)/

海藻から抗酸化性物質の生産(浪岡田左雄・松家伸吾)/海藻から抗菌性成分の探索(越智

雅光)/海藻からの抗癌活性物質(山本一郎・丸山弘子)

藻の生態と藻鶴
徳田 鹿・川嶋昭二・大野正夫・小河久聞編

.85判 198頁・定価:本体14.369円(税別)

本書は、天然の海で海藻がどのような姿で生えているの
かをつぶさに見てとる ことの出来る海藻生態図鑑であると
同時に、人為的に投入した藻礁に如何にして海藻を生やす
か、を紹介した世界に例のない図鑑でもある。議場造成に
かかわる方々はもちろんの こと、 海洋環境の保全に意欲 t
関心をお持ちの一般の方々 にも、本書IJ.幅広く受け入れら
れるであろう 。
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徳田 鹿・大野正夫・小河久朗編

.85判 354頁・定価:本体5.505円(税別)

i-!ij:藻の資源や養殖カ'ら、藻場造成、利用法、
海外での養殖等に至るまで、実に幅広い観点か
ら初めて総括的に海藻を論じた、研究者 ・学生
・養殖業者待望の書グ

f4lW) 

地球生態系と海藻/海藻の生育環境/海
藻の利用/世界の海藻資源と生産量/現
在の海藻養殖/藻場造成/海外の海藻養
殖の現状/海藻養殖の将来と展望/むすび

E盈E重雇E
-消費税は別途加算されます。

〒171東京都豊島区池袋2-14-4 池袋西口スカイビjレ8F

TEL 03(3590)4441(販売部) FAX 03 (3590) 4446 



陸上植物の起源
-緑藻から緑色植物ヘー

グラーハム 著

渡遁信，堀輝三共訳

A5判.376頁・本体価格4800円(税別)

l陸上植物の起源ーはじめに- 2.シルル紀前期とオルドピス紀後期の環境 3.陸上植物

の初期進化へのアプローチ 4.シヤジクモ藻綱 5.シヤジクモ類の形態・生態・生理 6. 

シヤジクモ藻綱と陸上植物のギャップ 7.縞物形態の進化:細胞壁・細胞骨格・細胞質分

裂・細胞問応答・組織形成 8.植物の有性生殖の進化 9.植物のシグナル伝達系・植物ホ

ルモン・光形態形成・二次代謝の起源 10.陵上植物の起源 まとめ一

藻類の生活史集成堀輝三編
第 1巻緑色藻類 B5判・ 448頁(185種)本体価格8000円(税別)

1 (狭義の)緑藻綱 Eアオサ藻綱 E車軸藻網 N所属網不明群 Vブラシノ藻綱

第2巻 褐藻・紅藻類 B5判.424頁(171種)本体価格8000円(税別)

I褐藻綱 E紅藻綱

第3巻 単細胞性・鞭毛藻類 B5判・ 400頁(146種)本体価格7000円(税別)

I渦鞭毛藻 E黄金色藻綱 Eシヌラ藻綱 Nハプト藻綱 Vクリプト藻綱 VIラフイド藻綱

W真眼点藻綱 Wミドリムシ線網 lXクロララクニオン藻綱 X黄緑色藻綱 氾珪藻綱

日本の赤潮生物
一写真と解説ー

福代・高野・千原・松岡 共編

B5判・ 430頁・本体価格 13000円(税別)

収録種は，藍藻8種，クリプト藻2稜，i両鞭毛藻7種，珪藻85種，ラフィド藻9種，黄金

色藻6稜，ハプト藻4種，ユーグレナ藻8種，プラシノ藻5種，緑藻 l種，原生動物2種の

計200種.まず写真・図があり，続いて写真説明，和文記載，英文記載，文献が続き 1

種見開き 2頁にまとめる.写真は，それぞれの研究者が研究のために整理して秘蔵してい

たもの，および本書用として新たに制作したもの等から成る.和文記載は以下の特徴を順

に記す.1.細胞の性状，外形と大きさ 2.細胞構造 3.生殖法，生活史 4.生態と分布 5. 

類似穏との比較，分類学的位置，学名の変遷 6.その他

日本海藻誌 岡村金太郎著

B5判・ 1000頁・本体価格30000円(税別)

日本の海藻学の先駆者が，ライフワークとして集大成.海

藻学の全般が理解できると同時に，精密克明な解説と実地

調査による体系的著述により，さらに発展への糸口も与え

る不朽の名著.

植物組織学 猪野俊平著

B5判・ 727頁・本体価格 18000円(税別)

植物組織学の定義・内容・発達史から研究方法，組織細

胞，体市IJと組織へと詳述した植物組織学の決定版.詳細

な本文と克明に描写した700余に上る挿図， 82頁にわた

る学術名・人名・学名・和名の4種の索引を備える.

「涯刊の'lS.縮らtt

原生生物の世界
細菌，藻類，菌類と原生動物の分類

丸山晃著

藻類多様性の生物学
千原光雄編著

淡水藻類写真集 18巻
山岸高旺・秋山優編集

重版出来日本淡水藻図鑑
贋瀬弘幸・山岸高旺編集

B5判・ 960頁・本体価格 38000円(税別)

議 内田老鶴圃
干 112 東京都文京区大塚3・34.3

表示の価格は本体価格ですので，別途消費税が加算されます TEL03-3945-6781 FAX 03・3945-6782



学会出版 物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類」バックナンバー 価格， 会員各号 1，750円，非会員三∞o円， 30巻号(創立30周年記念増大号， 1-30 
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